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　長い、冬の夜が明ける。

　朝を迎むかえたばかりのグメーラ司し祭さい館かんの扉が開き、礼れい拝はい堂どうから信徒たちが出てくる。朝の礼拝を受けた彼らは、近在の村人が殆ほとんどだ。夏の間は畑仕事が待っているため大急ぎで帰る彼らも、この季節はのんびりしている。冬、土の凍こおるグメーラは、〈春鳥〉の鳴く季節まで畑仕事はお預あずけだった。

　人々は家か畜ちくの世話をし、刈かり取った羊の毛を紡つむいで編あんだり織おったりする。手持ちぶさたの男たちは炉ろ辺ばたへ集つどい、羊の乳から作った酒を温めて酌くみ交かわしたり、煙草たばこを吸って過ごす。

「よい一日を」

　ミーナは礼拝堂の戸口で、一人一人を送り出しながら声をかけていた。大陸の北の果はてにあるグメーラに新司祭ヴアーリーとして赴ふ任にんして約三み月つき。少しばかり秘密めいた暮くらしにも、領区にただ一人の司祭という立場にもだいぶ慣なれてきた。

「今日はなんだか楽しそうですね、司祭」

　村人の中ではもっとも親しいヴェラが言った。彼女の長いスカートには幼おさない娘がまとわりついている。息子のほうはとっくに、乗って帰る荷馬車へと駆け出したあとだ。

「そう？　特別なことなんてないのよ。ただ今日は風がなくて、こうしてグメーラが見渡せるから」

　グメーラは荒々しいが美しい土地だ。夏は短く、冬は寒さと風が厳しいために背の高い木は育たない。あちこちが岩だらけで、人も緑もそこにしがみつくように生きるしかないが、なぜかミーナは心惹ひかれずにはいられない。

「グメーラの冬は、朝がいちばん綺き麗れいね。何もかもがキラキラしてる」

　白く輝かがやく朝あさ陽ひが、土を押し上げた霜しも柱ばしらを煌きらめかせる。朝あさ靄つゆは光に溶とけるように薄れてゆき、夜のうちに凍りついた空気を緩ゆるませる。

「ええ、わたしも朝が好きです。お日様が夏以上にありがたくって」

　ヴェラはそう答えると、会え釈しやくして娘を連つれていった。入れ違いのように、黒髪の男が司祭館の階段を上がってくる。領主であるグメーラ伯はく爵しやく家けの家か令れい、ファランドだ。

　珍しいこともあるものだ。グメーラ伯家の人間は、まったく礼拝に出ないし、大抵は城に引きこもっている。

　ファランドに道をあけた村人たちは、興味深そうに彼を振り返った。〈魔ま王おう伯はく〉の異い名みようを持つ伯爵に仕つかえるファランドは、恐おそろしい存在でもあり、伯爵から彼らを守る盾たてのようにも思われている。

　まだ早朝だが、ファランドの身なりにはいちぶの隙すきもなかった。黒髪は油で丁てい寧ねいに後ろに梳とかしつけられ、仕立てのよい服もおろしたてのように埃ほこり一つついてない。

　人々が聞き耳を立てている。ミーナは「なんの用か」と問いかける代わりに、無言で両りよう眉まゆを上げた。まず、ご機き嫌げん伺うかがいではあるまい。というより、そんな必要はないのだ。ミーナは夜、務つとめを終えると丘の上にそびえる伯爵城へ帰るのだから。伯爵たっての希望で、彼女は城で暮らしていた。

「司祭、フレイは？」

　ミーナの側まで来ると、前置きもなくファランドは切り出した。フレイことナリスフレイは、グメーラを治める若き伯爵の名だ。

「見てませんけど、こちらにおいでになるはずだったの？」

「そうであればという期待です」

　ファランドが顔をしかめた。氷のような薄い青せい灰かい色しよくの目がミーナを見み下おろす。

「先ほどお起こしに伺ったら、姿がありませんでした。どうやら、夜の間に脱ぬけ出したようで」

「まあ」とミーナは目を瞠みはる。グメーラ〈魔王伯〉は奇行で知られていた。夜脱け出すのもその一つで、言ってみれば「悪い病やまい」だ。

「そういえば、朔さくが近いのね」

　ナリスフレイの〈病〉は、その時期に多くなる。

「ですが、ここしばらくは、なりをひそめておりました。ぶり返したのはやはり、手た綱づなが緩んだせいでしょう」

「誰の？」

「あなたのですとも、司祭」

　澄すましてファランドは言う。たしかに、ミーナはファランドと共にナリスフレイを支える役目を引き受けている。

　が、それにしてもずいぶんな厭いや味みだ。とはいえ、言葉どおりに受け取る必要はないとミーナは学んでいた。彼は、ミーナに対してはこういう物言いしかしない人なのだ。初めにいがみあった名残なごりのようなもので、お互い毒を吐はきあうのがその後も続いている。

　だがまあ、悪い人ではない。グメーラ伯にとっては、なくてはならない存在でもある。

「せいぜい、今夜お会いしたら言っておきますわ。うるさいおじさんがいるからおとなしくするように、って」

　日に二度の食事を、ミーナは伯爵と共にする習慣だ。

　うるさいおじさん呼ばわりされたファランドは憮ぶ然ぜんとした。だが彼は四十半なかばで、ミーナよりも年上の娘がいたのだ。間違いじゃないと思うが、心では若いつもりなのかもしれない。

「頼みましたよ、司祭」と言ってファランドは帰っていった。自分はもう少し、心当たりを探してみるつもりらしい。




　その行方ゆくえ知れずだったナリスフレイが、むっつりした様子で司祭館に現れたのは昼下がりだった。乱暴に扉を開けて入ってきたかと思うと、司祭館の小さな居い間まの椅い子すにどっかりと座りこむ。

　ミーナは、居間と続き部屋になった台所で茶を沸わかしていた。ミルクに茶葉を入れて煮に立たて、ちょうどいい色になったところだった。

「ナリスフレイさま、どうなさったんですか」

　ミーナは目を丸くした。ナリスフレイは疲れていて、埃だらけだった。シャツも上着も黒ずくめのため、余計に目立つ。一つに束たばねた黒髪も乱れていた。苛いら立だって掻かきむしったようだ。

「断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき」

　耳に光るピアスをむしり取りながら、ナリスフレイが言った。意味がわからずにいるミーナに、不ふ機き嫌げんな口調で説明する。

「城の北に、張り出した崖がけがあるでしょう？　わたしはあそこにいた」

　たしかにあるが、かなり遠い。ミーナは伯爵の格かつ好こうに納得した。あそこから戻ったならば、昼にもなるし、くたくたにもなる。

「それは……ご愁しゆう傷しよう様さまです」

　他に言葉がなくて言うと、八つ当たりにかピアスが飛んできた。受け止めたミーナは焦こげくさい臭においに気づき、鍋なべを慌あわてて火から下おろす。

「お茶、飲みますか」

「ありがたいね」

　とげとげしい口調でナリスフレイが応じる。ミーナは焦がしたミルクを香こう辛しん料りようでごまかして、砂糖で甘みをつけて伯爵に差し出した。

「まったく。どんな気がすると思う？　気がついたら、真っ黒な海を見下ろしてるなんてさ。目は眩くらみそうになるし、寒さで歯の根は合わないし。転ころげ落ちたらどうするんだ」

　どうするって、死ぬだろう。ミーナは口をつぐんだまま思った。黙っていたのは、彼の気持ちもわかるからだった。朝、自分が知らない場所で、それもとんでもない場所で目め覚ざめれば平静ではいられない。しかもそれは「弟」のしわざなのだ。

　――グメーラ伯ナリスフレイには秘密がある。彼には「弟」がいて、身体からだを共有している。

　伯爵に弟がいるとは、村人は知らない。ましてや、彼らが日の出と日の入りで入れ替わることなどなおさらだ。

　ミーナは、秘密を知る数少ない一人だった。だから、夜、城を脱け出したのは弟のレイヴェンで、彼が遊び歩いた上に、兄と入れ替わる日の出近くになって断崖絶壁へ赴おもむいたらしいと想像できる。

　ナリスフレイにしてみれば、迷惑きわまりない話だ。事情を知るミーナに当たりたくなるのもうなずける。

　その一方でミーナは「レイヴェンったら」と呆あきれていた。決して会えない兄に対する彼の「ちょっかい」は今に始まったことではないが、またか、というカンジだ。

　熱い茶をすすったナリスフレイは舌を焦がしかけたようだ。しかめ面つらでカップを受け皿に戻す。ミーナは自分の分を作り直した。鍋を火にかけ、空からになったミルク壺つぼは表へ出しておく。そうしておくと、気づいた村人がまた届けてくれる仕組みなのだ。

「レイヴェンには、今夜よぉく言っておきます」

「そうしてくれると助かる。あいつは、あなたの言うことなら聞くからね」

「時々ですけど」

　たぶん、他の人より「お気に入り度」が高いせいだ。といっても、ミーナも万能ではない。

「耳でも引っぱってやるといい。そうすりゃ、少しは聞き分けもよくなるだろうから」

「そんなこと言って、ナリスフレイさま。朝になれば、あなたの耳だって痛いんですよ？」

「それで態度があらたまるなら安いものだよ。誰かが泣いたり、傷つくよりもね」

　レイヴェンは面おも白しろ半分に土地の娘たちとつきあうことがたびたびあった。「お手がついた」彼女たちは噂うわさを嫌きらい、殆どが村を去っている。

「あれは……、ああいうのは、もうしないんじゃないでしょうか」

　レイヴェンは長い間、夜を孤独に過ごしてきた。その寂さびしさと昼を独り占めしている兄への当てつけが、レイヴェンにああいった行動を取らせてきたのだ。

「だといいんだけれどね」

　ナリスフレイは上着の胸ポケットに手を差し入れた。取り出したものを机の上に置く。

「首飾りですか」

　ミーナは手に取って眺ながめた。冷たい銀色の鎖くさりに、六角の飾りがぶら下がっている。飾りは水すい晶しようだろうか。まるで氷で作ったように透すきとおっている。

「わたしのものじゃない。レイヴのものでもないと思う」

「じゃあ、誰の」

「夕べのお相手じゃないかな。これが初めてじゃないから」

　ナリスフレイはため息をつき、雲がゆっくりと渡ってゆく空を窓越しに見上げた。

「この季節はいつも憂ゆう鬱うつでね。昼はあっという間まに過ぎてしまう」

　夜のほうが長くなる。夜はレイヴェンの時間であり、妖よう魔まの時間でもある。

「あんまり、考えすぎないほうがいいと思います。まだこの首飾りだって、誰のものかわからないんですし」

「そう言われても、これに関しては楽観的にはなれなくてね」

　冴さえない表情を見せるナリスフレイに、ミーナは思わず言ってしまった。

「他のこともだと思いますけど」

「言うね、司祭。でもあなたの正直さは美徳だと思おう」

「あら。さらっと毒舌ですね」

「まあね。数少ない楽しみだ」

〈魔王伯〉も弟と同じくらい孤独で、ささやかな冗談を言う相手さえいなかったのだ。

「あなたが来て、グメーラは変わったよ、司祭。絶たえていた礼拝が甦よみがえり、人々の表情も明るくなった。わたしとレイヴは『友人』を得た」

『友人』と含ふくみのある口調を、ミーナは聞こえなかったフリをした。

「そういう『いい変化』ばかりだといいんですけど」

『悪い変化』もあったと、二人とも知っている。ミーナは、レイヴェンとグメーラを手に入れたがっている妖魔たちを怒らせた。

　現在、妖魔たちは様子を窺うかがっている。だが、それは手を引いたという意味ではない。

「きっと、そっちは乗り越えていける。お互いを信じあっていければね」

「わたしもそう望んでますけど」

「けど？　その言葉はいらないでしょう、司祭」

　笑いながらナリスフレイが言ったとき、表から物音が聞こえた。司祭館の礼拝堂と繋つながる廊ろう下かのほうだ。

　信徒がミーナを探しているのだろうか。ミーナは迎えようと立ち上がった。足音はまっすぐ廊下を歩いてきて、居間の扉を開ける。

　白い、厚手の毛け織おりの外がい套とうを目ま深ぶかに被かぶった、すらりとした人物が現れた。身軽ながら旅装で、手には磨みがきこんだ木の杖つえを持っている。

　白は聖職者の色だ。外套の金きん釦ボタンには、パラデール教の象徴シンボルの〈女神の鏡かがみ〉の紋もん章しようが彫ほりこまれている。男ものの僧そう服ふく。

　聖職者は、滅めつ多たにグメーラを訪おとずれない。ここは怪かい異いの多さで有名で、任地としては不人気だ。

「やあ、お嬢ちゃん」

　軽いあいさつの声に、ミーナは聞き覚えがあった。唖あ然ぜんとして見上げると、声の主ぬしがさっと外套を引き下ろす。

　ミーナのまばゆい金髪よりも薄い、月光を紡いだような髪があらわになる。肩かたを覆おおう辺りで切り揃そろえた髪に縁ふち取どられた顔は白く、目は春の空のように青い。

　ミーナは口を両手で覆った。それでも、驚きが声となって飛び出す。

「――フィーン司教ヴアルプト!?」
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　声をあげたミーナは、驚きと懐なつかしさでフィーンに飛びついた。こぼれるような笑顔で受け止めたフィーンが、そのままミーナを抱きすくめる。

「元気そうで何より。最さい果はての土地で凍こごえているんじゃないかと思っていたけど、ぴかぴかの司し祭さい館かんなんて、待たい遇ぐういいじゃないか」

　フィーンは建たて直されたばかりの司祭館をぐるりと見回した。よそ者のためになかなかの部材を使っている、などと感想を漏もらす。

「それはどうも」

　ナリスフレイが横から答えた。村人に命じ、ここを建てさせたのは彼だ。

「ナ、ナリスフレイさま、こちらはパラデール教団のフィーン司教ヴアルプトです。フィーン司教、この方はグメーラ伯はくナリスフレイさま」

　事態がややこしくならないうちにと、ミーナは割って入って互いを紹介した。失言に気づいたフィーンが「おっと」と肩かたを竦すくめて詫わびる。

「これは失礼。どうぞよろしく」

「こちらこそ」

　ナリスフレイは立ち上がり、礼儀正しく答えた。その完かん璧ぺきすぎる振る舞いに見覚えがあり、ミーナは顔をしかめそうになる。よくない徴ちよう候こうだ。これはナリスフレイ語で「不ふ愉ゆ快かいだ」と言っているようなものである。

「司教、どちらかへ向かう途中？　わたしの顔を見に寄ってくれたの？」

「グメーラに寄り道？　どこに行くにしても、ずいぶんな回り道だ。まあ、あなたの顔を見るならその価値もあるけれど。これもらっていい？」

　答えるより早く、フィーンはミーナの茶を飲んだ。すでに口をつけたあとだったが、フィーンはかまわないらしい。

「ああ、喉のどが渇かわいていたんだ、ありがとう。――それで、さっきの続きだけれど、寄り道じゃないよ。ここが旅の終わり」

　フィーンは荷物から取り出した祈き禱とう書しよを開き、挟はさんであった封書をナリスフレイに渡した。パラデール教の紋もん章しようが押されている。怪け訝げんな表情で封をあけたナリスフレイが片かた眉まゆを上げた。

「グメーラ伯はく爵しやく領区司教の辞じ令れい？」

「フィーン司教？」

　冗談かとミーナは耳を疑ったが、フィーンが肯こう定ていしてみせる。

「つまり、今日からわたしはあなたの上司だってこと」

「でも、どうして急に。わたしが着任して、まだ三み月つきじゃない」

　それだって、上層部は「おいしい餌えさ」をミーナにぶら下さげなければならなかった。グメーラはすばらしく不人気で、ミーナが来るまでの数年は無司祭状態だったのだ。

　そもそも、だからこそミーナは派は遣けんされた。一年、いや半年、せめて一ひと月つきでもいいから司祭として務つとめてくれ、と。なのにと思うと、納得がいかない。

　ミーナは訊たずねようとしたが、ナリスフレイが遮さえぎった。

「ちょっといいかな、司祭ヴアーリー」

　ナリスフレイはミーナを部屋の隅すみに呼んだ。にこやかに訊きく。

「いったい、あれは誰だ？」

「ですから、フィーン司教です」

「名前はもう聞いたよ。ずいぶん仲がよさそうだけれど」

　咎とがめる口調だった。ミーナがおおっぴらに喜んだのが面おも白しろくないようだ。

「ええと、先輩後輩でしょうか。わたしたち、二人とも本庁育ちで、歳も近かったですから」

　パラデール教団の本庁は、聖職者の中でも選ばれた者たちの集つどう場所だ。だが時々、幼おさないうちから育てられる特別な子供がいる。ミーナはその一人で、フィーンもそうだった。物心つく頃からの顔見知りだ。友人でもある。

「いくつ違い？」

「司教が、わたしの六つ上です」

　ミーナは十八なので、フィーンは二十四になる。二十歳のナリスフレイからは四歳上だ。

「殆ほとんどずっと一緒に育ちましたし、それに、上司も同じで」

　なんとなく弁解した。仮面のような笑顔を返され、通じてないのではと不安になる。

「ナリスフレイさま」

「司教が来るなんて、わたしは聞いていない」

　ですよね、とミーナは相あい槌づちを打ちそうになった。彼には秘密がある。ここグメーラにも。

　どちらも、人に嗅かぎつけられてはならないものだ。

「わかってます。でもわたしも初耳なんです」

　ナリスフレイと同じくらい、いやそれ以上にミーナだって驚いている。

　ところが、ナリスフレイはそうは思っていないようだった。妙なことを言いだした。

「実は、予感があったから『けど』なんだろう？」

「はい？」

「さっき、あなたは言ったね。『お互いを信じあっていけるのを望んでます、けど』って。その『けど』だ。横よこ槍やりが入るってわかっていたから、ああ答えた」

「ひどい言いがかり。あの『けど』に意味なんてありません」

「そうかな。だったらなぜ、司教が来るんだろうね。しかもあなたの上司ときた」

「それは……」

　ミーナにもわからない。

「この夏の騒さわぎを、あなたは本庁に報告しているよね？」

　ナリスフレイが訊く。ミーナが赴ふ任にんしてすぐ、妖よう魔まが怪かい異いを起こした。その顚てん末まつのことだ。

「はい。だって義務ですから。でも、目をつけられるような書き方はしていません」

　うさんくさいほど、あたりさわりなく書いたつもりだ。

「わたしだって、知る人が少ないほど秘密は守りやすいって思ってます。それにお忘れのようですけど、わたしもこれがバレたら、罰ばつされる可能性があるんですよ」

　グメーラ伯家の秘密は告発に値あたいする。口をつぐめば同罪とみなされても仕方がない。それを承しよう知ちでミーナは沈ちん黙もくを選んだ。ここで、彼らと共に戦うために。

　それなのに一方的に詰なじられるなんてたまらない。

　ムッと口を結んだミーナの背後から、のんびりしたフィーンの声が割って入る。

「話の邪じや魔まをして申し訳ないが、伯爵、そちらの事情を教団は承知してますよ」

　ナリスフレイが身じろぎした。勝手に椅い子すでくつろいでいたフィーンが「正しくは、わたしを寄よ越こした上層部の一部は」と補足する。

「だからこそ来たんです。ミーナ一人じゃ荷が勝ちすぎる。っていう判断で」

「たかが、田舎いなかの伯爵領の主任司祭がですか？」

「とぼけるのはよしましょう」

　目を瞠みはってみせるナリスフレイに、フィーンが呆あきれ顔をした。椅子から立ち上がり、近づいてミーナを引き寄せる。

「お互い、無む駄だは省はぶきたかったんですがね。仕方がない、言葉にしましょうか。こちらの当主は代々、少々難アリで、その理由は血にある。グメーラ伯家の祖そは、妖魔に行き着きます。人にはあまりに重い血が、あなたがたに奇行を呼ぶ。でしょう？」

　ナリスフレイが押し黙った。それが真実だからだ。

「妖魔は人の敵であり、われらをお守りくださる女神の敵でもある。それでいてグメーラ伯家の統とう治ちに教団や国が目を瞑つむってきたのはもちろん、利害が一いつ致ちしているからです」

　妖魔たちの首しゆ領りようである、災わざわいの神エナンが約束している。この地を、彼らの血を引く者が治おさめる限り、妖魔はグメーラに手出しをしない、と。

　だがその約束は千年の昔に交かわされ、今は教団でも、上層部のごく一部にしか知る者はいない。

「ねえ、司教。要するに、あなたはわたしの助っ人に来てくれたの？」

「そうなるね。ジジさまババさまが、えらく気を揉もんでいてさ」

　ジジさまというのは、ミーナたちの直属上司のパゼル枢すう機き卿きよう、ババさまはあまたの聖職者を束たばねるパラデールの頂点、ケイジャ教きよう皇こうのことだ。「したたか」とか「タヌキ」と形容するのがふさわしいあの人たちが気を揉んでいる？　ミーナは耳を疑った。

「だって、自分たちが、わたしに『行け』って言ったのよ？　それに、危ないと思うなら、初めから一人で送り出すなんて間違ってると思うけど」

　妖魔が約束したとはいえ、グメーラは怪異の多さで有名な土地だ。ミーナも多少の危険は覚かく悟ごして来ている。

「慌てたのは、報告を受けたからだよ」

「ミーナ司祭」

　ミーナを睨にらむナリスフレイを、フィーンが制した。

「この子の報告じゃないよ、伯爵。もう一通のほうだ」

　誰の、とミーナは思った。心当たりがない。

「あなたのお目付役だよ、ミーナ」

「ギー!?」

　ミーナは目を剝むいた。ギーはバスコイという神話世界の怪物で、普段は石像のフリをしている。あのぐうたらが報告書を!?

「それには、あたりさわりあることが書いてあったわけですか」

　ナリスフレイは察しがよかった。フィーンはどっちつかずに肩を竦める。

「わたしは見ていません。とはいえ、このお嬢さんが無茶をするんじゃと案じる程度には書いてあったんじゃないでしょうか」

「無茶、ね」

　はは、とナリスフレイが乾かわいた笑い声を立てた。いかにも「もうした」と言いたげに。

　事実だったため、ミーナは言い返せなかった。だって妖魔を怒らせている。

「とにかく、わたしはあなたに楯たて突つくつもりはないですよ、伯爵」

　フィーンが言った。腹のうちを見せるように、両手を広げてみせる。

「むしろ、ミーナの暴走を止める枷かせか何かのように思ってください。わたしは、この子のことはなんでも知っている。何か企たくらんでいるときの顔とか、噓うそをつくときのくせとか」

　子供にするように、フィーンはミーナの髪をくしゃくしゃっとした。調子が狂って、ミーナは怒ったような恥ずかしいような、中ちゆう途と半はん端ぱな顔をする。

「ああ、先輩後輩でしたっけ」

　冷ひややかにナリスフレイが訊いた。うなずきつつもフィーンが訂てい正せいする。

「より正しくは幼なじみです。妹というか」

「なるほど。よかったじゃないか、司祭。頼れる方が来てくださって」

　心とは裏腹、とミーナにはわかった。ナリスフレイは笑顔でフィーンに手を差し出した。

「あらためて、ようこそグメーラへ。歓かん迎げいしますよ司教」

　どこかで聞いた台詞せりふだった。そう、ミーナの着任時、「さっさと帰れ」と願いつつ、ナリスフレイが言った言葉だ。

「どうぞよろしく。それからこの三月、ミーナがご迷惑をかけたことをお詫びしますよ」

　保護者気取りのフィーンの足を、ミーナは踏ふみつけてやりたくなる。フィーンの手を握にぎったナリスフレイは、おや、という顔をした。が、それはすぐに消えてしまう。

「じゃあ、司祭。わたしは城に戻るよ。幼なじみの司教と、積つもる話もあるだろうし」

　立ち上がったナリスフレイが身み支じ度たくをした。にこやかに、かつ、とりつく島を与えずに司祭館をあとにしてしまう。

　当分冷たくされそうだと、ミーナは気が重くなる。ナリスフレイは絶対、この展開を快こころよく思っていない。

「すいぶん、カリカリした伯爵さまだね」

　椅子に戻り、今度は足を投げ出したフィーンが戸を見み遣やった。だらしなく寝そべりつつ、お茶を淹いれてくれと手ぶりで示す。

「そりゃ、フィーンが気に入らないからでしょ。基本的に、よそ者が嫌きらいだし」

　二人だけになり、ミーナは呼び方を戻した。公おおやけの場では「司教」と畏かしこまるが、彼女にとってフィーンは遊び相手という意識が強い。

「まあ、事情を思えばうなずけるか。たやすく人を信じたりしないようにしてきただろうしね」

　あくびを嚙かみ殺すフィーンの腹が鳴る。ミーナは湯を沸わかしながら、軽食の材料を探して戸棚を開けた。ここでは食事をしないため、あるのは村人の差し入れてくれる菓か子しばかりだ。

「フィーン、チーズのパイでいい？」

　チーズのパイはグメーラで好まれる菓子だ。羊の乳を酸さん味みのある果汁で分離したチーズを、シロップで煮にて、パイ皮で包んで焼いてある。ちょっとくせはあるが、この辺りの燻いぶしたような味の茶と合わせて食べるとやみつきになる。

「腹に入れば、バスコイの尻尾しつぽだってかまわないよ。今け朝さからずっと飲まず食わずで」

　グメーラまでの旅は快かい適てきとは言えない。きっと馬車に乗せてくれる相手を見つけられず、隣村からいくつも丘を越えて歩いてきたのだろう。

「ミーナ。この首飾りは何？」

　フィーンに訊かれ、ミーナはパイを切り分けながら振り向いた。ナリスフレイの、というかレイヴェンの戦利品かもしれないものがテーブルに載のっている。

「伯爵さまの忘れものよ。そこに置いておいて。あとで、お城に戻るときに持ってゆくから」

「そうか。城で暮くらしてるんだっけ」

　それもギーが報告したのだろう。

「伯爵さまの希望なの。あのお城、ブアイソウな家か令れいしかいないから、お寂さびしいのよ」

　悪口を言ったから、今頃ファランドはくしゃみをしているかもしれない。

「そうだ、フィーン。あなたの寝ね床どこ、どうしよう。どこに泊とまる？」

「ここしかないと思うけど。部屋はあるよね？」

「寝台もあるわ。でも夜や具ぐや何かが揃そろっていないの」

　もともと、司祭館での寝泊まりが想定されていないのだ。帰りが遅くなる日は、ファランドが迎むかえに来る。

「もう、何もかけずに眠れる季節じゃないし。今夜は、わたしとお城に来る？」

「思いきり、歓迎の反対をされそうだね。っていうより、城には客間があるの？」

　フィーンはグメーラ城のことをよく把は握あくしていた。広すぎて手入れが行き届かず、使わない部屋はどこも埃ほこりまみれだ。

「わたしの寝台で一緒にってなるけど、それはかまわないでしょ？」

「それはね。でも、よしておくよ。これ以上伯爵さまの不ふ興きようを買うと居づらくなりそうだ」

　一晩くらいこの長椅子でいい、とフィーンは言った。椅子は長身のフィーンでも、ゆったり横になれる長さはある。

「じゃあ、あとで暖だん炉ろの側へ運びましょ。火を絶たやさないようにして暖かくすれば、風か邪ぜも引かないと思うから」

「わかった、そうしよう」

　ミーナは切り分けたパイを皿に載せ、少し濃いめに茶を淹れた。なんだか今日はお茶当番のようだと思いつつフィーンの側に行って、まあ、と口をあけた。

　つい今まで話していたというのに、フィーンは眠っていた。椅子の肘ひじ掛かけを枕まくらがわりにしている。ズボンから足がにょっきり伸びて、靴くつが片方脱ぬげかかっていた。胸元から滑すべり落ちた〈女神の鏡かがみ〉が、床ゆかすれすれに、長い鎖くさりの先で静かに揺ゆれている。

「疲れたのね」

　ミーナはお盆を置き、顔にかかったフィーンの淡あわい金髪をそっと払いのけた。気配を感じたのか、睫まつ毛げがかすかに震ふるえる。

　彼女はフィーンのズボンの裾すそを直し、靴を両足とも脱がせた。上掛け代わりに、フィーンの着てきた外がい套とうで身体からだを覆おおってやる。

　すかーという寝息を、ミーナはなんとなく懐かしく聞いた。子供の頃は、よく一つの寝台にもぐりこんで寝たものだ。もっとも、大抵は翌朝見つかって、規則違い反はんを大人たちにぎっちり怒られたが。

　あれから十年ほど経たったが、フィーンはあまり変わっていないように思えた。歯切れのいい口調や、ものぐさな態度。僧そう衣いを着ていなければ、振る舞いは兵士か何かのようだ。

「これで、本庁きっての司教さまなんだから」

　パラデールの聖職者たちは、歌で祈いのる。フィーンはその歌声に定てい評ひようがあった。祭さい壇だんの前では、普段荒っぽく見える立ち振る舞いが堂々たる風格に変わるのだから不思議だ。

　フィーンの性格をよく知っているミーナは、そんな場面では噴ふき出しそうになる。

　その幼なじみの着任が、ミーナは本当は素す直なおに嬉しかった。誰にも言えないが、少しばかり不安を感じていたのも事実だ。もし妖魔が本気で動き出したら、自分で太た刀ち打うちできるのだろうかと。

　フィーンは、パゼル枢機卿が手放さなかったが、戦闘職に就つけたといわれる実力を持つ。妖魔と刃やいばを交まじえなければならないかもしれない今、これほど心強いものもない。

　のだが。

　なぜフィーンが来ることになったのか。そこを考えると、むかむか腹が立ってくる。ギーだ。ギーのせいだ。こっそり勝手なことをして！

「そうよ」

　さっき一瞬、「ちくしょう」と思ったのを思い出した。だいぶ後回しになってしまったが、まだ怒りは収おさまっていない。というより、なんだかさらに募つのってきた。

「ギー！」

　ミーナは居い間まを飛び出し、司祭館の二階に駆かけ上がった。二階は二部屋に区く切ぎられていて、その一つをミーナが荷物入れのように使っている。

「ふがー」

　陽ひ当あたりのいい窓まど辺べで、灰色の怪物バスコイはいびきをかいて眠っていた。バスコイは鼻はな面づらが潰つぶれてひしゃげたような顔をしていて、耳まで裂さけた口からは牙きばがのぞいている。ぎょろりとした目は、閉じると固そうな瞼まぶたに覆われて、眉み間けんに寄った皺しわのせいか苦く悶もんしているように見えた。

　その昔は妖魔に属していたと言われる種族だけあって、触ふれるのをためらう恐ろしさがある。だがミーナは、彼と生まれたときからのつきあいだ。遠えん慮りよ会え釈しやくなく、バスコイを摑つかんで思いきり揺さぶり起こした。

「どういうことなのよ、ギー。ケイジャ教皇に報告書を書いたのを黙っているなんて」

「ふがっ。馬ば鹿か野や郎ろうミーナ！　俺は昼寝してるんだぞ！」

「だから起こしたのよ。頭にきているから揺さぶり起こしたの。じゃなければ、こんな意地悪はしないわよ」

　怒ど鳴なったギーをミーナは睨んで封じた。ギーはたちまち目が醒さめたらしく、真顔にしゃんとした声で訊く。

「なんだよ。そんなかわいくない顔するようなこと、俺したか？」

「したでしょ。だから今、フィーンが追加で送られてきたんじゃないのよ本庁から」

「ああ、そんなことか」

「ちょっと、ギー？」

「いいじゃねえか、おまえの仲良しのフィーンだろ」

「いいけどよくありません」

「俺は眠いんだよミーナ。小難しいのはやめろ」

「だから。フィーンが来たのは嬉しいけど、理由がよくないのよ。あなた、教皇さまたちにどんな報告をしたの」

「へん」

　目をそらした怪物の顔を、ミーナは両手で挟んで自分に向けた。色々、聞き出す手はある。子供の頃から、さんざ磨みがいてきた技だ。

「わたし本気よギー。すっとぼけたら、あなたに嫌いやがらせしてやるから」

　たとえば泣くのも一つだ。上うわ目め遣づかいしたあとに、寂しげにうなだれるのも効果がある。

「おまえ、心しん底そこ妖魔よりタチ悪いぞ。くそ、ありのままをだよ」

　ぶつくさ言いながらも、ギーは口を割った。文もん句くあるか、と開き直る。

「当たり前だろ？　俺はおまえを、あのバーサンたちから任まかされてきているんだ」

「わたしのお母さんからもでしょ。わかってます、そんなの」

「だったら、報告が行くくらい予測しろよ。それにあいつらだって、俺に念を押してたに決まってるだろ」

「教皇さまたちが、あなたにも報告書を出すようにって？」

「そうだ。おまえは無茶っ子で突っ走るからな。バーサンたちだってお見通しだ」

　無茶っ子、とミーナは口をつぐんだ。ずいぶんな言い方に聞こえるが、身に覚えがあるため反論できない。

「で？　それの何が気に入らないってんだ？」

「それは。……減点の対象になるかもしれないじゃない」

「出世に響ひびくって？」

「っていうよりも、『餌』をお預あずけにされちゃうほうがいやなの。だって、難なん癖くせつけてきそうじゃない。特にパゼルさまが」

　ミーナの上司は、一ひと筋すじ縄なわではいかない人物である。ミーナは彼が好きだし、かわいがられてもいるが、それとこれとは話が別だ。

「わたし、どうしても知りたいの。お母さんのこと」

　それがミーナの『餌』だった。ミーナは生まれてすぐ、元司祭だったという母親に捨てられた。ミーナを、本庁の大聖堂前に置き去りにしたのだ。拾ったのはパゼル枢機卿で、ミーナは教団本庁に引き取られて育った。

　なぜ、母が自分を手放したのかをミーナは訊きたかった。母がどんな人なのかも。ミーナは母が「キリヤナ」という、女神の名を持つことしか知らない。その後の行方ゆくえも、生死も。

　それらは、グメーラでの任期を終えたら教えてもらえる約束だった。そういう話なのだ、と察しはついている。

　つまり、教皇も枢機卿も頑かたくなに口を閉ざしてきたのは、何かいわくがあるせいだ。

　それでも、気持ちは変わらない。

「ようやく摑んだきっかけなのよ、ギー」

　あれこれ理由をつけられ、「また今度」とされるのはごめんだった。できればしたくない話なのだろうと思うから、余計に、向こうに言い逃のがれの材料を与えたくない。

「――」

　ギーが無言で横を向いた。ばつが悪いのだ。この件については、彼も教皇たちと結けつ託たくしている。

　ギーは、キリヤナから頼まれ、ミーナのお目付役になったという。今はもう滅めつ多たに人の世に現れなくなった、神話世界の種族が、だ。けれどその理由を語ろうとしない。

　六歳の子供だって、何か変だと気づく。バスコイの出現は吉きつ兆ちようとみなされる。だがミーナの母は、純じゆん潔けつの誓ちかいを破りミーナを宿した。

　聖職者のうちでは、ミーナのような子供は「罪の子」とされる。なのに、彼女がバスコイに護まもられているのはなぜなのだろう。

「……いくらバーサンどもだって、そんなセコいこと言いやしねえよ」

　苦しまぎれのように言ったギーは、皮ひ膜まくの張った翼つばさを広げた。ばさりと空を打ち、天てん井じようの梁はりへと羽ばたきあがる。

「とにかく、俺はおまえが心配なだけだ。援えん軍ぐんが来たなら一安心だ」

　俺は寝るからな、邪魔するなよと言うのを最後に、ギーはいびきをかきだした。どこかわざとらしいのは、逃げ芝しば居いだからだ。

　いつもこう。ミーナは口を結んだ。ギーを責せめないのは、お互い気まずくて側に居づらくなるからだ。ミーナは黙るしかない。これに関してだけは、ギーは絶対に口を割らない。

　お母さん。キリヤナ。

　母を思うたび、ミーナは自分を振り返らずにはいられなかった。ミーナの本当の名は、マライナという。

　女神の名を持つ母は、女神の娘の名を、置き去りにした子につけた。

〈光の乙女おとめ〉マライナ。美しく、世のすべてに愛されたという女神の娘は、けれど魔神ジャイナルの手に落ちて身を穢けがした。魔神の妃きさきとなり、災いの神エナンを産み、最後には髪までが黒く染そまった〈闇の聖せい女じよ〉となったとされている。

　そんな言い伝えゆえに、マライナは好まれる名前ではない。なのに母は、あえてその名を選んだ。

　捨てると決めたからじゃないといい。望まない子だったから、じゃないといい。

　そう願わずにはいられない。景色に目をやったミーナは、窓ガラスに映る冴さえない表情に気づき、胸いっぱい息を吸いこむ。

　勢いよく吐はき出して笑顔になった。暗い顔なんて自分らしくない。

　むりやりな笑顔でも、そのうち本物になるとミーナは信じている。たぶん、正しい。口の端はしを上げただけでも、もう気持ちが違ってくるのだから。

「お掃そう除じでもしようっと」

　声に出すと名案に思えてきた。聖堂に限っては、ミーナは掃除が好きだ。この季節、水の冷たさは手を切るようだが苦にならない。

　その気になって、聖典の祈りの句を鼻歌にした。たちまち、宙にいくつもの光が芽め吹ぶく。これがミーナの力だ。声に光が集まるからこそ、「罪の子」でも大事にされてきた。

　階段を下おりてゆくミーナの軌き跡せきが、光の尾となる。漂ただよう光はすぐに滲にじみ、暖かな気配を残して空気に溶とけこんでゆく。




　すっかり眠りこんでしまったフィーンは、陽ひが落ちてから目覚めた。ギーを従え、忍び足で出ていこうとするミーナに気づいて飛び起きる。

「ごめん！　礼れい拝はい！」

　舌をもつれさせながらも、まずそう言った。寝ぼけていても司教は司教だ。

「〈夕べの祈り〉は終わったから、次は明日の朝よ」

「くっそ、寝過ごした……。これから城へ？」

　ぼさぼさになった髪を掻かきながら訊く。押しのけた、毛布代わりの外套が床に落ちた。

「一緒にお夕食をいただく決まりなの。フィーン、あなたのはテーブルに用意してあるから」

　新任司教の噂うわさはすぐ村に広まった。礼拝時に、気を利きかせた人々が持ち寄ってくれた料理がある。

「そうか。一人の食事は寂しいな。おまえ、残ってけよバスコイ」

　フィーンは外套を拾った。あいさつ抜きで言いながら、椅子に放り投げる。

「へっ。おまえの寂しさなんて知るか」

　ギーはそっぽを向く。この怪物は誰に対しても口が悪い。

　フィーンは気にしていないようだった。暖炉の火で靴を探し、紐ひもを解ときもせずに強ごう引いんに足を突っこむ。

「んもう」

　ミーナは椅子まで戻ってしゃがみこんだ。紐をほどいてフィーンの足を入れ直させ、きちんと編あみ上げる。だが履はき口の革かわが伸びきってくたびれ、不ぶ格かつ好こうだ。

「紐のないのにすればいいのに」

「冬はさすがに寒くてさ」

「だったらものぐさを直すのよ」

「いや、いいでしょ。あなたが世話してくれる」

　フィーンはカラカラと笑い、からかわれたようで憮ぶ然ぜんとしたミーナにかまわず続ける。

「この時間だと、城にいるのはレイヴェン？」

　ミーナはギーをちらりと見た。そんなことまで書いていたとは。

「夜は『弟』の領分なんでしょ？　どんなヤツ？　どう変わるの？」

「ナリスフレイさまと比べて？　それは『昼』と『夜』ほどよ」

「同じ顔で？」

「だって、身体は一つなんですもの。でもすごく違うの。二人で一つだって知らなければ、おかしくなったと思うくらい」

「へえ。会ってみたいね」

　フィーンは興味をそそられたようだ。ミーナは天井を見上げる。会わせるのはわけないが、会わせたらどうなるか。――火を見るより明らかだった。

　新しい司教と聞いただけで暴れるだろう。より闇の血を濃く引く彼は、聖職者が大嫌いだ。

「そ、そのうちね」とミーナは逃げた。充分なだめてからでないと、怖くてできない。

　ミーナは角灯ランプに火を入れて外へ出た。吹き始めた風から庇かばうように持つ。フィーンに送られ、伯爵城への道を上のぼりながら、星のまたたく夜空にため息を吹きあげる。

　ちょっとした大仕事になりそうだった。
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　その夜、食堂で顔を合わせた瞬間からレイヴェンは不ふ機き嫌げんだった。

　細長いテーブルの主人の席について、彼はむっつりと頰ほお杖づえをついていた。いつものように上から下まで黒ずくめで、ピアスだけが銀色に輝かがやく。ピアスは、昼間ナリスフレイが投げつけたものとは別のものだ。そちらはミーナが預あずかっている。

「司教ヴアルプトが来たって？」

　訊たずねた声もぶすっとしていた。気に入らない、と大書きしたような顔でミーナを見る。

「うっへえ」と言ったのはギーだ。だが彼は面おも白しろがる顔になり、テーブルを蹴けって椅い子すの一つに飛び乗った。後ろ脚あしの鉤かぎ爪づめを使って椅子の背を止まり木がわりにし、そのまま石化する。

　それでいて目だけが動いた。助けはしないが、楽しむということらしい。彼なりの「高みの見けん物ぶつ」体勢だ。

　裏切り者、とミーナはお目付役を内心罵ののしった。が、こうなる予感はしていた。

　フィーンの件が、レイヴェンの耳に入らないわけがない。

　もちろん話したのは家か令れいのファランドだ。彼はナリスフレイとレイヴェンの橋渡し役でもある。昼と夜で入れ替わる兄弟の空白の時間を埋うめるのも仕事のうちだ。

　そして、仕事であろうとなかろうと、この話を伏せておくわけがなかった。なぜなら、レイヴェンがこんな反応をするからだ。食事の間中、ミーナに絡からむに決まっている。

　インケンな家令にとっては、さぞや見み物ものに違いない。

　そのファランドは、澄すまして二人に仕つかえていた。ミーナの非ひ難なんの視線などどこ吹く風、彼女をレイヴェンの横の「指定席」に座らせ、それぞれに飲み物を注つぎわける。

「言っておくけど、わたしのせいじゃないですからね」

　ミーナは先に釘くぎを刺さし、早口に事情を説明した。レイヴェンの情報はファランドに左右されているのだ。必要な話を伏せ、どんな余計なことを吹きこんだかわかったものではない。

「すらっと、背が高いんだってな」

　やけに強調した、ひがみっぽい声が訊きいた。何を言いはじめるのやらと、ミーナは思う。レイヴェンも充分長身ではないか。

　とはいえ、そのとおりなのでうなずいた。レイヴェンが口の端はしを曲まげる。

「さらさらの金髪に青い目で、綺き麗れいなツラなんだって？」

　まるで、それがいけないかのようだ。聖職者嫌ぎらいにもほどがある。

「しかもおまえ、会うなりそいつに飛びついたんだってな」

　一番の問題はそこだとでも言う口調だった。ナリスフレイも気に入らなかったのかもしれない。それでファランドに喋しやべり、さらにレイヴェンに伝わったのだろう。

　燭しよく台だいの灯ひに照らされたレイヴェンの表情は拗すねているようでもあり、どこか幼おさなく見えた。同じ身体からだなのに、とミーナが不思議に思うのはこんなときだ。これはレイヴェンの表情で、ナリスフレイのものではない。きちんと変わっている。

「そりゃあ、幼なじみだもの」

「俺には触さわるなってうるさいくせに、そいつはいいのか」

「だって、意味が違うわよ」

　ミーナは再会を喜んだのであって、むやみに手を握にぎったり、髪をほどいたりするわけではない。

「なるほどね。意味が違えば、抱きつき返したり、おまえのカップで茶を飲んでもいいわけだ」

「ファランドさん？」

　ミーナは家令を振り向いた。情報をナリスフレイから仕入れたにしろ、そんなことまで。

「本日のパンは、干果入りでございます」

　抗こう議ぎは見事に無視された。仕事中ですので、という態度だ。そのくせ、よく見ると小鼻がひくついていた。つくづく性格がひね曲がっている。

　内心で悪態をつきつつ、ミーナは繰くり返した。

「だから、フィーンは幼なじみなの。一緒に育ったし、同じお皿で食事もしたわよ」

「添そい寝もしたよな」

　ギーのつけ足しで、ごふっとレイヴェンがワインにむせた。ナプキンに向かって咳せきこむ彼に、ギーがしれっと続ける。

「髪を梳とかして結んだり、着替えも、全部あいつが面倒見てたよな」

　あちらの家令がアレなら、こちらのお目付役もコレだ。実はミーナは、対たい人じん運うんに恵まれない星の下に生まれたのかもしれない。

　ナプキンを置いたレイヴェンが殺気立った。低い声でギーに問う。

「……パンツもやつが穿はかせたのか」

「なんてこと訊くのよレイヴェン！　ギー、うなずいたら絞しめ殺してやるから！」

　慌あわてて叫さけんだミーナは墓ぼ穴けつを掘ほった。真っ赤になりながら、わなわなしているレイヴェンに弁解する。

「子供の頃の話よ！　フィーンが年上だったから、面倒を見させられていただけ！」

　年齢が逆なら、ミーナがフィーンの世話をしたはずだ。

「ヨキ。明日の朝一番に、兄貴に司教を叩たたき出すように言え」

　レイヴェンが命じた。ヨキはヨルケイムの略で、ファランドの名だ。

「レイヴェン？　冗談はよして。フィーンは味方になってくれるのよ。歌も上う手まいし、腕も立って心強いわ」

「そりゃよかったな。ヨキ、司教は城には出入り禁止だ」

「畏かしこまりました」

「ファランドさん!?」

「それからマライナ」

「ミーナよ」と呼び方を訂てい正せいした彼女に、レイヴェンが言う。

「今度、俺の前で司教の話をしたらパンをぶつけるからな」

「噓うそでしょう？　フィーンの何が気に――いたっ」

　ちぎったパンが飛んできた。ミーナの額ひたいではね返ったそれは、石化を解といたバスコイが意地汚くも口に押しこむ。

「本当に投げたわね」

「俺は忠告した。聞かなかったのはおまえだろう」

「信じられない」

　横おう暴ぼうさにミーナは呆あきれたが、レイヴェンはおかまいなしだった。

「やかましい。俺は聖職者が嫌いだ」

「知ってるわよ」

　ミーナが言うと、レイヴェンがぐいと顔を近づける。

「ほう。ならば覚えておけ。俺は、今日からは聖職者なんて大大大嫌いだ」




「心しん底そこ、あなたって勝手よねレイヴェン……」

　夕食後、伯はく爵しやく城じようの北館にあるレイヴェンの私室でミーナはつぶやいた。

　レイヴェンの私室は北館に二つあり、ここはミーナが〈白部屋〉と呼んでいるほうだった。〈黒部屋〉でなくてほっとする。あちらは、家具も床ゆかも傷だらけで、いるだけで気が滅め入いるのだ。

　とはいえ〈白部屋〉も相当に古い。もとは柔やわらかな黄色だったと思われる壁の漆しつ喰くいも、すっかり色いろ褪あせて骨みたいな色だ。家具は築ちく城じよう時じから使い続けていそうだし、敷しかれた絨じゆう毯たんもあちこちが擦すり切れている。

　今二人は、暖だん炉ろの側に置かれた小しよう卓たくを挟はさんで盤ばん上じようゲームの勝負中だった。盤の半分ずつを陣じん地ちとし、互いに相手の大将を取り合うあれだ。

　食事をすませたあと、真夜中過ぎまでをこうやって過ごすのがレイヴェンのささやかな楽しみだった。表向き存在しない彼は、ほとんど誰とも接することがないのだ。

　だから、レイヴェンを一人の人間として知るミーナが、おのずと相手をするようになった。城内を仕切り、領地も切り回すファランドでは忙しすぎる。以前はファランドの娘がレイヴェンの侍じ女じよを務つとめていたが、彼女は流感をこじらせて去年亡なくなってしまった。

「食事のときの席だって、規則を無視して」

　ミーナが盤上の駒こまに手を伸ばすと、影が遅れまいとついてきた。

　本来ならミーナは、レイヴェンの正面に座るはずなのだ。テーブルの端と端になるが、それが正式で、ナリスフレイとの朝食ではきちんと守られている。

「ふん。カタブツは兄貴一人で間に合ってる」

「ナリスフレイさまは節せつ度どを守ってらっしゃるの。あなたは自由すぎるのよ」

　レイヴェンは椅子を横に移動させ、ミーナの長い三みつ編あみの片方を弄もてあそんでいた。よして、と幾いく度どか奪い返してみたが無む駄だだった。次の手を考えていると、知らぬ間まに取り戻されている。

　ナリスフレイ相手では、ありえない。かつて一度、好意をほのめかして頰ほおに口づけた以外、彼が領主と司祭の関係を踏ふみこえたことはない。

「兄貴も、おまえを隣に座らせたいなら、すればいい」

「でも、マナーに適かなわないでしょう」

「私的な食事でまでこだわるのを、カタブツだっていうんだ。それになミーナ、節度だったら俺だって守っている」

　どこが、とミーナは目を回した。彼の右手が言葉を裏切っているではないか。

「わかってないだろ。俺と毎晩共にいて、無事だったのはおまえ一人だぞ」

「わかってないのはあなたよ。わたしに何かしたら、軍神の雷いかずちが擲うち据すえるって言ってるじゃない」

　ミーナは自分の駒を動かした。

「それに、外にはバスコイだっているし」

　ギーは北館を毛嫌いし、滅めつ多たに入らない。今夜も西館のミーナの部屋で待っているが、悲鳴が聞こえたりすれば別だ。

　ミーナは自駒で、相手の将を守る騎き士しの駒を取り上げた。レイヴェンが睨にらむ。

「どういうつもりだ」

「どういうって、あなたの将を追い詰めてるの。このゲームって、そういう趣しゆ向こうじゃない」

　レイヴェンは仕返しとばかりに、ミーナの駒を取り返した。木き彫ぼりや獣じゆう牙が、高価であればガラスといった材質の駒が多い中、伯爵家のそれは代々の乱暴な使用に耐えるようにか、金属で作らせてある。叩きつけた駒の固い音が響ひびいた。

　ぱっと見、レイヴェンがかなり有利になった。言うなればミーナの将駒は、護ご衛えいを失い、なすすべもなく敵の前に立ち尽つくしているようなものだ。

　勝利を確信するレイヴェンの前で、ミーナは落ち着いて駒を進めた。レイヴェンの表情に翳かげりが走る。次の一手で勝負を決めるはずが、叶かなわなくなった。それどころか、騎士を動かしたせいで自将の盾たてが消えてしまった。

「きったねえ」

　あとは何を動かそうと、五手以内に負ける。致ち命めい的てきな失しつ策さくを犯おかしたと悟さとったレイヴェンが、ミーナの将を盤上から引ったくって、背後へぽいと放り投げた。

「レイヴェン！」

「おまえの大将は妖よう魔まにさらわれた。おそらく殺されただろうな」

「そんなルール、あるわけないでしょ」

「人の決めたルールなんて、妖魔の知ったことか」

　その血を引く身で嘯うそぶいた。興味を失なくしたように、盤が小卓から落ちそうなほど押しやる。

「意外と器うつわが小さいのね」

　ため息まじりに言うと、レイヴェンが摑つかんだお下げを軽く引っぱった。

「うるさい。だいたいおまえ、実はけっこうやってるだろ」

「実はね」

　二人はこの数日勝負を重ねていて、ミーナの連勝が続いている。ようやく気づいたかとミーナは舌を出した。子供の頃に面白半分に教えられて以来、パゼルを初めとする長老方のお相手を長年務めてきている。

　ただしそれほど強くはない。が、レイヴェンが見くびっていたほど弱くもない。

「おまえは、かわいくない女だな。俺を勝たせようとか、そういう気持ちはないのか」

　椅子に沈みこんだレイヴェンの声が拗ねた。甘やかされ、ちやほやされたかったなんて子供みたい、とおかしく思いながら、ミーナは澄まして答える。

「ごめんあそばせ。わたし、負けず嫌いですから」

「そうかよ。勝ってよかったな」

　あしらう言い方に、ちょっとむっとした。ミーナの頰を膨ふくらませることに成功したレイヴェンが、にやりとする。

　その黒い瞳ひとみにひきこまれてミーナの鼓こ動どうが速まった。わざとそっぽを向きながら立ち上がり、レイヴェンの手からお下げを引き抜く。投げられた駒を拾いに行った。

　レイヴェンを嫌いではない。そう思っている自分がいる。けれどいつも考えないようにしていた。ミーナは何よりもまず、グメーラの司祭ヴアーリーなのだ。そうでなければならない。

　そして、レイヴェンと背中合わせにはナリスフレイがいる。彼のことも気にかかる――。

「マライナ」

　すぐ側でレイヴェンに呼ばれ、ミーナはどきりとした。乱れる気持ちを鎮しずめようとしていたのに！

　振り返ると、彼は真後ろに立っていた。司祭と領主の弟の距離にしては近すぎる。

　反射的に飛び退のくと、書しよ架かにぶつかった。レイヴェンが優ゆう雅がに、けれど的確に退路を塞ふさぐ。両手を書架について、中にミーナを閉じこめて。

「さっきとは逆だな」

　盤上でミーナがしたことをレイヴェンは実演した。彼の背が灯あかりを遮さえぎり、ミーナの顔に影がさした。目の前にはレイヴェンの黒ずくめの服だ。

「レイヴェン、離れて」

　新しいゲームに移ったらしい彼に、ミーナは警けい告こくの声を出した。動どう揺ようを見抜いたような絶妙の間が腹立たしい。

　レイヴェンは、ネズミをいたぶる猫そっくりの笑みを浮かべていた。それが彼流の「お気に入り」に対する接し方なのだ。

　きっと、叱しかったりなだめたり、脅おどしたりするミーナが面白くてならないのだろう。わかっていても、抗議しないわけにはいかない。黙っていたら、レイヴェンは好きにしていいと考えるに決まっている。

　今のところ、大だい激げき怒どを誘う振る舞いまではしていないが、それだって飽あきるまでのことだろう。かつて、ミーナは見事に欺あざむかれた経験がある。

　レイヴェンがミーナをじっと見つめる。ミーナの表情がくるくる変わるのを堪たん能のうしてから、おもむろに言った。

「キラキラ。昼というのはきっと、おまえみたいなんだろうな」

　キラキラは、その外見から伯爵兄弟がミーナを表す擬ぎ音おんだが、急に何を言い出したのだろうか。

　レイヴェンは思いを込めた眼まな差ざしで静かに言葉を継つぐ。

「そうなんだろうな。目ェ潰つぶれるくらい、眩まぶしくてな」

　レイヴェンは夜しか知らない。月と星明かり、それから燭台の灯だけが、彼の世界を照らす。

　抑おさえた感情が、逆に恋こがれる思いを伝える。慰なぐさめる言葉が見つからず、ミーナは曖あい昧まいに首を振った。「そうかもしれないわね」とだけ答える。

　レイヴェンは答えを嚙かみしめるようにうなずき、話題を変えた。

「そういや、マライナ。おまえ、兄貴から何か預かってないか？」

「だからミーナよ」

　ミーナはまた言い直した。レイヴェンは正しく呼びたがるが、彼女はどうしても自分の名を好きになれずにいる。

　片手で駒を持ったまま、ミーナは銀のピアスを取り出してレイヴェンに返した。それからもう一つ、と水すい晶しようのような飾りのついた鎖くさりも渡す。

「すっごく怒ってらしたわよ。目が覚さめたら断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきで、しかもこれがポケットに入っていたって」

　鎖を一まとめにして首飾りを握りこみ、元のように書架に手をついたレイヴェンは、してやったりという顔をした。やはり、そんな場所で朝を迎むかえたのは兄に対する嫌いやがらせだったようだ。

「その首飾りは、夕べのお相手のものだったりするの？」

「だったら、おまえはどうする」

　嫉しつ妬とを期待する顔をしたので、思いきり裏切ってやった。

「罪を償つぐなう聖句を三さん十じゆつ遍ぺんに、聖堂の罰ばつ掃そう除じを言いつけます」

「くそ」

「くそじゃありません。男らしく責任を取りなさい、ってわけにはいかないんだから、仕方ないでしょう」

　その解決法は、ナリスフレイにとってこの上ない迷めい惑わくだ。自分の責任じゃないのに結婚？　むろん、秘密を抱かかえたままでは不可能でもある。

「それに、いい加減どいてくださらないかしら」

　レイヴェンは聞こえないフリをした。首飾りの鎖を手の中でシャラシャラ鳴らす。

「これは、夕べのどうとかのものじゃない。女の、ってのは合ってるがな」

「じゃあ、どなたの？」

「ハハオヤ」

　母親だと理解するのに少しかかった。ちょっと待って、とミーナは思う。レイヴェンたちの母親は、彼らを産んですぐにみまかったと聞いている。その後、先代伯は亡くなるまで独り身を通したというから、該がい当とうする女性は一人だ。

「お母さまのもの？　二十年前の遺い品ひんなんかどうして」

　ふと懐なつかしくなって持ち出したのかもしれないが、それにしては場所が妙だ。グメーラ城の北の断崖は、荒れ狂う黒い海の向こうに異大陸をのぞめる。分ぶ厚あつい雲に閉ざされ、滅多に姿を現さないそここそ、キリヤナ女神の軍勢に追われて海を渡っていった妖魔たちの「失われた国」だと考えられている。

　魔の断崖とも呼ばれ、グメーラの中でも特に忌いまれている場所だった。村人たちは、決して近づこうとはしない。

　レイヴェンが、言葉少なに答えた。

「やっと、やつらが返した」

「お母さまの首飾りを？　奪とられていたの？」

　彼はうなずいたが、なぜという問いはそのままにした。口にしたくないのかもしれない。彼の父である先代伯は、ナリスフレイを伯爵位につけようとする妖魔たちに用済みと判断され、八やつ裂ざきにされて殺されている。

　伯爵夫人の死の理由にも、いわくがあるのだろうか。ミーナは疑問を持ったが、さすがに訊けない。

　突然、レイヴェンが首飾りをミーナの首にかけた。氷のような音を立てた鎖が僧そう衣いを滑すべり、胸元で六角の飾りが煌きらめく。

　目で追ったミーナは、なぜか既き視し感かんを覚えた。以前にもこんなことがあったような、こんな輝かがやきを知っていたような……。

　呆ぼう然ぜんと見上げるミーナに、レイヴェンが言う。

「おまえが持ってろ」

「でも、お母さまのなのでしょ」

「いいんだ、そのほうがハハオヤも喜ぶ。――浄じよう化かされるからな」












　二十年、妖魔の元にあった首飾りだ。特に邪じや気きを放ってはいないようだが、心理的なものもあるらしい。

　レイヴェンは一度言葉を切り、ためらいがちに続けた。

「俺が持っていて、引きずられても困る」

「そうね」

　レイヴェンは自みずからの中の妖魔を否ひ定ていし、人の側に立つと決めた。けれど、どんなときも、彼の血はささやくのだ。殺せ、壊せ、すべてを――と。

「わかった。これは当分、わたしが身につけておくから」

　清める意味もあるが、レイヴェンの歯止めに使える気がした。妖魔の声に屈しそうなとき、母の形見が目に入ればはっとするに違いない。

「これからは、あなたのお母さまのことも、毎日の礼れい拝はいで考えるわね」

　ミーナの言葉にレイヴェンは目を瞠みはり、それからゆっくりと豪ごう奢しやな笑みを見せた。

「ああ。頼む」




　フィーンが着任して五日。グメーラ司祭館の朝の礼拝は大だい盛せい況きようだった。

　一つには、娯ご楽らくに乏とぼしいこの地方で、新司教ヴアルプトは一見の価値アリの存在だからだ。数年ぶりの司祭という触ふれこみでやって来たミーナも、初めはずいぶん珍しがられた。

　そしてもう一つは、その「声」だった。歌で祈いのるパラデールの聖職者たちは、声の資質が問われる。フィーンの歌声は、高すぎず低すぎずよく通る。まるで、闇の帳とばりを切り落とし、光に変える刃やいばのように感じられる。

　単独でも、聴く者をはっとさせる清せい冽れつさがあったが、それがミーナの声と出会うと、格別なものに変わった。高く澄んだミーナの声を守り、混まじりあって人々を遙はるかな高みに誘うのだ。聞き惚ほれずにはいられない。

　ミーナも、フィーンとの礼拝は大好きだった。子供の頃からよく組んでいるせいもあって、お互いのくせが呑のみこめている。聖典は世界のどこでも同じ言葉で書かれ歌われるから、出身が違っても礼拝を執とり行えはする。けれど同じ師について聖典を習い、気心の知れた者同士のようにはいかない。

「ミーナ、支し度たくはできた？」

「できたわ」

　髪の上がり具ぐ合あいをたしかめていたミーナは、声をかけたフィーンを振り向いた。いつもの三つ編みじゃないのは、フィーンと比べて稚おさなく見えすぎないようにだ。

「今日も寒いね。なんか顔が白いよあなた」

　手て燭しよくの灯りを掲かかげたフィーンは、礼拝用の僧衣の袖そでを手て拭ぬぐい代わりにミーナの頰を擦こすった。赤くなったのを見て「よし」という。顔色をよく見せるためだが乱暴だ。

「もう、ひどいわよフィーン」

　ミーナはひりひりする頰を押さえつつ、僧衣の襟えり元もとから、預かったレイヴェンたちの母の形見を滑りこませた。浄化のためだ。堂々とつけていても構わないのだが、人々は目め敏ざとい。必ず訊ねるだろうし、そうなれば事情を話すことになる。

　何もミーナから、新たな噂うわさを提供しなくてもいいだろう。母親の話はナリスフレイも避さけた。やはり事情がありそうだし、事情も楽しいものではなさそうだ。

「さ、行こうか」

　フィーンが手燭を吹き消した。ここからは朝。光の女神キリヤナの時間だ。

　聖堂に二人が現れると、信徒たちがいっせいに立ち上がった。先に入ったミーナが会え釈しやくし、祝福の印いんを結ぶ。

　細かな彫ちよう刻こくの施ほどこされたむく木の祭さい壇だんに聖典を置く。「われらと共に光あれ」の声に、人々が同じ文もん句くを返す。

　フィーンがミーナの傍かたわらに立った。フィーンが上司だが、主座はミーナが務める。「一応、あなたを監かん督とくする目的でもあるしね」という理由でフィーンは譲ゆずったが、主座は歌も長いし手順も多いので、実は面倒くさいからなのではないかとミーナは疑っている。

　何を歌うかは、先に打ち合わせてあった。聖典を繰くったミーナは『恵深き光よ』と題名を告つげて背筋を伸ばした。立ちこめる朝あさ靄がすみの向こう、東の空を意識する。




　恵深き光よ　われらを癒いやし給たまえ

　闇を抜け　辿たどり着いたわれらを

　恵深き光よ　われらを濯すすぎ給え

　苦しみを　痛みを　穢けがれを




　一節目を主座が独どく唱しようし、二節目からフィーンが入った。その瞬間、ミーナはフィーンに守られるのを感じる。頼りない足元が支えられるような安あん堵ど感かんに、一人のときよりも声が伸びる。

　身体が軽くなっていくようだった。自分の祈りだけがグメーラの頼りだと気き負おわないのは、なんて楽なのだろう。

　聖堂内は真昼のまばゆさだった。ミーナのメダルが輝きを放つ。

　さらなる高こう揚よう感かんを追うように、ミーナは息を吸いこむ。身体を満たす光を歌声に乗せて送り出そうとした。

　その瞬間、ぐっと息が詰つまった。

　続いた激痛にミーナは声を途切らせて喘あえいだ。祭壇にしがみつく。

「ミーナ！」

　崩くずれかかるミーナをフィーンが受け止めた。信徒席がざわつく。

　聖堂の一体感は破られ、光が霧む散さんした。ミーナはフィーンの腕にすがりながら、しゃんと立とうとする。

「大丈夫……」

　言葉を紡つむぐ舌先が痺しびれた。信徒を心配させてはいけないと笑顔を作る額に、汗が滲にじむ。

　息が――。

　ミーナは青ざめた。胸の奥が締しめつけられるようだった。目の前では光がちらつき、いびつな形の残像が幾いく重えにも瞼まぶたの裏に張りつく。

　吐はき気がこみ上げた。ミーナは怖くなる。こんなこと初めてだ。

　フィーンに肩を抱かれた。何か言っているようだが聞き取れない。

　指先が、足が冷たい。そこから闇が忍びこむ錯さつ覚かくに囚とらわれたミーナは、やがて意識も闇に呑みこまれていった。
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　ミーナは夢を見ていた。

　彼女は誰かの中にいて、その目を通してものを見ているようだった。その人は女性で、白い衣ころもを身に纏まとっていた。髪は地を掃はくほどに長く、光の渦うずとなって流れ落ちている。

　彼女は力強い腕うでに抱かれ、空の遙はるかな高みにいた。垂たれこめた雲が厚く空を覆おおい、眼下には崩くずれ果はてた瓦が礫れきの世界が広がっている。

　戦いくさのあとのような臭においがする。焦こげた臭いだ。波は濤とうの砕くだけるような音をさせて風が吹いていた。刃やいばのように冷たく斬きりつけ、ミーナを包みこむ、男の外がい套とうをはためかせる。

「美しいだろう？」

　男が訊きいた。腕の中の女性に地上の様子を見せつけているようだ。彼のしわざなのか。

　声を知っている気がして、ミーナは相手をたしかめたかった。けれどミーナを宿したその女性は、瓦礫からくすぶる黒こく煙えんに目を奪われている。

　彼女がうつむくと、涙が雨のように降ふり注そそいだ。滴しずくは光の粒つぶとなり、遠ざかりながら白い尾を引く。

「これがあなたの望みなのですか」

　女性が問う。胸が張り裂さけそうな痛みを感じているようだった。ミーナの胸まで疼うずく。

「あなたを止めることはできないのですか」

　涙声で女性が訊くと、男は笑った。澄すみきった、けれど冷たい声で。

「あるいはな。それとも、引き換かえにするか？　わたしのもう一つの望みと」

　答えられずに嗚お咽えつを呑のみこんだ女性は、海へと視線を動かした。軍神の怒りを受け、斧おので断たち割られたかのようにそそり立つ断だん崖がい。荒れ狂う海は黒く、打ち寄せると火花のような白い泡あわを散らす。

　ミーナには見覚えがあった。けれど、どこなのかを思い出す前に目の前に霞かすみがかかり、風に舞い上げられる羽のように、その場所から吹き飛ばされる……。




　目を覚ますと、バスコイが顔を覗のぞきこんでいた。

「気がついたか、ミーナ」

　ギーは枕元で不安そうにしていた。毛布から手を出したミーナは、彼の硬かたい前まえ脚あしに触ふれる。

　なつかしい感かん触しよくに、ほっとした。なんだか遠いところに旅をし、戻ってきたような気がする。

「ギー。変な夢見ちゃった」

　つぶやいたミーナは、なじみのない場所にいることに気づいた。司し祭さい館かんの二階、それもフィーンの部屋のようだ。

「大丈夫ですか、司祭ヴアーリー」

　ギーの後ろから、白いシャツ姿のナリスフレイが遠慮がちに訊いた。そう、自分は倒れたのだ。

「礼れい拝はいが！」

　慌あわてて身を起こそうとし、一人と一匹に押しとどめられた。礼拝はとっくに終わった、今はもう午ひるだとナリスフレイが教えてくれる。

「すみません、心配させてしまったんですね」

　彼がここにいるのは、報しらせを受けたからだ。飛んできてくれたのだろう。

「わたしのことなんて、どうでもいい。司教は、疲れだろうって」

「フィーンは？」

「階下で、おまえに飲ませる薬を煎せんじてる」

「うえ」

　舌に味が甦よみがえった。フィーンの薬は、言葉にできないほどまずい。

「どうせ飲むなら、ちゃんとしたのがほしい」

「失礼な」

　ミーナの訴うつたえを、ちょうどやってきたフィーンが聞き咎とがめた。髪を一まとめにし、丸い木の盆に湯ゆ気げの立つカップを載のせている。

「一応、わたしは薬草学を修おさめている」

　教団は施せ療りよう院いんを持ち、医学にも力を入れている。本庁詰めのミーナたちでも、興味があれば学ぶことができた。

　フィーンは箱形寝台の縁ふちに腰かけた。寒さをしのぐため、三方と天てん井じようを囲かこわれた箱形寝台の入り口は一つだ。そこを塞ふさがれた形になるので、ミーナは逃げ道を失う。

「起きて」

　命令口調で言われてしぶしぶ従った。カップを押しつけられるミーナに、漂ただよう臭いを嗅かいだ伯はく爵しやくが気の毒そうな顔をする。

「グメーラにはろくな医者がいない。薬くす師しのまねごともファランドがやっているんだが……」

「これをいただきます」

　少なくとも、家か令れいよりフィーンのほうが数倍信頼が置ける。

　ミーナは顰しかめ面つらで薬やく湯とうをすすった。記憶より強きよう烈れつな味に悶もん絶ぜつする。たしかに薬は苦いものが多いけれど、何を入れたらこうなるのだろう。湯気にまで色がついていそうだ。

「冷さめてから、一思いに飲むのじゃだめなの？」

「だめ。決死の覚かく悟ごみたいな表現をしても、却きやつ下か。ミーナは血の巡めぐりが悪くなっているんだ。だからこれを熱いうちに飲まないと」

「だって」

「冷えてるんだよ。気づいてないの？　この部屋が夏みたいだって」

　暖だん炉ろではくべられた薪まきを呑みこみ、炎が怒り狂うように踊っている。寝台には、陶とう製せいの足温め器が布にくるまれ押しこまれていた。毛布も数枚が重ねがけされている。

　ナリスフレイは暑くてたまらないようだ。上着を脱ぬいでいるのに、額ひたいが汗ばんでいる。

「ほらね。だからおとなしく飲みなさい」

　ミーナは黙って従った。なんとも感じないなんて、風か邪ぜを引くのかもしれない。

「申し訳ない、司祭。あなたをそんなに疲れさせていたなんて」

　ナリスフレイが謝った。身に覚えのないミーナはきょとんとする。

「あなたに、わたしとレイヴの橋渡しをさせているせいで、眠る時間が取れていないんじゃないのか？　あいつはわがままだし、夜明け近くまで引き止めたりするだろう？」

「ええ、まあ、そういうこともありますけれど」

　そういう日は、司祭館で昼間うたた寝したりしている。毎日睡眠不足だったり、それを押して無理したりはしていない。

　ミーナは説明したが、ナリスフレイは納得しなかった。責任を感じている顔で否ひ定ていする。

「日の出と共に礼拝、その後、わたしと食事。一度城に戻ってきてもらって、またここへ帰る。帰ってきてからの祈き禱とうは三回？」

「大抵二回ですけれど。三回になるのは、聖せい祭さいや夏の短い間だけで」

　自分で言うのもなんだが、聖職者は呆あきれるほど祈るとミーナは思う。もちろん祈禱のそれぞれに意味があり、必要とされるものではあるのだが。

「それで最後に、〈夕べの礼拝〉でしょう？　終わるとレイヴのお守もりだ。息をつく暇もない」

「ついてます、けっこうついてます。そうよねギー」

　ミーナの生活をなぞり、自分を詰なじるようなナリスフレイに彼女は言った。もともと、ミーナたちは沢山働くように躾しつけられているし、グメーラには目を光らせている監かん督とく官かんはいない。本庁時代に比べれば、楽園みたいにのんびりしている。

「さあ、どうだかな。おまえ、たまにため息ついてるよな」

　バスコイは意地悪くとぼけた。彼は、ミーナが若い男と喋しやべるのがそもそも嫌きらいなのだ。グメーラ伯家のことに首を突っこんだことも怒っているし、ここでの暮くらしも歓かん迎げいしていない。

「ギーったら。疲れてため息ついているわけじゃないわ」

「いいんだ、司祭。あなたは、本当によくやってくれている」

　ミーナが弁解していると伯爵は受け取ったようだ。きっぱりした顔になった。

「司祭。しばらく、わたしとの食事はいい。ゆっくり身体からだを休めてくれ」

「そんなナリスフレイさま、大げさです。もうなんともありません」

　一ひと息いきに薬湯を飲みほしたミーナは、フィーンを押しのけて寝台を滑すべり出た。空から元気ではなく、ぴんぴんしているのだ。跳とびはねてもふらつかない。

「よしなさいミーナ。礼拝も当分わたしが一人で務つとめる。あなたと歌うのは楽しいけれど、人が足りない。朝と夜に別れよう」

「フィーンまで」

　二人とも過保護すぎる。たった一回、ひっくり返っただけなのに。

「もう、なんとか言ってやってギー」

「自分を大切にしろ」

「聞かなかったことにするわ」

　味方してくれないギーは無視しようと決めた。ところがその隙すきに、意見の一いつ致ちを見た二人が握あく手しゆをしている。

「気が合う可能性なんて考えもしなかったよ、司教ヴアルプト」

「同感ですね、伯爵。あなたが慇いん懃ぎん無ぶ礼れい以外の態度も取れると知って嬉しい」

「二人ともちょっと？　わたしの意見はどこ？」

　フィーンが空を示した。星になったと言いたいらしい。

「まったく、冗談でしょう？」

　ミーナは腰に手を当てた。その途と端たん、ふいに膝ひざから力が抜けてへたりこみそうになる。

「ほら見ろ！」

　引ったくるように支えたフィーンが、抱き上げて寝台に押しこんだ。横にならせ、上から毛布をこれでもかと被かぶせる。

「フィーン、これじゃ窒ちつ息そくするわよ」

「自分で顔だけ出しなさい。何か食べるものを持ってくるから、食べたらおとなしく寝るように」

　言い置いたフィーンはお盆を持って階段を下おりていった。面食らったような顔をしていたナリスフレイが、見送ってつぶやく。

「抱き上げる役目は、わたしに譲ゆずってほしかったな」

　ミーナは毛布の影で顔を隠かくしたままにしておいた。この人はさらっと、こちらの顔が赤くなるようなことを言うのが得意だ。

　ナリスフレイは、書き物机ライテイング・ビユーローの椅い子すを引きずってきた。寝台の傍かたわらに据すえて腰を下ろす。

「ナリスフレイさま、お帰りにならないんですか？　わたし、大丈夫です」

「帰ってほしいかい？」

　足を組みながら余裕で訊かれた。いいえ、とミーナは毛布の中でぼそぼそ言った。側にいてくれるのは嬉しい。

「いさせてくれないかな。あなたがすっかり元気になるまでは遠慮するから、今日だけ」

「ナリスフレイさま」

　気の遣つかいすぎだ。顔を出すと、見つめるナリスフレイは真剣だった。

「あなたが思っているより重じゆう症しようだったんだよ司祭。息も浅くて、身体も氷のようだった。あんなふうになるなんて、身体の芯しんが参っている証しよう拠こだ。頼むから、言うことを聞いてくれないか。あなたを失ったらと思うと、とても耐えられない」

　せつせつと説とかれていたたまれなくなる。そんなに心配させたなんて知らなかった。

　フィーンも、ギーもだろう。目を動かすと、やっとわかったかというようにバスコイが重々しくうなずいた。

「わかりました。養よう生じようします」

「ありがとう。本当に、今度ばかりは約束を守ってくれ」

「わたしがしょっちゅう破ってるみたいですね、その言い方」

「そうじゃないけれど、あなたは自分の意見を曲まげないから」

　たしかに、目的があれば、何があっても果はたそうとするところがある。

「ごめんなさい、悪いくせだって承しよう知ちしてます」

「いいくせだよ、ときにはね」

　さりげなくフォローして、ナリスフレイは言葉を探すような間を置いた。矛む盾じゆんしているようだけれど、と切り出す。

「矛盾しているようだけれど、わたしは置いてくれてかまわないから、レイヴにだけはつきあってやってくれないか？　知ってのとおり、あいつにはあなたしかいない」

　あいつが困らせてばかりで申し訳ないが、と彼は詫わびた。決して会うことのない弟を思う気持ちに、ミーナは胸が詰まってナリスフレイを見上げた。

「いいんですか、ナリスフレイさま」

「いいも何も、お願いしているのはこちらだ」

「そうじゃなくて。レイヴェンを優先しろって、お寂さびしいのはナリスフレイさまもじゃないですか」

　伯爵家自体が領民から怖おそれられているうえに、レイヴェンの「奇行」のせいで、ナリスフレイは〈魔ま王おう伯はく〉のあだ名をつけられている。

　城館に住みこむのはファランドだけで、最低限の使用人が料理や掃そう除じなどを通かよいでこなしている。ミーナが来て、いくらかは村人も怖れを解といたとはいえ、親しく話すことはないし、村人との交流もない。

　話し相手がファランドとミーナだけなのは、ナリスフレイもだ。それなのに。

　ミーナの思いを察してか、ナリスフレイは静かに微笑ほほえんだ。

「どちらがより寂しいかといえばレイヴだよ」

「そうでしょうか」という言葉をミーナは呑みこむ。夜に生き、妖よう魔まにしか知られていない「弟」と同じくらい、人々の誹そしりに黙って耐えてこなければならなかった「兄」だって話し相手がほしいはずだ。

　こういうところに性格が出るのだと思った。ナリスフレイは「退ひく」人だ。伯爵として在あるために、自分を律するくせがついている。

　まず、人のことを考える。自分を後回しにする。それは立派ではあるけれど、いつもいつもじゃなくていいのではないだろうか。

　ミーナはそう感じたが、上う手まく伝わらない気がして言えなかった。だから代わりに、早く治そうと決める。彼女が元通りになればいいのだ。どちらかが我が慢まんしたりせずにすむ。

「じゃあ、少しの間だけ甘えさせてください」

「もちろん」

　ナリスフレイがうなずいた。寂しげな影をよぎらせ、すぐに消して話題を変えた。

「そういえば、変な夢を見たんだって？」

「ええ、はい。なんだか怖い夢で――」

　あの光景を思い出し、ミーナは背筋が冷たくなる。どんな夢だったのかを、ナリスフレイに乞こわれるままに話す。

「わたしは誰か、女の人の眼を通してものを見ていたんです。空にいて、たぶん宙に浮いていたんでしょうけれど、男の人と一緒で」

　破壊された地上を描びよう写しやする。男がそれを「美しいだろう？」と訊たずねたことや、女が涙をこぼしたことも。

　ナリスフレイは驚き顔で聞いていた。話し終えたミーナに、まるで自分が夢を見ていたような目を向ける。

「なんだかマライナの夢みたいだ」

　名を呼ばれたのかと思い、ミーナは一瞬混乱した。けれど、彼の言うマライナは「女神の娘」のほうだ。

「わたしには、司祭がマライナになって、ジャイナルと共にいたように聞こえた。空の上、廃はい墟きよ、荒れ狂う海。黒ずくめの男に、まばゆい髪をした女性」

　たしかに、一つ一つの符ふ合ごうは、魔神と女神の娘を暗示するかのようだ。

「どう？　女神の娘だったような気がしないかい？」

「と言われても、ちょっと畏おそれ多すぎて」

　いくら名前をもらっているとはいえ、自分がマライナだったと考えるのは気が引けた。ふと、男の声や光景に覚えがあった理由に思い当たる。

「あの夢ってわたしの体験のままかもしれない。声はレイヴェンに似ていたし、この間、レイヴェンと外に出たの。そのときにそっくりだもの」

　レイヴェンはミーナを抱かかえ、妖魔の力を使って跳ちよう躍やくした。空の高みに登り、あの断崖を見下ろした。糸のような月明かりに、岩肌で砕けた波が泡となってうねっていた。

「でも、司祭の髪はそこまで長くない」

「夢だからでしょう。それを言ったらレイヴェンもわたしを脅おどしてませんし、わたしも泣いていません」

　彼に連つれられて、空からのグメーラの美しさに見み惚とれただけだ。

「想像力を膨ふくらませたほうが楽しいじゃないか」

　伯爵はがっかりした顔つきになる。フィーンが食事を持って戻ってきた。声は階段まで聞こえていたようで、ミーナの膝にお盆を置きながら口を挟はさんだ。

「司祭が『わたしは女神の娘だったの』などと口走ったら、世も末ですよ伯爵。人はね、ささいなことから思いこみ始めて、やがて誇こ大だい妄もう想そうになるんです」

「そりゃ、まあそうだが」

「ミーナ、あなたはこれを食べる。栄養をつけなければ、治るものも治らないから」

　お盆の上の料理を眺ながめ、ミーナはあごに力を入れた。パンをミルクで煮にて甘く味つけてある。消化にいいのはわかっているが、大っ嫌いだ……。

「フィーンて意地悪よね」

　好き嫌いはお互い承知のはずだ。お腹なかはなんともないのだ。普通にパンとミルクを持ってきてくれればいいのに。

「意地悪でけっこう。早く食べてよくなったら、文もん句くはいくらでも聞いてあげるよ」

　泣く泣く匙さじを取るしかなかった。ミーナは悲ひ壮そうな覚悟を固め、息を止めてどろどろを口に運ぶ。

「――――死んだほうがマシ」

　匙を握にぎったまま身み震ぶるいした。必死に呑みこむと、額に汗が滲にじんでくる。

「いい徴ちよう候こうだ。血が巡り始めた」

「これ、絶対違うと思うんですけど」

　賭かけてもいいが、冷や汗や脂あぶら汗あせの類たぐいだ。

「それにしても、どうしてあんな夢を見たのかしらね」

　ミーナは器を弄もてあそびながら、誰にともなく訊いた。話して気を紛まぎらわさないと、とても二口目に進めない。

「倒れたからだよ」

「疲れてたんだろ」

　司教と怪物バスコイはそっけなかった。まるで興味を感じないらしい。

　夢を見たのは体調のせいだと、ミーナも思う。けれど、音も手て触ざわりも鮮あざやかだった。戦なんてミーナは知らないのに、嗅いだこともないはずの焦げくささまで覚えている。

「ねえ、ナリスフレイさま。あの夢がマライナの夢だったとするでしょう。そうしたら、男はジャイナルなのよね」

「と考えるのが妥だ当とうじゃないかな」

「ミーナ。伯爵」

　ギーがうんざり声になる。だったら聞いていなければいいのよ、とミーナは続けた。こちとら、死ぬ気で食事をしているのだ。

「だとしたら、ジャイナルのもう一つの望みって何かしらね。マライナを手に入れること？」

「だろうと思うよ、司祭の話を聞く限りは」

「わたしもそんな気がする。でも、脅してマライナを手に入れて、どうやって虜とりこにしたのかしら。マライナの髪は、やがて闇色に染そまるじゃない。あれはジャイナルを受け入れ、その妃きさきとなった証あかしなのだけれど」

　聖典にも神話にも、その辺りの話は出ていない。幼おさない頃からマライナの話を聞くたび、ミーナは疑問に思っていたものだ。

「ジャイナルが操あやつったのかしら。それとも、マライナが魔神を愛するようになったとか」

「もういい。早く食っちまえミーナ」

　ギーが不機嫌に遮さえぎった。きつい言い方にびくりとしたミーナは思い出した。彼の本ほん性しようはラバト――雷いかずちの精せい霊れいで、神話の時代から存在する。実際にマライナを知っており、神話を現実として目にしていたとすれば、触れたくない話なのかもしれない。












「そんなのは、ただの夢なんだしさ」

　フィーンが場の空気を和やわらげようとした。毛布の上からミーナの膝を叩たたく。

「ミーナはミーナだ。マライナじゃないんだから、忘れなさい」

　ふっとナリスフレイが目を上げた。怪け訝げんな顔をするフィーンに、彼は言った。

「いや、なんでもない」
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　さやけき光よ　炎となりて

　わが手のひらにとどまり　闇より護まもり給たまえ




　聖堂の〈夕べの祈いのり〉の歌声が、かすかに流れてくる。

　司し祭さい館かんの二階の窓まど辺べで、ミーナは薄れゆく残光を眺ながめながらそれを聞いていた。陽ひはとうに西の丘の向こうに沈み、夕焼けの名残なごりの薔ば薇ら色いろも、あとひと刷は毛けの夜で塗ぬり潰つぶされてしまいそうだ。

　藍あい色いろの空には星がまたたき始めていた。風が強く吹いている。空気が澄すんで、いつもは見えない小さなものまでが数えられる。

　こんなふうに、礼れい拝はいに出ずに過ごすのは久しぶりだった。まだ子供の頃、熱を出して寝こんだとき以来だろうか。

　なんだか、さぼったみたいで落ち着かない。歌声を辿たどり、祈りの言葉を諳そらんじても、ちっとも気分がよくならない。




　空に在ありて、変わらずわれらを護り給え




　礼拝を締しめくくる唱しよう和わが聞こえた。ああ、終わったんだなと思う間もなく、裏口の扉が開き、居い間まを横切った靴くつ音おとが階段を駆かけ上がってくる。

　毛布にくるまり椅い子すに座っていたミーナは、腰を浮かしかけた。寝台の隅すみで丸くなっていたギーも慌あわてて飛び起きる。

「どこだマライナ」

　せわしなく呼びながら現れたのはレイヴェンだった。ミーナと目が合うなり、足早に近づいてくる。

「レイヴェン、どうしたの」

　彼が司祭館を訪おとずれるのは初めてだった。妖よう魔まの血がざわつくため、普段は決して近づこうとはしない。

「おまえが倒れたって聞いた。いいのか、寝ていなくて」

　レイヴェンは訊たずねながら、案じるように頰ほおに触ふれた。

　氷のような冷たさに、ミーナは首を縮ちぢめる。黒い外がい套とうからは、しみるような風の匂においがしていた。長く戸外にいた証しよう拠こだ。

「あなた、いつから外にいたの？」

「日が暮くれてすぐだ。もっと早くに来たかったが、入れなくてな」

　聖堂で礼拝が行われていた。彼が歌の中に飛びこむのは、ミーナが火の中に飛びこむくらい勇気のいることだ。危険でもある。

「それで、礼拝が終わるのを待っていたのね」

「そうだ。だがまだ、気配が残ってやがる」

「もっとあとにすればよかったのに」

　礼拝で強まった光の気配もやがては薄れる。数時間も経たてば、ずいぶん違うはずだ。

「これ以上待てるか」

　せっかちなレイヴェンらしい答えが返った。ミーナの心の奥底がひそかにどきりとする。彼はものすごく無理をして駆けつけてくれた――。

「ありがとう」

「礼なんていい」

　レイヴェンは梳とき下おろしたミーナの髪を一ひと房ふさすくって指に絡からめた。うねうねと弄もてあそびながら訊ねる。

「どうなんだ、具ぐ合あいは」

「たいしたことないのよ。レイヴェンこそ」

　強がったミーナはレイヴェンを気き遣づかった。「ああ」と曖あい昧まいにレイヴェンは返し、それきり向かい合ったまま黙りこむ。

　ややして、顔を背そむけあいながら同時に言った。

「気持ちわる……」

「あったま痛いてぇ――」

「二人して青ざめてちゃ、世話ないよな、おまえら」

　ギーが呆あきれ顔をする。続けて退たい屈くつそうにあくびをする怪物バスコイをよそに、レイヴェンはミーナの手を取り椅子から立たせた。

「帰れるな？」

「おい、ちょっと待ておまえ」

　ミーナを抱き上げようとするレイヴェンに、ギーが泡あわを食って割って入る。鉤かぎ爪づめのついた灰色の前まえ脚あしで、二人をぐいと分けた。

「どけバスコイ。こんな状態のミーナを一人で置いておけるか」

「一人じゃないわよ。ギーもいるし、フィーンもいるんだか――レイヴェン！」

　ギーが押しのけられ、毛布ごとミーナは抱き上げられた。禁句の「フィーン」にむっときたようだ。

「下ろして。だいたい、お城までずっと抱かかえていくなんて不可能よ」

　丘の上の城館まで、それなりに距離があるうえにずっと上のぼり坂だ。

「跳とべばいいだろう。時々夜中にやるようにな」

「でもまだ宵よいの口なのよ。誰が見ているかわからないし」

「フン。魔ま王おう伯はくに司祭ヴアーリーがさらわれたとでも思わせておけ」

「そんなわけにはいかないったら」

　レイヴェンは聞く耳を持たなかった。扉へ向かおうとし、入り口でフィーンと鉢はち合あわせする。

　フィーンは信徒を送り出してから上がってきたようだった。ぶつかりそうになって目を瞠みはり、立ち止まると銀の髪が肩かたでさらりと揺ゆれた。

　初対面になるレイヴェンが、眉み間けんの皺しわを濃くする。険けんのある眼まな差ざしで相手を見み遣やった。目線がほぼ同じで、それがまた気に入らないらしい。

　ミーナはレイヴェンの殺気を感じた。戦闘態勢に入ろうとしている。

「おや伯はく爵しやく。いや、弟さんのほうか」

　フィーンは握あく手しゆのために片手を差し出した。悪びれない笑顔に出で端はなをくじかれたのか、レイヴェンは無視できずにミーナを下ろし、しぶしぶ答える。

　握にぎった瞬間、勢いよく力をこめたのがミーナにもわかった。フィーンは予想していたようで、顔色すら変えずに応じる。

「はじめまして、レイヴェンどの。司教ヴアルプトのフィーンです。お会いできて光栄ですよ」

　レイヴェンはだんまりを決めこんだ。フィーンは嬉しそうな顔のまま、ミーナをぐいと引き寄せる。握手を求めたのは、どうやら一つにはこうするためだったようだ。

「なんの真ま似ねだ」

「それはこちらの台詞せりふ。病人をさらってゆこうとは、ずいぶんいい度ど胸きようですね」

　レイヴェンとフィーンが睨にらみあった。怖おそれていることが起きつつある。ミーナは助けを求めようとギーを見たが、怪物はにやにやしている。

「病人だから連つれて帰るんだろうが。ここで、おまえに何ができる」

「ミーナの世話。食事、薬、着替え。心配しなくても、きちんとやりますよ」

「いつもそうしてたもんな」

　ギーが混ぜっ返すように言った。レイヴェンが見る間にコメカミの血管を切りそうになる。地の底から響ひびくような声で脅おどした。

「貴様、いい気になるなよ」

「レイヴェン」

「おまえは黙ってろ、マライナ」

　止めようとすると、はねつけられた。それにしても、尋じん常じようでないつっかかり方だ。

　いったいフィーンの何が気に入らないのだろうとミーナは訝いぶかしんだ。そりゃあ好みはあるだろうが、女性に手の早いレイヴェンとも思えな――。まさか。

　不意に原因に思い当たる。レイヴェンを盗み見、フィーンと比べたミーナは思わず噴ふき出した。口を手で覆おおったが、笑いを止められずに震ふるえる。

　レイヴェンは、フィーンをライバルだと思っている。

　男だと思っている!!

　そう考えると、すべてがぴたりとはまるのだ。背の高さや見た目にひがみ、抱きついたとむっとし、世話をされていたと聞いて逆上した理由に。

　そりゃあ、男だと思えばイラっともするだろう。幼おさななじみだもの、と澄まして答えたミーナも忌いま々いましかったに違いない。

　ミーナは先日のやり取りを思い出して腹を捩よじった。だめだ。悪いとは思うが止まらない。

「何がおかしい？」

　むっとした声で訊ねられたが、答えられなかった。たしかに、フィーンは中性的だ。声もどちらかと言えば低い。動きにくいからと、男ものの僧そう服ふくを選んでもいる。

　誰でもぱっと見なら、男性司教だと思うだろう。

　けれどみな、二ふたこと、三みこと喋しやべれば気づくのだ。フィーンはれっきとした女性司教である。ナリスフレイも握手した辺りでわかったというし、ファランドは初めから見み誤あやまらなかった。

「言えよミーナ」

　レイヴェンがイライラと繰くり返した。二人の様子を見比べ、フィーンが理解の色を浮かべた。とっくに承しよう知ちのギーは、ことの成りゆきを楽しんでいる。

「ミーナ。寝台に戻りなさい。だめだよ。あなたは温かくしていないと」

　フィーンがとびきりの猫ねこ撫なで声を出した。わざとらしくミーナの両手を、自分の手のひらで包みこむ。

「ほら、こんなに冷ひえている。いくら伯はく爵しやく弟ていのお迎むかえでも、これじゃあ行かせられないよ」

　ミーナの目を覗のぞきこんで甘くささやく。フィーンの邪じや悪あくさにミーナはつられた。せつなそうな顔をしてみせる。

「でもフィーン。もうなんともないのよ？」

「そんな青い顔をして？　なのに額ひたいは汗をかいているじゃないか」

　もちろん、真夏みたいな部屋で腹を抱えて笑ったからだ。だがフィーンは手をミーナの額にやり、汗で貼はりついた髪を、指で梳かして払ったりする。

　レイヴェンが、今にも二人を縊くびり殺しそうな顔をした。気の毒な気もしたが、意地悪心が勝った。レイヴェンには当分、教えないでおこう。

「司教さまヴアルプト、司祭さまヴアーリー。いらっしゃいませんか」

　階下から男の声が呼んだ。床ゆか板いたを踏ふみ鳴らす靴音が聞こえる。

　フィーンが廊ろう下かへ出た。ものぐさをして、階段の横壁に身を乗り出して下を覗く。ミーナはあとを追って僧服の腰こし帯おびを摑つかんだ。落ちるのじゃないかと思ったのだ。

　声をかけたのは、城の料理人だった。

「伯爵城より夕食をお届けに参りました」

「なんだと」

　レイヴェンが部屋を飛び出す。勝手な真似をと怒ど鳴なるより先に、料理人の隣にファランドが立った。具合が悪いのだから当然でしょうという顔をする。

「くそ」とレイヴェンは毒づいたが、諦あきらめたようだ。ファランド相手に争っても無む駄だだと思っているらしい。

「すぐに支し度たくをします」

「ああ、では手伝いましょう」

　フィーンが階段を下りた。なんとなくミーナはついてゆき、レイヴェンまでがそれに続く。

　まだ新しい台所のテーブルはすでに、信徒の持ち寄った料理でいっぱいだった。料理人の下働きが、運はこびこんだ料理の置き場に困っている。

「あとはこちらでやります。お疲れさま、気をつけて帰りなさい」

　料理を受け取ったファランドが言った。料理人と下働きが頭を下げる。ミーナたちにもあいさつを繰り返して、外套の襟えりに首をうずめるようにして外へ出た。家族の待つ村へと帰ってゆく。

「どうぞお気をつけて。われらと共に光あらんことを」

　フィーンが決まり文もん句くで送り出した。扉の閉まる音をたしかめてから、ギーが姿を現す。泡立てたクリームの飾られた菓か子しに前まえ脚あしを伸ばし、かすめ取って長い舌でなめた。

　ファランドはテーブルの料理を居間へと移していた。洗いたての真っ白な布を音を立てて広げ、テーブルにかける。

　並べ直される料理はパイに菓か子しにチーズ、オーブン焼きと様々だ。城からの夕食に混ざった色とりどりの器うつわに、レイヴェンがつぶやいた。

「好かれてるんだな、おまえ」

　グメーラは決して豊かとは言えない。それなのに届けられたパイには肉と野菜がぎゅっと詰まり、菓子には蜂はち蜜みつが贅ぜい沢たくに使われている。

「ありがたいことだよ、ミーナ」

「はい」

　フィーンの言葉に深くうなずく。彼らはミーナを必要としてくれているのだ。きちんと応こたえられる司祭でありたいと、強く思う。

　ファランドはテーブルに三人分の支度をしていた。ミーナとレイヴェンとフィーン。素す早ばやく見取ったレイヴェンが、家か令れいに命じる。

「ヨキ、今日はおまえも席に着け」

　どうやら味方を増やす作戦のようだ。ファランドがかすかに目を瞠る。

「ですがレイヴ、わたしは給きゆう仕じを」

「料理など、それぞれ勝手に取ればいい。座れ」

「気楽にいきましょう、ファランドさん。ここは司祭館ですから、固いことは抜きにして」

　レイヴェンの思おも惑わくを知ってか知らずか、フィーンが勧すすめた。ファランドは迷い、気も進まないらしかったが、言われたとおりに席を作り直す。

　燃えさかる暖だん炉ろを背に、質素な三つ又の燭しよく台だいに照らされたテーブルにつくと、なんだか不思議だった。祝しゆく祭さいのような山盛りのごちそうを囲む顔触れは、まず滅めつ多たに見られないものだ。

「こんなときでもないと、ありえないな」

　ミーナはギーに同意した。風変わりなパーティのようだ。そう考えると、倒れたのも悪いことじゃないように思えてくる。

「ちょっと楽しいわね」

「ふん」

　笑顔のミーナに、レイヴェンは鼻を鳴らして応じた。ミーナは彼の手をなだめるように軽く叩たたく。

「大勢で食べるのも、たまにはいいわよ」

「面めん子つにもよる」

「じゃあ、今日は問題ないな」

　フィーンが言った。よくも、と思うようなしゃあしゃあ顔だ。レイヴェンが喉のどまで出かかった言葉を呑のみこむ。夕食の席を台無しにするより、ちぎったパンを口に押しこむほうを選んだ。

　やっぱり、寂さびしいのだ。

　団だん欒らんにも似た雰ふん囲い気きを感じたいのかもしれない。そう思うと、ミーナの胸は小さく痛んだ。気持ちが表れないよう、ことさら笑顔を務つとめた。自分の食べる間に、ギーにも料理を取り分けてやる。本来ギーの身体からだは食べものを必要としないのだが、人がおいしそうに食べていると、味見がしたくなるらしい。

　食事が半分ほどすんだところで、フィーンがおもむろに口を開いた。

「ところで。せっかくの機会だから、あなたに訊ききたいことがあるんですが」

　目を合わせたフィーンを、レイヴェンがおざなりに促うながす。

「言ってみろ」

「伯爵閣かつ下かには申し上げましたが、わたしも教団もあなたがたの敵ではない。ミーナがあなたがたと協力して、上手くやってゆけるよう望んでいます。そちらの事情も承知だ。そのうえで、率そつ直ちよくに教えていただけませんか。あちらに、あれから動きは？」

　レイヴェンがフォークを置いた。

「あちら？　妖魔か？」

「はっきり言えば、そうです」

　それはミーナの知りたいことでもあった。妖魔の動向は常に気になっている。

「あれからというのは、俺がマライナに歌うのを許し、女神の力であいつらを吹っ飛ばしたときからか？」

　フィーンは表情だけで肯こう定ていした。わかりきった話だというように。

　レイヴェンは相手の真意を推おし量はかるような間まを置いた。「さあね」と答える。

「残念だが、そういう話は俺の耳には入らなくなった。俺は、あいつらからしたら裏切り者になったわけだからな」












　今までは、臣しん下かの礼を取った妖魔たちが様々な報しらせを運んできたのだろう。だが、彼らとレイヴェンは決別している。

「村にはこの三み月つき、怪かい異いもないそうですが、その理由も？」

「知らん。マライナにびびったのか、何か新たに企たくらんでいるからなのか。一つ言えるのは、諦めちゃいないということだ。そう簡単にはいかない」

「ええ、きっと仕掛けてくるでしょう。だからこその援えん軍ぐんです」

「つまり、あんたか。――そうだな、俺からも頼もうか。グメーラを護ってくれ、司教」

「それとミーナとをね」

「マライナはいい。こいつは、俺が護る」

「夜はね」

　フィーンが皮肉った。初めての経験だったのかレイヴェンが絶句し、ややして苦笑した。

「俺は見くびられているのか？　手はすでに打ってある」

「レイヴェン？　わたし、そんなの聞いてないわ」

　ミーナは伯爵弟を振り返った。たいしたことじゃないと言うように、レイヴェンが手を振る。

「騒さわぐな。脅しただけだ」

「今でも効きくでしょうか」

　信じていない口ぶりでフィーンが訊ねた。眉まゆを上げるレイヴェンに指摘する。

「あなたは光の使し徒との味方をしたわけです。妖魔があなたを裏切り者と捉とらええているのならば、知るものかと思うのでは？」

「思うだろうな。だが、俺を怒らせるべきじゃないのもわかっているはずだ」

「あなたには、歴れき代だいのグメーラ伯を超こえる力があるとか。そのあなたを怒らせれば、無事ではいられないと？」

「見み逃のがすつもりはない」

「なるほど」

　フィーンは納得のそぶりを見せた。会話はそこで途と切ぎれ、食卓が沈黙する。

　場の雰囲気が悪くなりそうで、ミーナは代わりの話題を探した。だが見つからないうちに、フィーンが「あと一つ」と言葉を継ついだ。

「あと一つだけ訊きたい。やつらは、ミーナをどう思っているのか」

　質問の意味がミーナにはわからなかった。目をしばたたく。

　レイヴェンも虚きよをつかれたようだった。眉をひそめ気味にして答える。

「クソ忌々しい、パラデールの司祭」

　それ以外に何があるのだろう。フィーンの顔から読みとれる思おも惑わくはない。

「あんたが訊くなら、俺にも訊かせてもらおうか」

　レイヴェンが意い趣しゆ返がえしのようなことを言い出した。断る権利はないという口調だ。

「こいつの母親の話だ。あんた、何か知らないか」

　不意打ちにギーがあんぐりと口をあけた。一瞬出遅れ、カッとして怒鳴る。

「おまえには関係のない話だって言っただろう！」

　一度ならず、レイヴェンはギーに訊ねている。もちろん、そのたびにはぐらかされた。

「貴様の意見ではな。だが、俺は司教に訊いている」

　彼はフィーンを見遣り、そそのかす。

「それとも、あんたもバスコイと同じ意見か？」

「いや。ただ、あいにく、できるほどの話がない」

　フィーンは落ち着いて、ナプキンで口を拭ぬぐった。

「わたしはミーナが上司に連れてこられた当時で六歳だ。その数年前に、キリヤナは姿を消しているというから、顔も知らない。たとえ会っていても、覚えていないよ」

「本庁育ちだろう？　大人たちは、おまえの頭越しに話をしたんじゃないのか」

「だとしても、理解していない。わかる年頃になったときには、みな口をつぐんでいたし」

　フィーンはミーナに視線を移した。

「キリヤナ司祭の顔を知ってたら、とっくにそう言ってるよ」

「わかってるわ」

　慰なぐさめが必要だった頃を、共に過ごしている。あの頃のフィーンなら、きっと言ってくれただろう。

「ケッ」と吐き捨てたギーが居間へ飛び去った。この話題が嫌きらいなのだ。

「あーあ。怒っちゃった」

「放っておけばいいわよ」

　ミーナは言った。時が経つか別の話になれば、けろっとして戻ってくる。

「あともう一つ」と、レイヴェンはフィーンを踏とう襲しゆうした。

「あともう一つ知りたい。おまえらはミーナをどう思っている？」

　おまえらとは教団の意だろうか。フィーンもかすかに首を傾かしげながら口を開く。

「見ていて危なっかしい、叙じよ階かい三年目の司祭？」

　ふっとレイヴェンが笑った。訊ねたのに意味なんてなく、フィーンの真似だったのかもしれない。

　それでも、彼らのやり取りはミーナの心に棘とげのように刺さった。

　妖魔と、女神に仕つかえるパラデール教団。

　どちらもがそれぞれ訊いた。

　ミーナをどう思っているか。と。

　女神の娘の名を持つ者を、とミーナには聞こえた。

　どこか自分に引け目を感じているせいだろうか。気にする必要はないと思いながらも、ずっとあるしこりが、胸の裡うちに浮かんでくる。

　わたしは誰なのだろう。あらためてそう訊かれたようで、ミーナはパンを頰ほお張ばり、水で割った薄いワインで、胸のつかえごとそれを飲み下した。
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　わたしは誰。

　というより、何？

　そういう疑問を持つと、人は眠れなくなる。

　ミーナは倒れた日の夜を、浅いまどろみだけで終えた。色ガラスの欠片かけらを掻かき集めたような、意味をなさない夢ばかりを見た。

　そのせいで、翌日はまったく使いものにならなかった。〈朝の祈いのり〉やフィーンの立ち働く物音を聞きながら、時々うとうとし、残りはぼんやりした。

　さらに一日が過ぎても、答えの出ない問いが、頭の中で回り続けている。

　ミーナは誰。

　というより、何――。

　一度気になりだすと、すべてを疑わずにはいられなくなった。フィーンが訊たずねたのにも、隠かくれた理由があったのではないか。レイヴェンが訊ね返したのも、そうなのではないか。

　だって、おかしな問いだ。妖よう魔まにとって、ミーナはでしゃばりの不ふ愉ゆ快かいな司祭ヴアーリーで、教団にしてみれば、ひやひやするような駆かけ出し。

　それ以外であるはずがない。ないのに、あえて訊ねるなんて。

　ただの司祭でないならば、なんだというのだろう。答えを見つけるには、足りないものが多すぎた。教えてくれる協力者。

　母の事情。

「まぁた、戻っちゃった……」

　繰くり返し繰り返し、思考はそこに戻る。風の強い真夜中、ミーナは自分が嫌いやになってきた。少し前に目が覚さめてしまったと思えば、これだ。寝台の中でじたばた寝返りを打ちながら、いつまでも同じ話をこねくり回している。

「無む駄だにもほどがあるわよね。髪だって傷いたむし、ちっともいいことないのに」

　ふたたび眠るのを諦あきらめて、ミーナは起きあがった。頭の後ろに手を滑すべらせると、やっぱり、髪がもつれかかっている。

　ため息が出た。億おつ劫くうがって、きちんと編あみ直さなかった報むくいだ。

　ミーナは穴あな蔵ぐらのような箱形寝台から這はいだした。暗がりを手て探さぐりで、机のほうに歩く。たしか、櫛くしも手て鏡かがみも出しっぱなしになっていたはずだ。

　キンと冷ひえた空気に、くしゃみをする。折おりたたまれ、椅い子すの背にかけてあった毛け織おりのショールを身体からだに巻まきつけた。灯あかりをつけるのが面倒で、そのまま探りあてた櫛で髪をくしけずる。光を紡つむいだように細いので、ひっかかるたびに痛い。伯はく爵しやくとフィーンが羨うらやましかった。二人とも、音が聞こえるようなさらさらの髪質だ。

　鎧よろい戸どに小さな礫つぶてが打ちつけられている。今夜は雪ではなく霰あられが降ふっているのだろう。

　風　吹きすさぶ　グメーラ

　言葉が、音階を伴ともなって浮かぶ。いつも歌っているせいで思いつく、でたらめな節ふしだ。口ずさむと、祈りの歌でなくても光が集まることもある。子供の頃はそれが不ふ思し議ぎで面おも白しろくて、目につくものを片かた端はしから歌い上げてみたりした。

　光に包まれたミーナを見て、大人たちが仰ぎよう天てんしたのを覚えている。思えば、あれ以来ミーナは特別な教育を受けることになったのだ。将来のパラデールを担になう、幹かん部ぶ候こう補ほ生せいとして。

　聖職者の資質は、声に左右される。ミーナの歌声が光を集めるのは、相あい性しようがいいからだろう。こればかりは天てん賦ぶのもので、努力で克こえられるものではない。

　だからミーナはいっそう厳しく、聖職者としての姿勢を教えられてきた。驕おごりが出ればせっかくの声までを翳かげらせ、だめにしてしまうから、と。

　そういうものだと、疑問を持たずにきた。ミーナの声はたまたま与えられたもので、ミーナの立てた手て柄がらではない。ひけらかすのでも鼻にかけるのでもなく。

　ただ祈るためのもの。

　教えを、今でも正しいと思っている。そこに噓うそはない。けれど、消えない疑問があるのもまたたしかだった。なぜ、これほどまでに光が集まるのか。

　当代一といわれるケイジャ教きよう皇こうにも、単身では不可能だというのに。聖堂に光を溢あふれさせるためには、教皇が主座を務つとめたうえで、数十人、数百人といった数の司祭や司教が要いる。

　思考が流れるに任まかせていたミーナは、髪を梳とかす手を止めた。やめた。このままゆくと、ますます気が滅め入いることになる。

　なんだか喉のども渇かわいた。寝る前に薬やく湯とうを飲まされたきり、水分を口にしていない。

　ミーナは裸足はだしのまま廊ろう下かへ滑すべり出た。靴くつが見つからなかったのだ。

　階段を下おりながら、そういえばと気づいた。ギーが部屋にいなかった。ミーナの倍以上の時間を寝て過ごすバスコイは、この時間はたいがい、寝台の隅すみで丸くなっている。

　向かいの部屋にも気配はなかったから、フィーンと居い間まにでもいるのだろうか。

　予想はどうやら当たったようで、台所の扉を開けると、その向こうの居間から明かりが洩もれていた。低い話し声が聞こえる。フィーンとギーは、いがみあっているわけではないが、仲がいいわけでもない。特にギーは、用事のない限りフィーンを無視しようとする。

　もっとも彼は、ミーナ以外には殆ほとんど関心を払わないのも事実だ。例外はケイジャ教皇とパゼル枢すう機き卿きようで、彼らとはわりと喋しやべるし冗談も言う。

　珍しい。明日はグメーラに雪が積つもるかもしれない。

　降る雪は片端から飛ばされてしまう、風の強い土地だ。ありえない光景を思い浮かべながら、ミーナは足音を忍ばせた。邪じや魔ましたくない気持ちが働いたのだ。

　暗くら闇やみに慣なれた目で水差しを探すのはたやすかった。グラスに手を伸ばした途と端たん、フィーンの鋭するどい声が響ひびいた。

「いいかげんにしろバスコイ！　もうこれ以上は無理だ」

　びくっとして、あやうく払い落とすところだったグラスから、ミーナは手を引いた。両手を握にぎり合わせて胸元に引きつけ、居間へと目をやる。

　何が、とミーナは興味を惹ひかれた。知らず耳を澄すませてしまう。

　ギーは黙りこくっているようだった。苛いら立だちの気配が漂ただよい、フィーンが荒く短く息を吐はく。

「よくそんなことが言い続けられるな。ギー、あんただって、あのミーナの顔を見ただろう!?」

　飛び出した自分の名にミーナは射い竦すくんだ。鼓こ動どうがぎくりと大きく打ち、そこからいきなり駆け足のように速くなる。

「ミーナは不安なんだ。自分を信じていいのか疑ってる。わたしだって、あの娘の立場なら悩むね。自分がバスコイに守られて、女神の娘の名をつけられている。それなのに誰一人、ずっと側にいるあんたさえ、何一つ教えてくれないんだ。なぜマライナなのか、他の名じゃないのか」

　すうっと、ミーナの血の気が引いた。鼓動と同じ速さの耳鳴りがし始めた。

　フィーンは何を話すつもりなのだろうか。彼女は何を知っているのだろう。

　立ち聞きはいけないと意識しながら、その場を去れなかった。去れるはずがない。扉の向こうで、ミーナの秘密が明かされようとしている。

　胃の辺りに、冷たい震ふるえが走った。知りたい気持ちに、耳を塞ふさぎたくなるような恐おそれが入り混じる。

　けれどミーナは動けなかった。フィーンの声が、止めようもなく流れこんでくる。

「正直、今までだってよく耐えてきたよ。あんたの横おう暴ぼうに我が慢まんしてきたと思う。だけどね、ここいらが潮しお時どきだ。これ以上は隠すべきじゃない」

　ギーは反論したようだった。感情に引きずられ、フィーンが声を大きくする。

「言うべきだよギー。きちんと教えてやるべきだ。そのうえで選ばせよう。あの娘にはその権利がある。自分のことだ。わたしでもあんたでもなく、ミーナ自身の背せ負おうものの話だ」

　背負うもの。そう聞いてミーナの鼓動がはねた。わたしの背負うもの――？

　フィーンは言い募つのっていた。いつもより声が高く、女性らしく聞こえる。

「このままじゃ、取り返しがつかなくなる。すべてが動き出したあとじゃ間に合わない。ミーナは裏切られたと思うだろう。それは得とく策さくじゃない」

　すべてが動く。裏切り。不ふ穏おんな言葉ばかりが飛び出した。何が起きようとしているのだろう。ミーナの周まわりで。彼女だけが知らぬ間まに。

　ギーが低い声で返した。望んでいた答えではなかったようで、フィーンが会話を打ち切る。

「わかった。もういい。わたしが話す。あんたは未来永えい劫ごう、口をつぐんでいればいい」

「でしゃばるなフィーン」

　今度はバスコイの声が聞こえた。フィーンは立ち上がったようだ。議論に嫌いや気けがさしたのだろう。

「わたしは、わたしの良心に従わせてもらう」

「待ちやがれフィーン！」

「朝までこうやって過ごすのか？　冗談じゃない。あんたが何をどう言おうと、わたしはあの娘に話す。もしわたしなら、知りたいと思うから。その宿命がどれほど重いものでも、受け止めたうえで立ち向かいたい」

　宿命。ミーナははじかれたように動いていた。台所を横切り、今まさにフィーンが開けようとしていた扉をこちらから開けた。

　手を伸ばしかけていたフィーンが、驚いて手を引く。青ざめたミーナを見み下おろし、うめくようにつぶやいた。

「ミーナ」

　司教の肩越しに、激しく顔をしかめるギーが見えた。彼は怒りをミーナに転じた。

「病人が、こんな時間に何をしてるんだ！」

「喉が渇いたの。それでお水を取りにきて」

　立ち聞きのやましさはすでになかった。ミーナはギーの目を見て答え、それからフィーンを見上げた。

「わたしも知りたいわフィーン。それが自分のことなら、いいことでも悪いことでも」




　きっぱり言いきったミーナの声はかすかに震えていた。轟とどろく鼓動をかんがみれば、上出来と言えるだろう。

　こわばったフィーンの表情が少しだけ和やわらぐ。答えは知っているけれど、という口調で、念のためというように訊きいた。

「つらい思いをするかもしれなくても？」

「たとえ泣いても、知らないよりはマシだもの」

「だよね」

　フィーンは居間に招まねき入れようと身体をずらした。

「座りなさい。……わたし、怒ど鳴なったしね、けっこう聞こえてたんだろう？」

　ミーナはうなずいた。憎々にくしげなギーを無視してさっさと長椅子に腰を下ろす。

「聞こえた台詞せりふで、不安をあおっていたらすまない。でもできれば、ちょっと横に置いておいてほしい。初めから、きちんと話すから。どうか、余計なことは考えないで」

「俺は言うつもりはないからな」

「だったら、あんたは席を外はずしてくれていい、バスコイ。というより、掻き回すつもりならば出ていってくれ」

　ミーナの隣に座ったフィーンがぴしゃりと言った。憮ぶ然ぜんとするギーをそのままに、ミーナの手の甲にそっと触れる。

「これは、あなたとお母さん――キリヤナ司祭にまつわる話だ。あなたが知りたがっていたこと、ババさまたちがグメーラ行きの『餌えさ』としてぶら下げたあれだよ」

　ミーナは胃をぎゅっと摑つかまれたように感じた。教えてもらえる条件は、ここで司祭の任期を務め上げたらだった。

「一年後じゃ遅いのね？」

「わたしはそう思う。バスコイとは、意見の一いつ致ちをみられなかったけれど」

「ギーの意見なんていい。どうせ、一年後だって渋しぶったでしょうし」

　思いがけずきつい言葉が飛び出した。本当は、心の奥底でそう疑っていたのだとミーナは声にして気づいた。溜ためてきた不満は、見ないふりをしても消せない。澱おりのようによどんで、心が掻き乱されると一気に浮かび上がってくる。

　もうすでに、裏切られたように感じ始めている。それだけ強く自分を圧おさえつけてきたのだ。自覚すると、口の中が苦くなった。

　フィーンは、ミーナの感情を察したようだ。ことさら静かな口調に変えた。

「今まではそれでよかったんだよ。言っていることが、さっきとは違うって思うだろうけれど」

「思うわ」

「じゃ、思うのはやめて。ババさまたちもバスコイも、あなたを守りたかった。そこだけは間違えないで」

　ミーナは答えられなかった。うつむいたのを肯こう定ていとしたかのように、フィーンは一つ首を縦に振る。

「よし」

「その前にフィーン。あなたはどうなの？　知っていたの？」

　ミーナは訊いた。そこがはっきりしないうちは、どんな話も聞きたくない。

「わたしは、ここにくる前に聞かされた」

「ケイジャ教皇とパゼルさまに？」

「そう。この役目につくにあたり、知っておくべきだと。わたしが知るなら、当人だってそうでしょ？　って思うから、話すって言ったんだ。もっと前に知っていたら、そのときに教えてる」

「教皇さまに口止めされても？」

　ひがんだ気持ちでミーナは訊いた。今は誰もを疑わずにはいられない。

「ババさまたちは、あなたを慰なぐさめたわけでも添そい寝したわけでもないからね」

　それは世話係だったフィーンの役目だった。大人たちの話がとぎれとぎれに耳に入り、自分が生まれながらに罪を背負うと知って、怖おそろしさに泣いたミーナに、彼女はずっとついていてくれた。

　フィーンはまっすぐにミーナを見つめた。

「知ってたら言ってた。ミーナ、あなたが〈女神の娘〉だってことを」




　フィーンの真顔にミーナはぽかんとした。だってそういう名前じゃない、と笑い飛ばそうとして、視界の隅に顔を歪ゆがめたギーを捉とらえる。まるで死を宣せん告こくされたかのようだ。もう終わりだというような表情。

　すっと血の気が引いた。ギーはそう思っているのだ。ミーナをマライナだと。

「冗談でしょ、ギー。だからあなたは、わたしのお目付役なの？」

　彼は生まれたときから側にいる。キリヤナに頼まれたからだと言う。

　バスコイは答えなかった。執しつ拗ように迫せまると目を閉じる。耳を塞ぐ代わりのようだった。ミーナの声を、心から締しめ出そうとしている。

　ミーナは焦じれた。誰よりも彼に答えてほしいのに。

「ギー！」

「……そうだ」とバスコイが言葉を押し出した。その夜の海のような深い青色の目には、嵐のような黒い激情が渦うず巻まいている。

「これで満足か、ミーナ」

「満足かですって？」

　ミーナは言葉を叩たたきつけた。バスコイの感情が飛び火したように怒りが燃え上がる。

「満足なわけがないじゃない。どうしてずっと黙っていたのよ。どれだけ知りたかったかを知っていたくせに！」

「知る必要がないから教えなかった。今だって俺は教えたくない！」

「なぜ？　わたしは知りたいわ。自分が何者なのか知りたい。わたしがマライナだっていうのは、ただ名前をもらったというんじゃないんでしょ。だったら、それを聞かせて。どういう意味なのかを言って！」

「フィーンに訊け。俺は言いたくない！」

　ミーナは手近なクッションを摑んで投げた。カッと口を開けたギーが炎を吐いて焼き尽つくす。クッションは跡あと形かたもなく消え、黒い煙けむりが立ちのぼった。焦こげくささが漂う。

「二人とも。落ち着いてもらえる？　わたし、血を見るようなケンカはごめんなんだけれど」

「血ですめば上等よ」

「ミーナ」

　ミーナはフィーンにたしなめられて口をつぐんだ。最後にギーをひと睨にらみして気持ちを切り換える。あくまで黙るならそれでいい。もう彼には訊かない。

「続けてフィーン。わたしがマライナだっていうのは――」

「うん。もちろん名前だけのことじゃない。あなたは女神の娘、マライナの生まれ変わりと目もくされてる。少なくとも、予言を知る上層部の人間にはね」

　予言。本庁育ちのミーナだが初めて聞く言葉だった。

「それが証しよう拠こというか、根こん拠きよなの」

「うん。本庁の幹かん部ぶでも、一ひと握にぎりしか知らない秘典があるんだ。わたしも今回初めて見せてもらったけれど、その中に予言の項があってね。神話の時代以降に起こる事柄が記されている」

「それって、女神と魔神の戦いよりもあとの話ということよね」

「そう。まず、古いにしえの暦こよみにおいて特別な日に、条件を満たした女の子が生まれる。それが『女神の器うつわ』とさだめられた娘だ。これが予言によればあなたのお母さん、キリヤナ司祭になる」

「器って、どういうこと？」

「なんて言うんだろうね、予言が果たされるために選ばれたって意味だと思う。予言は、マライナがやがて生まれ変わると示している。それがすべての始まりになるんだそうだ」

「始まり」

「そうだよ。ミーナ、あなたも司祭の端はしくれだ。聖典は理解しているよね？」

　いきなり訊ねられ、面食らいながらもミーナは「一応」と答えた。神話・聖歌・神の教えの三部構成になっているそれらすべてを暗あん誦しようできて当然、と叩きこまれて育った身だ。

「じゃあ、女神とジャイナルの戦いがいまだ終わらぬものだっていうのもわかっているでしょう？　ああ、そんな顔しないでよ。しつこくたしかめてみただけだから」

　警戒するミーナにフィーンは手を振った。間違いなく伝えたいだけのようだが、少しばかりくどい。

　この世はつかの間の安らぎであることくらい、パラデールの信徒ならば子供でも知っている。遙はるかな時代の女神と魔神の戦いは、完全に終わったわけではなかった。大陸から妖魔は退ひいたとはいえ、神たちは相あい討うちだったという。ジャイナルは長き眠りに就つき、ひどい怪け我がを負ったキリヤナ女神もまた、それ以来姿を隠した。キリヤナが今、人々の前に光としてしか現れないのはだからだとされている。

　いつか必ずジャイナルは目覚める。女神もその日に向け、力を蓄たくわえている。ジャイナルが妖魔たちの起こす災わざわいを糧かてにするよう、キリヤナも人々の祈りを聴いているのだ。

「マライナは、来たるべきジャイナルと女神の復活に先駆けて生まれ変わる。それがつまり、あなただミーナ」

「何よそれ。お母さんが特別な日に生まれたから？」

「だけ、じゃない。キリヤナ司祭は、神話をなぞるようにあなたを産んだ。『三度季節が巡めぐる間、御女神はいずこかにこもられた。そして再び姿を現されたとき、女神の胸には麗うるわしき赤児が、光の乙女おとめマライナが抱かれていた』」

　神話を諳そらんじられ、ふいにミーナはぎくりとした。そう、司祭だったミーナの母は、突然行方ゆくえをくらませた。次に現れたとき、彼女は赤児のミーナを連つれていた。

「だけど、そんなふうに生まれるのは、きっとわたしだけじゃないわ」

　抵てい抗こうしたくて言ってみた。聖職者でありながら罪を犯おかしたのも、キリヤナ司祭だけじゃない。

「そうだね。でも、いったいその中の幾いく人にんがマライナと名づけられ、生まれたときからバスコイに護まもられ、歌で光を集められるだろう？」

「フィーンは信じるの？」

　ミーナは非ひ難なんするように訊ねた。予言なんて、こんな予言なんて馬ば鹿かみたいだ。

「教皇さまたちは信じているよ。予言を知る長老たちはね」

「それ、答えになってない」

「だって、わざとはぐらかしたから。正直なところ、それがわたしの答えでもある。冗談でしょって思う反面、あれこれ説明もつくわけだし」

「どんな説明がつくの」

「だって、ただの偶然というには、重なりすぎていると思わないか。キリヤナ司祭はまるで導かれるように姿を消し、あなたを連れて戻った。バスコイに託たくされたあなたは、教皇をしのぐ力を持つ。名をマライナとつけられて、外見も神話のとおりだ。『マライナは、さながら春の乙女であった。柔やわらかな髪は暖かな光の滝となって肩かたを流れ落ちる。瞳ひとみは芽め吹ぶいたばかりの汚けがれなき緑。声は甘やかに誘い、鳥も獣けものもその歌声に吸い寄せられ、乙女の膝ひざでまどろもうと競きそった』」

「やめて！」

　よどみないフィーンをミーナは遮さえぎった。自分をマライナに乗っ取られるように思い、髪を神経質に撫なでつける。

「ぞっとするわ、そんな話。わたしは今までだってミーナだし、これからだってそうよ！」

「否ひ定ていするつもりはない。むしろ、わたしはそれでいいと思う。問題はそこじゃないんだミーナ。問題は、あなたの気持ちに拘かかわらず、あなたが〈女神の娘〉だということだ。予言て、そういうものだから」

　ミーナはうなずいた。予言は、ただの言葉の連つらなりだ。受け止める人間たちが、思い、悩み、色々なことを巻きおこす。

　フィーンは先を続けた。

「だからあなたはグメーラに遣やられた。賽さいの目めがどうでるかを判じるために」

「どういうこと」

　フィーンはわずかなためらいを見せ、それを捨てた。

「あなたを試すための上層部の決定だった。あなたがここでどう動くかを、彼らは見たかったんだ」

「なぜ？」

「彼らにとって、あなたはマライナだから。そして神話時代のマライナは〈闇の聖せい女じよ〉に転じたから」

　ミーナははっとした。マライナはジャイナルを受け入れ、髪を闇の色に染そめた――。

　とっさに髪の色をたしかめてしまう。いつもどおりの陽ひだまりの色だ。

　安あん堵どしつつ混乱した。だからといってなぜ、ミーナが試されるのか。

「マライナは、女神の娘でありながら魔神の妃きさきとなった。もちろん、初めは強しいられてではある。けれど、どこかでそれは彼女の意思となった」

「そのせいでマライナの髪の色は変わったのでしょう。それはわたしも知ってるけれど……」

　それと自分と、どんな関係があるというのだろう。

「神話の時代のマライナは罪を犯した。ジャイナルの妃となったのがその罪の一つだ。さらに秘典では最後の戦いの折り、魔神を庇かばい、母である女神に傷を負わせたのはマライナだと言われている」

「女神の怪我はマライナのせいなの？」

　初めて聞く解かい釈しやくだった。聖典の一般に知られている部分にはそこまで載のっていない。

「『闇の聖女は、軍神バヌルの前に立ちはだかった。雷いかずちの鉄てつ槌ついを自みずからの身体で受け止め、手にした氷の刃やいばを投げた。刃はキリヤナの右目を抉えぐった。目を押さえた女神の指の間から、尊とうとい血が溢れ出した』って。マライナは、そのとき死んだそうだ」

「たった一度で、よく覚えたのねフィーン」

「そりゃ覚えるよ。門外不出の秘典なんて、二度とお目にかかれないだろうし。あなたに伝えるつもりだったし」

「何も知らせないのは間違ってるって思ってくれたから？」

「そうだよ。ジャイナルは冷たくなった妃の亡骸なきがらを胸に抱いて――もう彼も瀕ひん死しだったわけだけど――、マライナと自分の復活を誓ちかったそうだ。必ず生まれ変われ、会いに来い。わたしは甦よみがえる。再びおまえを妃にしよう。そして必ずや、この恨うらみを果はたそう、と。予言は、それを踏ふまえてこう言う。『マライナは再さい来らいし、かつてのように魔神を求める。なれど〈闇の聖女〉になるべきかは、マライナ自身がさだめるであろう』」

「マライナは初めから〈闇の聖女〉として生まれ変わるんじゃないのね」

「呑のみこみが早いね、ミーナ。神話は繰くり返すとされている。マライナは生まれ変わる。そして甦るジャイナルに出会い、自ら道を選ぶんだ。〈光の乙女〉か〈闇の聖女〉かを」

　つまりあなたが、とフィーンは言葉ではなく目で言った。

　ミーナは戸と惑まどいを覚えていた。秘密の背景が途と方ほうもなさすぎる。ジャイナル復活に先んじて生まれ変わったマライナ――ミーナ。だからバスコイがついて、歌で光を集める。

　フィーンが再び言葉を継ついだ。

「あなたのグメーラ行きは、それを判じるためだ。この地で揺ゆさぶられても、あなたが〈光の乙女〉のままいられるのかどうなのか」

「揺さぶられる？　妖魔に？」

　グメーラは魔の大陸にもっとも近く、怪かい異いも多い。

「いいや、記憶に。グメーラは、神話時代のマライナが命を落とした場所だ」

　ミーナは驚いて目を上げた。フィーンは目を伏せる。

「墓はかは丘の上だというよ。グメーラ城だ」

「！」

　殴なぐられたようにミーナは身じろぎした。不意にあることを思い出す。

　ギーは伯爵城を嫌がった。特に、一番古い北館を。「おまえは、ここは」と何か言いかけてやめたこともある。

　そしてグメーラ行きにはもともと反対だった。ミーナが試されると知っていたから。

　ギーへの怒りが急にしぼみ、また膨ふくれあがる。今度は泣きたい気持ちと一緒だった。ギーの本ほん性しようは雷らい精せい、軍神バヌルの息子むすこの一人だ。おそらく、神話の時代の戦いも知っている。

　彼は、何もかも見てきた。知っていた。それでいながらミーナに黙っていた。

　ミーナを護るためだったという言葉に、噓はないのかもしれない。事実今、ミーナはこうしてショックを受けている。

　傷ついたのは教団のやり方にだった。彼らは仕組み、ミーナを鳥のようにグメーラに放して眺ながめたのだ。聖職者でいられるのか、それともふたたび裏切るのかと。

　そしてギーは、それらに、ミーナを護るためと言いながら荷か担たんしている。夏の一件を報告したのも彼で、教皇たちは慌あわててフィーンを送ってきた。

「一つ訊いてもいい、フィーン」

　ミーナは切り出しながら言葉を選んだ。フィーンのうなずく気配を感じて言う。

「あなたは、わたしの助っ人としてきてくれたのよね」

　短い沈黙が下りた。わずか一瞬だったが、真実が炎のように垣かい間ま見えて、消えた。

「あなたが司祭であるうちはね」

　フィーンは偽いつわらなかった。それがミーナを何よりもほっとさせる。

「じゃあ、わたしが司祭じゃなくなれば、別の役目に代わるのね」

「そうしろと言われている。だからすべてを聞かされたわけだけど、どんな役目を負わされたかは訊かないでほしい」

　訊かなくてもわかる。パラデールが〈闇の聖女〉を許すはずがない。

「これだけはいいかな。ケイジャ教皇とパゼル枢機卿は、あなたが闇に染まるとは思っていないよ」

「慰めなんていい」とミーナはつぶやいた。心が頑かたくなになる。

「お二人がわたしを指名したのは、わたしたちが友だちだからだ。わたしはあなたをミーナとしてよく知っているし、信じている。もし挫くじけそうなのならば支えになれるし、妖魔からも護ってあげられる」

　初めから色いろ眼鏡めがねで見ない人選は、教皇たちなりの心遣づかいだ。そこは理解できる。

「ミーナ。わたしや教皇さまたちの心配は、ほかの長老方とは別のところにある。教団は、あなたを〈光の乙女〉とみなしている。――妖魔も同じはずだ。類たぐいまれな力は女神の娘の聖せい性せいの現れだから、彼らはあなたに目をつけただろう。もう一度〈闇の聖女〉となって、ジャイナル復活を導くかもしれない、と」

　だからフィーンは、レイヴェンにあんな質問をしたのだ。妖魔はミーナをどう思っているのか。と――。

「それに、パラデールはグメーラ伯を危あやぶんでいる。特にレイヴェンを」

「妖魔の血を、とりわけ濃く引いているからでしょう」

　歴れき代だいの伯爵の中でも、力は飛び抜けている。心しん酔すいする配下もいた。

「パラデールにしてみれば、レイヴェンはジャイナルにもっとも近い存在だ。ジャイナルがどう復活するかは予言されていない。レイヴェンがジャイナルになることもありうる」

「まさか」とミーナは打ち消しかかった。だがフィーンの表情は真剣だった。

「あなたもレイヴェンを疑っているの？　彼はわたしと一緒に闘うと、妖魔に言ったのよ」

「言葉は本物だろうと思う。けれど、伯はく爵しやく弟ていには強い魔性を感じる」

「いつか目覚めるって言うの？　わたしみたいに」

　台詞せりふの後半は嘲ちよう笑しようじみて響いた。教団はミーナが闇に染まると思っている。

「初めの問いの答えは『わからない』。あとのほうは『あなたを信じている』」

「どっちも、今は見守るのね」

「そうだね」

「本当のことって、痛い」

　ミーナはかすかに笑った。フィーンの態度がどんなにありがたいかわからない。しかしその反面、言葉が切り裂さくように感じるのもたしかだ。

　ふう、とミーナは大きく息を吐いた。弱まりつつある暖だん炉ろの火を横目に立ち上がる。

「教えてくれてありがとう、フィーン」

「部屋へ戻る？」

　ミーナは首を振った。掻きあわせたショールを握りしめる。

「お城へ行く。あっちに戻るわ。あそこにはわたしの部屋もあるし、お墓もあるし」

「墓はあなたのじゃないよ」

　フィーンが答えた。どちらも避さけたのは、ミーナの思いを口にすることだった。

　ここに、あなたたちとはいたくない。

　ミーナからすれば、ギーは不誠実だ。フィーンは誠実だが、パラデールの特命を受けている。

　フィーンは椅子の背に放り出してあった外がい套とうを引き寄せた。乱暴に扱うのでかなりくたびれて見える。

「着替えておいで。送っていくから」

「いい、一人でも行けるわ」

「それはだめだ。城はともかく、夜道が安全だとは思えない。わたしが妖魔なら、絶好の機会だと思ってあなたをさらうよ」

　彼女はさっさと灯りの用意を始めた。帰るのは許してくれるのだ。それでよしとしようと、ミーナは妥だ協きようする。

　ちらりとギーを見た。バスコイは目を合わせずに押し黙っている。

「すぐに来るわ、フィーン。支し度たくしてくる」




[image: ]












「ミーナ司祭ヴアーリー」

　玄関の重い扉を開けたファランドが目を丸くした。ミーナとともに滑すべりこんできた寒さに、寝ね間ま着きに重ねた、毛け織おりの化け粧しよう着ぎの前を掻かきあわせた。手にした燭しよく台だいの炎が、風に倒されて消えかかる。

「こんな時間に戻られるなんて。ちょうど見回りにきたからいいようなもの、別の館にいたら、いくら扉を叩たたいたって聞こえませんよ」

　ファランドは燭台に手をかざした。炎が揺ゆらめいて甦よみがえる。

「そのときは司し祭さい館かんに帰ったわ」

「妖よう魔まの刻こく限げんに一人歩きですか。感心しませんね」

「もちろん司教ヴアルプトが送ってくれたわよ。扉が開くまではいてくれる約束だったの」

　ミーナは振り向いて、揺れながら下おりてゆく角灯ランプの灯あかりを眺ながめた。扉の閂かんぬきが外はずれる音で、フィーンは玄関を離れたのだ。吹きつける風に身を縮ちぢめているような黒い影が、闇に滲にじんで見えなくなってゆく。

「司教が示された気き遣づかいでしょうね。あなたに思いつくはずがない」

「あなたって、いちいちカンにさわる人よね。でもいいわ、事実だし。わたしはどうせ、あとさき考えずに突っ走るから」

　皮肉な口ぶりで言おうとして、ミーナは失敗した。フィーンから聞いたあれこれが一気に押し寄せる。

　涙を浮かべそうになり、急いで横を向いた。さも煙けむりが嫌いやなのだというように。

「レイヴェンはどっちの部屋？」

　普段づかいの〈白部屋〉か、軟なん禁きんするための〈黒部屋〉か。最近のレイヴェンは取りたてて騒さわぎを起こしていないが、ナリスフレイが「ミーナの邪じや魔まになる」と判断すれば鎖くさりに繋つながれることもあるだろう。崖がけっぷちに置き去りにしたことへの、ささやかな仕返しとして。

　ところがファランドは困った顔をした。

「レイヴなら出かけましたが」

「行き先は――言うわけがないわね」

「彼に用事でしたか」

「そういう……そうかも」

　ミーナは否ひ定ていを途中でやめた。フィーンたちと離れたかっただけじゃなく、レイヴェンに会いたかったのかもしれない。

　いないと聞いて気持ちがしぼんだ。今頃、風に吹きさらされた寒さで身体からだが震ふるえ始める。

「とにかくお帰りなさいませ。お部屋へどうぞ、わたしもすぐに参ります」

　ファランドはミーナを西館へ向かわせた。自身は南館の私室へ寄った。伯はく爵しやく城じようは四つの館が中庭を囲かこんでいる。玄関があるのは東館で、ミーナは暗い廊ろう下かを延えん々えんと歩いた。

　自室の扉を開けると空気は冷えきっていた。かすかに、薬草を蒸じよう留りゆうした化粧水の匂においがする。ほんの数日空けただけなのに、長旅のあとのように感じる。疲れた、とミーナは手近な椅い子すに座りこんだ。椅子の脚あしが床にこすれて軋きしむ。

　ファランドは言葉に違たがわずあっという間まにやってきた。皺しわ一つない昼服に着替え、髪もざっとではあるが撫なでつけてある。

「真夜中よ」

　そんなに役割にこだわらなくてもいいのに。だがファランドはミーナを無視した。誰がなんと言おうと、やりたいようにやるのだろう。ファランドは、彼の部屋から持ってきたとおぼしき赤々と燃える炭すみをミーナの暖だん炉ろに放りこんでいた。新たに火を熾おこすより、そのほうがずっと早い。

　ミーナは暖炉の側へ問答無用で連つれてゆかれた。床ゆかに置かれた鉄の炭すみ桶おけにはまだいくつか炭が残っている。

　ぼんやり眺めているうちに、ファランドは寝室から足温め器を持ってきた。残りの炭はそこに入れてミーナの足元に置く。

「火酒をお湯で割りましょうか」

「いいえ、大丈夫。ありがとう」

　戒かい律りつで、ミーナたちはワインより強い酒を飲むことができない。

　暖炉の火の照り返しで、ファランドの顔に濃い影が落ちる。目尻や口元の皺が強調され、四十代というよりも六十過ぎに見えた。

「ごめんなさい、仕事を増やしてしまって」

　ファランドは一人で城と領地の面倒を見ているようなものだ。この時刻に寝やすんでも、起きるのは夜明け後すぐになる。

「まったくですよ、司祭。夜遊びをするなら、わたしの手を煩わずらわさず、一人で出入りできるようになっていただかないと」

　レイヴェンは北館の二階の窓を、玄関のように使っている。

「そうね。次からは壁をよじ登るわ」

　ミーナの声は情けなく響ひびいた。ファランドがわずかに驚きを示して言った。

「冗談ですよ」

　いつものミーナらしくない、という口調だった。ファランドは立ち上がり、言いよどむようにしてから口を開く。

「弱ってますね」

「そんな、見るからにわかる？」

「お嫌なら、背筋を伸ばすべきですね。外がい套とうも脱ぬぐべきでしょう」

　背中を丸め、力ちから尽つきたような姿勢だったミーナは苦笑した。ボタンを外し、外套を肩かたから滑り落とすと、ファランドがそれを預あずかった。ナリスフレイに対してならともかく、ミーナには大サービスだ。

　ファランドは外套をかけにいった。その間にミーナはしゃんとする。彼に余計な気遣いをさせているのは間違いない。

「司祭」

　戻ってきたファランドは姿勢を正したミーナを見た。同情が目をよぎる。無理しなくていい。そう言う代わりに彼は訊きいた。

「ほかに用はありますか？」

　もう少しここにいて、とミーナは言いそうになって思いとどまった。ファランドに負ふ担たんをかけてはいけない。

　それに、お互い器用じゃない。ぎこちなく居い心地ごこち悪い沈黙が続くかもしれない。

　耐えられるだけの元気がミーナにはなかった。笑顔で首を振ると、ファランドは燭台を取り上げて出て行った。最後に気遣うように、ほんのわずかだけ目め許もとを和なごませて。

　ほんのり胸が温かくなる。ああいう人だとわかっているから、どんな毒舌も聞き流せる。

　けれどファランドは聞き流してくれるだろうか。彼女が何者か、どう疑われているかを知ったときに。

　女神の娘。〈闇の聖せい女じよ〉になるかもしれないパラデールの司祭。

　ファランドは初め、ミーナの着任を喜ばなかった。グメーラ伯の秘密が明るみに出、騒ぎが起きるのを嫌きらったのだ。前任者は、伯爵の正体を本部に告発しようとして消された。手を下したのはファランドかレイヴェンであるらしい。

　グメーラ伯を守るためならどんなことも厭いとわないファランドがミーナを認めたのは、彼女が味方になると宣せん言げんしたからだ。〈闇の聖女〉は味方と言えるだろうか。ジャイナルを導く、言い換えれば、レイヴェンをジャイナルにしてしまうかもしれないのに。

「やだ。信じちゃってる、わたし」

　ミーナの中に苦い思いが広がった。教えられたそのままを受け入れてしまっている。

　わたしはマライナじゃないし、闇にも染そまらない。そう思いたいのに、できない。フィーンの言うように、説明のつくことばかりだ。

　そうでしょう？　だってミーナはバスコイに守られ、光を集める。あの力には意味があったのだと思うと、皮肉に頰ほおを歪ゆがめたくなる。ただ祈いのるためのものじゃなかったわけだから。女神の娘がここにいる、と報しらせるためのものだ。

　こうなってくると、もう何も信じられない。聖職者としての姿勢を叩きこまれた理由すら、疑いたくなる。上司たちは、厳しく躾しつければ道を誤らないと思ったのではないだろうか。

「ギーもよ」

　彼は、ミーナにあれもこれもだめと言った。信徒だろうと会士だろうと、男性が近づくのを快こころよく思わなかった。彼らのうちの誰かが、ジャイナルになるとでも考えたのだろうか。それとも誰かと間違いを起こせば、それがきっかけになるとでも言いたかったのか。

　ふつふつと、恨うらむ気持ちが泡あわのようにはぜる。心の片かた隅すみではギーを弁べん護ごする自分の声もしていたけれど、ミーナは耳を貸さなかった。素す直なおな気持ちになれない。

　あの夢のことだって、と倒れた日のことに思いが飛ぶ。ギーもフィーンも、あれ以上ないほどそっけなく否定した。でもあれは、マライナの夢だと言ってもおかしくない。

「だから」

　どうしても自分をマライナに重ねようとする思考を、ミーナは打ち消した。靴くつを脱ぎ、裸足はだしになって足温め器を使う。顔を暖炉の火から背そむけた。目を閉じると瞼まぶたの裏で炎が踊る。

　いくつものことが、立て続けに起こりすぎだ。体調を崩くずし、奇妙な夢を見て、自分が何者かを知らされた。知りたいと言ったのはミーナで、後悔はしていない。

　後悔はしていないけれど、胸に穴が空いたようにスウスウする。

　それに結局、母の行方は教えてもらえていないままだ。ミーナを産む「器うつわ」となった母は、今、どこでどうしているのか。

　レイヴェンに会いたい。

　慰なぐさめてもらいたいからじゃない。というよりも、慰めるレイヴェンなんて想像がつかない。それでも、彼に打ち明けたかった。なんて言うのか、どんな顔をするのか知りたかった。

　いっそ、パラデールを出るようにけしかけられるだろうか。そういうのが、レイヴェンらしい反応のような気がする。

　ミーナは風の音に耳を澄すませた。

「こんなに寒い日なのにね」

　いったいどこに行ったのだろう。どうして今夜に限って、と恨み言の一つも言いたくなる。

　そりゃあ、自由に出かける権利はレイヴェンにもある。悪さをしなければ、ではあるけれど……。

　身体が温まったミーナは急激に眠くなった。倒れて以来、眠りが浅かったせいもあるだろう。身体が治りかけ、眠れる体力が戻ってきたのかもしれない。なじんだ場所へ帰ってきて、ほっとしたのかもしれない。

　横を向いてあくびを逃がした。

　寝台へ行かなければと思いながら、ミーナは椅子で寝入ってしまった。湯ゆ気げの立つ薬やく湯とうを持ってきたファランドが、ミーナを見つける。彼はため息をつき、暖炉の火を調節して毛布を取ってきた。ミーナにかけ、灯りを吹き消して部屋を出た。




「司祭」

　膝ひざを揺ゆり動かされて目め覚ざめたとき、ミーナはどこにいるかわからなかった。

　辺りが明るい。朝だ。そう、ここは伯爵城の自室で、目の前には伯爵がいる。

「いやだ、わたし椅子で……」

「慌あわてなくていい。夕べ遅く戻ったんだってね。食事を持ってきた。食べられそうかな」

　問いには腹がぐうと鳴って答えた。どのくらいぶりだろう。お腹なかが減った、と思える。

　くすくす笑うナリスフレイをおいて、ミーナは毛布を抱かかえた。ミーナの部屋は司祭には贅ぜい沢たくな二間続きだ。奥の寝室へ逃げこんで身み支じ度たくする。もう起きられると思ったが、白い僧そう服ふくに引け目を感じた。身につけたくなくて、寝間着を替える。髪だけはきっちり結ゆい上げた。このほうが、三みつ編あみより病人じみて見えない。

　居い間までナリスフレイは朝食の席を作っていた。ミーナの一人分だ。お茶をカップに注そそいでくれているが、手つきがぎこちなくて笑ってしまう。

「ありがとうございます」

「どうぞ、司祭。わたしはすませたから。朝というより午ひるに近いしね」

「ああ、もうそんなに」

「よく寝ていたって。ファランドが、何回か見にきたそうだ」

「寝室へ運はこんでくれなかったのは、やっぱりちっちゃな嫌がらせですよね」

　ミーナは腰をさすった。変な姿勢で寝たせいで、節ふし々ぶしが痛い。

「遠慮だよ。と思っておこうかな、わたしとしては」

　真実は半分嫌がらせ、半分遠慮といったあたりのようだ。でも、起こされずによかったのかもしれない。身体はともかく気分はすっきりしている。

「食事もあれじゃなくてほっとしました」

　どろどろのパンのミルク煮にだったら泣いたところだ。酸さん味みのあるパンに、じっくり熟じゆく成せいした色の濃いチーズ。塩抜きしたハムは香ばしく焼き上げられている。

「ファランドはあれを出そうとしていたらしいが。いや、噓うそ。わたしが止めると知っていて、言いはしたけれどね」

「ファランドさんって、ほんと根こん性じよう曲まがってますよね。ナリスフレイさままでからかうんですから」

「娯ご楽らくが少ないからね。わたしも時々やるよ。『おい、何見ているんだヨキ』とか」

　作り声に、ミーナは口に運びかけたハムを落としそうになった。

「レイヴェンそっくり――」

「だろう？　やつが昼間現れるはずがないんだが、ぎくりとはするみたいだね」

「しますよ。だって、会ったことないのにそんなに似ているなんて」

「ここを使えば真ま似ねはできる。わたしのしない行動をしてみせればいいんだし」

　ナリスフレイは指で自分の頭をトントンやった。それから、少しばかり秘密めかして声を落とす。

「それに、なんとなくわかる気がするんだ。感じるって言ったほうがいいのかもしれない。前よりレイヴが近くなったっていうのか。あいつは、何か言ってないか？」

「いえ。最近はフィーンの悪口だけです」

「ああ、あれね」

　ナリスフレイはぷっと噴ふき出した。

「まだ気づいてないのか？　意外と見る目がないな」

「力いっぱい思いこんだせいでしょう。みんな悪のりしましたし」

「ははは。いつ教えるんだ？」

「そのうち。もしくは、わかるまで放っておこうかなあ。なんて」

「意地の悪い司祭だ」

「そういうナリスフレイさまこそ。そう仰おつしやるなら書き置きを残せばよろしいのに」

　伯爵にその気はなさそうだった。なんだかんだ言って、自分だって面おも白しろがっている。

　その和なごやかな雰ふん囲い気きを壊さぬまま、ナリスフレイがさりげなく訊いた。

「司教とケンカでもした？」

　ミーナはかわせずに目を瞠みはってしまった。できるなら、避さけていたかった話だ。

「何かあったなって、わかっちゃいます、よね」

「まあ、見ないふりならできるけれどね。するつもりはないが」

　あなたは大切な人だから、と言われてミーナは苦しくなった。

「わたしを追い出せばよかったと思うんじゃないでしょうか。わたし、やっぱりグメーラには、災わざわいになりにきたみたいで」

　食欲が失うせてミーナはフォークを置いた。満たされてないお腹が、鳩はとのように小さくクーと鳴く。

「司教は何か始めるつもりなんだ？」

「そうじゃありません。フィーンがわたしを助けるためにきたのは本当なんです。わたしが、自分のためにきたのもそう」

「だけど教団は違った？」

「察しがいいんですね」

「というか、そういう文脈だったからだよ。それで？」

　促うながされ、ミーナは意味もなくかぶりを振った。

「わたし、パラデールから信用されていなかったんです。いつか闇に染まる子だって思われていて。だから名前がマライナなんです」

　秘典を口外するのは気が咎とがめた。だが、ミーナは迷いを捨てた。

「教団にはマライナ復活の予言があって、わたしがそのマライナなの」

「だから司祭は――」

　瞬間黙りこんだ伯爵がそう漏もらした。ミーナは苦い笑みを浮かべる。

「納得しちゃうんですね」

「ああ、いや」

「でも説明がつく気がするんですよね？　いいんです、わたしも同じですから。フィーンに聞いて、彼女がギーの反対を押しきって教えてくれて、反論できなくて」

「それで司祭館を出てきた？」

「出たのは、裏切られたような気がしたからです。なんだか、ずっと疑われていたんだって思うと、何を信じていいのかわからなくて」

　色々、はっきり口にしたくないことがあるせいで、われながらまどろこしい言い方だとミーナは思った。ナリスフレイも、半分くらいしか意味が摑つかめないのではないだろうか。

　だが、彼は無理に訊たずねようとはしなかった。

「だからといって、あなたはグメーラに災いをもたらしてはいないと思うよ」

　そうだろうか、と心中でつぶやく。妖魔がミーナを〈闇の聖せい女じよ〉に祭り上げるならば、グメーラは巻まきこまれざるを得ない。

「〈闇の聖女〉として、やがて災いになるかもしれないってことか」

　ミーナは目を伏せてうなずいた。レイヴェンはすでに、ギーの報告で要注意人物と見られている。

「闇に染まるのが怖い？」

　思いがけないことを訊かれ、ミーナはまばたいた。

「怖いわけじゃ……、というよりも、まだそこまで考えてなくて。でも、そうね。怖いです。自分が自分でなくなったり、誰かを傷つけるかもしれないなら」

　そして、そうなると思われていたのがつらい。

「だったら、怖くなくなるようにしよう。歌いたければ歌っていい。わたしが側にいればいいなら、そうするよ」

「ナリスフレイさま」

「なんだい？　そんな驚いた顔をして」

「だって」と言ったきりミーナは口ごもった。会話がこういう流れになるなんて思ってもいなかったのだ。気遣いと優しさがいつも以上に心にしみて、どうしたらいいかわからなくなる。

「ありがとうございます。嬉しい」

　他に言葉はなかった。しぼんだ気持ちがほころんでくる。

「礼を言われることじゃないよ。その怖さは、わたしが誰より知っているから」

　日ごと、夜よごと、兄弟は入れ替わる――。

　いつか、入れ替わらない日がくるかもしれない。レイヴェンの理性が消えるかもしれない。ナリスフレイは、そういう思いを背せ負おってきたのだ。ずっと。

　伯爵は静かに訊ねた。

「司祭。あなたはグメーラの力になると約束してくれたでしょう？」

「はい」

「わたしにも、同じつもりがあるのを忘れないでほしい。あなたの力になるよ。怖いなら、しがみついてくれていいんだ」

「ですけど」

「わたしはグメーラで手いっぱいだって？　たしかに。だが、大事な人を守れないほどヤワじゃない」

　見つめられ、恥ずかしさにミーナは目をそらした。ナリスフレイの言葉が続く。

「気づいているだろうけれど、わたしはあなたが好きだ。もちろん、大それたことは考えていない。一生、領主と司祭のままでいい。それでいいから、側にいてほしいし、側にいたい。そのためなら、なんでもしよう。闇に染まるのも、止めて叶かなうなら全力で引き止める。だから、もっと頼ってくれていい。ああ！　泣くのはナシだ！」

　ミーナの両目に涙が盛りあがり、ナリスフレイが慌てた。服の袖そででミーナは急いで拭ぬぐう。強引に笑顔を作った。












「大丈夫です」

「ふう。それだけはカンベンしてくれ。女性の涙は苦手なんだ。まあ、得意な男なんていないだろうけれどね」

「だから、泣き落としっていう手があるんです」

「怖いことを言わないでくれよ。それはそうと、こないかもしれない未来のことでくよくよするのはよしたほうがいい。あなたを育ててくれた教団を恨むのもだ。マライナの予言はおろそかにはできないものだろう？　ただそれだけのことだよ。あのバスコイは、あなたを守ろうと必死だったはずだし。司教も間違いなく味方だ」

　ミーナは不思議だと思った。彼に諭さとされただけで、言葉がすんなり入ってくる。

「ナリスフレイさま。わたしも、ナリスフレイさまを好きみたいです。その、変な意味じゃなく」

　気持ちと、それから感謝を伝えたかった。ちゃんと、また頑張れる。

　ナリスフレイは笑顔になり、ふいに人の悪い表情に変えて訊いた。

「レイヴよりも？」

　答えに詰まると知っていて、わざとだ。伯爵は笑いだし、朝食をすませてしまうよう、ミーナに手ぶりで合図した。おどけるように尊そん大だいぶってみせる。

「一休みしたら聖堂へ行こう。思いきり歌うといい。特別に赦ゆるす」
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　陰いん気きな灰色の雲が、低く、低く垂たれこめている。

　伯はく爵しやく城じようの塔とうのてっぺんで爪つま先さき立だちをし、手を伸ばせば触ふれられそうなほどだ。遠くの家々は、今にも雲に圧おし潰つぶされそうに見える。

「これはまた……、今日は一段と風の精せいの機き嫌げんが悪いらしい」

　東館の執しつ務む室しつで、ナリスフレイが窓の外を眺ながめやる。

　風が轟ごう音おんを立てて吹き抜けていた。黒く縮ちぢれた、地にへばりつくように生はえた低木までがなぎ倒されそうになびいている。

　外は嵐だった。時折、積つもらない雪がドレスの裾すそのようにさっとひらめいて四し散さんする。

　ミーナは執務室の応おう接せつ椅い子すに腰かけていた。今日は僧そう服ふくを着ている。一昨日おとといの夜、城に戻って以来することがなく、手持ちぶさたに物語本をぱらぱらめくっていた。いまだ静養を申し渡されているため、あれきり司し祭さい館かんには行っていない。気き遣づかうつもりなのか、あちらからも特には何も言ってこなかった。

　ナリスフレイは書類に目を通していた。帳ちよう簿ぼのようだ。領りよう主しゆなんてふんぞり返っているだけ、と思っていたわけではないが、ここで過ごして初めて、けっこう忙しいのだと知った。

　領主のところには、領地のさまざまな問題が持ちこまれる。税のこともあれば、領民同士のもめごとも、結けつ婚こんや離り婚こんの許可もある。実際に片をつけるのはファランドなり、彼の指さし図ずを受けた代だい官かんだったりするわけだが、ナリスフレイはすべてを任まかせきりにはしておけない性しよう分ぶんらしい。

「その昔は、丸投げだったらしいけれどね」と彼は帳簿を読みながら言った。

「今のグメーラじゃ、それをやったらまったく機能しなくなる」

　時が経たつにつれ、グメーラからは人が離れる一方だった。かつては、主家の事情を呑のみこんだ使用人や下級貴族、領内で選ばれた司祭ヴアーリーらが領地を治おさめる手伝いをしていたという。だが生きるのに厳きびしい土地で、一つ、二つと家系は途と絶だえていった。もっと住みよい土地を目指した者もいる。

　グメーラに住み続けているのは、行くあてのない者、そしてここを愛している者だという。「彼らのためにできることをする」とナリスフレイは話した。それが彼の仕事なのだ、と。

「わたしも、何かお手伝いができればいいんですけれど」

　ミーナはさっきから暇ひまを持て余していた。したことといえば、お茶くみぐらいだ。

「司祭に帳簿を見てもらおうとは思わないよ。あなたには早くよくなって、また村で礼れい拝はいを執とり行ってもらうのが一番だ」

「だから全力でおとなしくしてます。今だって、英気を養っているんですから」

　側のテーブルには菓か子しや軽食が並んでいた。どれも栄養のあるものばかりだ。卓たく上じよう湯ゆ沸わかし器きまで用意され、いつでもお茶の飲めるよう、銀のヤカンがしゅんしゅん言っている。

　起きている間は働くのが当然と教えられた身には、後ろめたいほど贅ぜい沢たくだ。手を伸ばせばなんにでも届くし、部屋は暖あたたかく、椅子の座り心地ごこちも申し分ない。

「英気云うん々ぬんと言うなら、横になっていてほしいところだけれどね。うそうそ、そこにいてくれていい。誘ったのはわたしだ。こんな日は気が滅め入いるから」

　よかったら執務室でお茶を、と言ったくせにとミーナは頰ほおを膨ふくらませる。だが、彼の言うとおりだった。垂れこめた雲は太陽を遮さえぎり、まだ昼になったばかりだというのに黄昏たそがれのような薄暗さだ。

「なんだか、もう夜がくるみたいですよね」

「見回りに出たファランドが心配だ。今日は少し遠くまで行ったはずなんだ」

「帰れなくなるかも……？」

「場合によってはね。まあ、上う手まくやり過ごすとは思うが」

　ナリスフレイは雨雲の色をした雲を睨にらみ、ミーナに訊きいた。

「司祭はあれを追い払ったりできるのかな」

「雲をですか？　どうでしょう。光をつらぬかせるのならやれそうかなって思いますけど」

「したことはない？」

「ええ。天の理ことわりは、みだりに乱すものじゃないと教わりましたし」

「ああ、そうかもしれない。気にしなくていいよ、訊いてみたかっただけだ」

　ナリスフレイは帳簿に目を戻した。その途と端たんに出たくしゃみを殺す。ミーナは窓へと目をやった。ここよりもさらに北の魔の大陸では、年の半分がこの状態だと言われている。冬の間、太陽は殆ほとんど顔を出さず、長い夜が続くのだ。

　この天気は、どこかそれを思い出させずにはいられない。まるで、魔の大陸が忍び寄ってきたようだとミーナはかすかに身み震ぶるいし、同じように考えているだろう村人たちを思った。

「フィーンが、祈いのりの灯ひをともしているといいのだけれど」

　聖堂の蠟ろう燭そくを太陽に見立てて祈ることで、光の代わりとするのだ。人々の心の寄りどころになる。

「やっているんじゃないかな。まがりなりにも司教ヴアルプトだし」

「ものぐさ司教なんです。ここにくる前は、そういうお務つとめと縁えんがなかったので、うっかりしているかも」

　ミーナもフィーンも、本来は信徒と関わらない部署に属していた。内務監査や聖典の研究が主おもで、日々の祈りがどれほど大事にされているかを忘れがちだ。

「なんだか不安になってきました。わたし、ちょっと行って見て――」

「司祭。そこから動かない」

　ナリスフレイが命じた。

「この嵐の中を、あなたを出すわけにはいかないよ」

「ですよね」とミーナは浮かせた腰を再び落ち着けた。そわそわする彼女に、ナリスフレイが眉まゆ根ねを寄せる。

「あなたが元気なら、城の聖堂を使えというところだけどね。今日はそれもだめだよ」

「わかってます」

　昨日、ミーナはせっかくの機会を活いかせなかった。普段は光の名残なごりをレイヴェンが嫌きらうため、聖堂は飾りものと化している。そこで歌ってもいいと言われたのに、数すう節せつでやめてしまった。

　ほんの数日使わなかっただけで、喉のどが保もたなかったのだ。息も苦しかった。気持ちも入らず、おざなりな礼拝をしたような、ざらざらして苦い不快感が舌の上に残った。

　ナリスフレイは、それを不調のせいだと考えたようだ。気晴らしは中止となり、ミーナは寝台に押しこまれてまずい薬やく湯とうを飲まされた。

「レイヴェンて、最近何をしてるんでしょうね」

　ミーナは言った。この三日ほど、彼とは顔を合わせていない。入れ替わりの時間がくると、さっさとどこかへ出かけてしまう。

「司祭が知らないのに、わたしが知るわけないよ」

「そうなんですけど。そこはかとなく嫌いやな予感がしません？」

「考えないようにしているのに」

　ナリスフレイが顔を顰しかめて帳簿を置いた。机に肘ひじをついて額ひたいに手を当てる。

「悪さをしてないのを祈るばかりだよ、本当に。あなたが来て落ち着いたかと思ったけれど、……季節のせいか」

　最後はため息まじりになった。冬はレイヴェンの時間のほうが長い。

「あいつ、それとなくほのめかしたりしていないか？」

「別に、特には」

「じゃあ、信じてやるべきなんだろう。大抵、あいつの悪さは気づいてほしくてやるんだからね」

　ミーナもそれは同感だった。

「猫が、獲とったネズミを見せにくるみたいですよね」

「母親に叱しかってほしい子供だよ」

　弟だけに、ナリスフレイは辛しん辣らつだった。母という言葉で、ミーナは首から下げたままの飾りを思い出した。

「そういえば、ナリスフレイさま。この間の首飾り、お母さまの形かた見みなんですってね」

　ナリスフレイは両眉を上げた。初耳のようだ。

「妖よう魔またちがレイヴェンに返してきたんだそうです。二十年前に奪ったものだとか」

　彼はふっと表情を曇くもらせた。額の手をあごにずらして視線をそらす。

「ごめん。母のことは、あまり思い出したくないんだ」

「すみません」

　事情がありそうだと感じながら、口にしたのは軽々しかった。ばつの悪い思いを味わうミーナに、ナリスフレイが取りなすように言う。

「かまわないよ。ただ、いい話じゃなくてね。あの人は、わたしたちを産むためだけに連つれてこられたから。知ってのとおり、伯爵家は呪のろわれた血を伝えなくちゃならない。きっちり、代々一人だけ男子が生まれるんだから、これはもう神がかってるとしか言いようがない」

　それはともかく、と彼は続ける。眼まな差ざしが暗く翳かげった。

「近きん隣りんで縁組みを望む者がいるはずもなし、かといってファランド家なんかじゃ血が濃くなりすぎている。だから時々、それを薄める措そ置ちが取られるんだ。まったく、グメーラに縁もゆかりもない人を『迎むかえ入れる』ことで。これは控ひかえめな表現」

　あからさまな表現は必要なかった。伯爵の母がどう嫁とついできたのかは、わかる。

「当然、母は受け入れなかった。身ごもっておかしくなったらしい。死が迎えにきてほっとしたんじゃないかな。あの人の魂たましいが安らかならんことを」

　彼は淡たん々たんと祈りの印いんを切る。その思い出と自分を切り離しておこうとするように。

　ミーナはうつむいた。こんな話を持ち出すのじゃなかった。

「だけど、意外だよ。あいつら、妖魔が母に関心を示したなんてね。やつらはあの人を、器うつわとしてしか見ていなかったはずだから。その彼女の首飾りを奪とるとは思っていなかった」

　器。ミーナはフィーンの言葉を思い出す。キリヤナ司祭はミーナを産む〈器〉に選ばれたという。それは女神と同義ではなかった。母は女神の再さい来らいではなく、道具だったと言われたようなものだ。ナリスフレイたちの母も同じ。妖魔の血を引く世よ継つぎを絶たやさないための道具。

「もう、この話やめましょう」

　ミーナはたまらなくなって打ち切った。自分たちが神々の遊ゆう戯ぎ盤ばんの駒こまになったような気がしてくる。

　ひときわ大きな音で風が吹き抜けた。見えない巨人に体当たりされたように、窓まど枠わくが軋きしむ。

　空はいっそう暗くなった。本格的に灯りの用意が要りそうだ。

　ナリスフレイが身を震わせた。眉み間けんに皺しわを寄せる。

「ナリスフレイさま？　大丈夫ですか」

「ああ、ちょっとぞくっと。今日は冷えるからだよ」

「それと頭痛、とかいうなら、風か邪ぜです。嫌だ、もしかして熱があるんじゃ」

　ミーナは机の横を回った。彼は弱音を吐はかない人だ。こちらが強く出ないと、上手く隠かくしてしまうだろう。

　彼女は驚くナリスフレイの額に触れた。熱いのか、そうでないのかわからない。自分の指先が氷のようだからだった。ナリスフレイに手を握にぎられてしまう。

「どういう手をしているんだ、司祭。わたしの心配をしている場合じゃないだろう？」

「ええと、はい。また冷えてたみたいですね。でも、ナリスフレイさまも身体からだを大切にしてくださらないと」

　ミーナが言うと、伯爵はなぜか面食らった顔をした。ミーナにしてみれば、なぜそんな顔をされるかがわからない。

「ナリスフレイさま？」

「ああ、悪い。なんというか、ちょっと新しん鮮せんで」

「はあ」

　何が？　というか、どこが？　いつも憎にくまれ口を叩くという厭いや味みだろうか？

「あのう。もしかして、わたしのこと誤解してます？　わたし、本当にあなたを大切に思ってるんですけど。尊敬してますし、ずっと元気でいてほしいです。放っておくと、根こんつめられるでしょう？　だからお身体を大切にって」

「ああ。そうだね、感謝するよ」

　カンシャする？　どうかしちゃったの、この人？

「いや、ミーナ、司祭。なんというかその、ぼんやりしてしまって」

「大丈夫ですか？　やっぱり風邪を引くんじゃ」

「かもね」

「薬湯を飲みましょう。身体を温あたためれば、風邪だって出ていきます」

「ちょっと待った。それは、わたしに押しつけるという意味か？　そいつを自分で飲みたくないから」

　薬湯を取りに動きかけたミーナは、手首を摑つかんで引き戻された。今日一日分、たっぷり煎せんじられた薬湯がポットに入っている。

「バレました？」

「あのな。ヨキに言いつけて、縛しばりあげさせるぞ」

「またレイヴェンごっこですか？」

　むっとした表情がそっくりだった。だが、レイヴェンはもっと低い声で脅おどすだろう。

「今のは、ちょっと意地悪顔が足らないみたいです」

　ミーナは伯爵の側を離れてお茶を淹いれに行った。カップにジャムを入れ、あつあつの茶を注そそいでよくかきまぜる。

「そんなに性格がねじけているのか、あいつは」

　ナリスフレイが呆あきれ顔でやってきた。一ひと休やすみする気になったようだ。

「まあまあ？」とミーナは答える。ひねくれているとは思うが、王者級とまでは呼べない。

「まあまあ、ね。中ちゆう途と半はん端ぱだ。特に優すぐれているところは？」

　レイヴェンのことを知りたがるなんて珍しい。ミーナは菓子を切り分けながら宙を睨んだ。

「そうですね。――手の早さかしら」

「哀あわれなヤツだ」

　ナリスフレイが嘆なげいた。それしか取とり柄えがないのかと思ったのだろう。

「あと、呆れるくらい勝手ですけど」

　ミーナは挙あげてみたが、褒ほめてないと気づいて口を閉じる。

「勝手か。わたしも少し、見習うべきなのかもな」

「いいんじゃないでしょうか」

　彼にはもっと息抜きが必要だ。十回に一回、いいえ、二十回に一回でも、わがままを言っていいように思う。

　ナリスフレイは立ったまま片手でカップを持ち、もう片手で耳をいじっていた。ピアスの穴が気になるのだろうか。

「司祭」

「はい？」

「やっぱりキラキラしてるね」

「そうですか？」

　ミーナは自分を見み下おろした。取りたててそうは思わない。むしろ、倒れて以来、膚はだがくすんでいるような気がしてならなかった。疲れのせいか、目の下にくまもある。

「ああ。やっぱりあんたは、女神の娘なんだな。眩まぶしくてくらくらする。目が潰れそうだ」

　彼は大丈夫なのだろうかと、ミーナは危あやぶんだ。レイヴェンごっこを続けるのはかまわないが、このくどき文句じみた言葉はどうだろう。

「ナリスフレイさま。わたし、そういうレイヴェンごっこはしませんからね」

　べたべた触ふれられたり、髪を弄もてあそばれてはたまらない。彼にまでそんな振る舞いをされたら、ミーナはどうすればいいのだろう。

「お触りは禁止か」

「当然です」

「哀れなヤツだ」

　ナリスフレイは、さっきの台詞せりふを繰くり返した。だが、どこか妙だ。自分を嘲あざ笑わらう言葉にしても、他ひ人と事ごとすぎやしないだろうか。

「ナリスフレイさま？」

　薄気味悪く思い、ミーナは様子を窺うかがった。呼びかけられた彼は、待っていたかのようににやりとする。

　それはナリスフレイの表情ではなかった。ごっこでもなかった。残る一つの可能性に、ミーナはびくりとする。

　外を見た。暗いけれど、今は昼だ。だからありえない。これはありえないはずなのに――。

「……レイヴェン？」

　意を決して呼びかける。否ひ定ていしてほしかったが、カップを置いた彼は嬉しそうに認めた。

「そうだ、俺だ」
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「『なんちゃって』」

　気がつくとミーナはそう口走っていた。レイヴェンだと言い張る相手に詰め寄る。

「なんちゃって、って言ってください。噓うそですから、それ。だってそんなはずありません」

　ミーナの剣けん幕まくに彼は気け圧おされたようだった。目を見開いて黙りこみ、それから降こう参さん、というように両手のひらを見せた。

「なんちゃって」

　声こわ音ねはナリスフレイのものでミーナはどっと息を吐はいた。だが、彼は食事の載のった盆ぼんをひっくり返すように、声をがらりと変える。

「――なわけがあるか」

　呆あきれたような口調、態度。どれもこれもがレイヴェンだ。彼はテーブルの食べものを押しやり、空あいたところに腰を下おろした。この行ぎよう儀ぎの悪さもレイヴェン。

　立たち尽つくすミーナの顔を覗のぞきこんで、手を伸ばして頰ほおに触ふれる。これもレイヴェン。

「だって、だって、こんなのありえない」

　ミーナは馬ば鹿かみたいに繰くり返した。それはもう聞いた、とレイヴェンがうんざり顔をする。

「い、いつからなの」

「さっき。おまえが『ナリスフレイさまも身体を大切にしてくださらないと』と言った辺りだ。俺だって驚いている」

「しょっちゅう入れ替わっていたわけじゃないのね」

「違う、これが初めてだ。おまえ、そんなことを気にしていたのか？　普段、兄貴と何してるんだ」

「なんにもしてません」

　疑われてムキになった。だが、たぶん、ナリスフレイへのほうが気持ちを素す直なおに表している、とは思う。

「ふん、そうか。じゃあ、これは俺の専せん売ばいなわけだ」

　レイヴェンは伸び上がると、ミーナの唇くちびるの端はしに唇で触れた。軽く、そっと。突きとばされる前に逃げた。テーブルに腰かけ直して、ミーナの振り上げた手を摑つかむ。

「これが昼なんだな」

　何よりも強い殺し文句にミーナは叩たたく気をなくした。これが昼。そう、これがレイヴェンの知らなかった昼の時間だ。

　レイヴェンは勝手知ったはずの執しつ務む室しつをもの珍しそうに見回した。一つ一つの光景を、目に焼きつけようとしているようだった。

「眩まぶしくて、目がしみる」

「本当は、もっと眩しいのよ。今日は――」

　曇くもっていると言いかけてやめた。どんな曇り空でも、完全な闇やみではない。

　レイヴェンは立ち上がった。ミーナの手を放し、室内をブラブラと歩く。書類や置物を手にとってたしかめ、窓まど辺べへ行った。

　窓には地鳴りのような風が吹きつけている。レイヴェンはそれを眺ながめながらガラスに手を触れた。風の歌を聴くように。

　ミーナはなんとなく彼に近づいた。振り向いたレイヴェンが、窓まど枠わくに両手をついてミーナに笑みかける。

　言いたいことがわかる気がした。これが昼。

　そして、これがグメーラ――。

　レイヴェンは窓枠で身体からだを支えたまま天てん井じようを見上げた。全身で昼を感じようとしている。

　生まれて初めて牢ろう獄ごくを出たような気分なのだろう。どんなまばゆい朝よりも、この瞬間のほうがきっと価値がある。

「どうやって出てきたの？」

　手て招まねきされ、ミーナはさらに側に寄った。レイヴェンは当然のように彼女の手を取った。

「夢の中で、何か、遠くで呼ばれているような気がした。目を覚さませるんじゃないかと思ってやってみたら、おまえがいた。兄貴の心配はするくせに、俺には悪口か」

　意地悪顔が足りない、と評したあれだろう。

「ナリスフレイさまは、どこ」

「ああ」

　レイヴェンは難しい顔をした。

「上う手まく通じるかわからんが、ここにいる。俺が肘ひじで押しのけているような感じだ。わかるか？」

「なんとなく」

　どう理解したかを説明はできないが、意味は伝わったように思う。

　ナリスフレイが怒っているのではないか、とミーナは訊きいた。レイヴェンは曖あい昧まいな仕し草ぐさをする。

「かもな。喋しやべれるわけじゃないから、たしかなところは知らん。だがまあ、いい気はしないだろうな。逆なら俺は暴あばれている」

「でしょうね」

　ミーナはレイヴェンの手を振りほどきそびれていた。喜びに水をさすような真ま似ねは気が引けたのだ。

「外へ出たい？」

　彼らには何か重大な変化が起きているはずだと思いながらも、ミーナは訊いた。昼だというのに追いやられたナリスフレイが心配でもある。けれど、レイヴェンにだってささやかな楽しみがあったっていいだろう。もう二度とないかもしれないのだから。

　レイヴェンの目が煌きらめいた。

「おまえもくるか、ミーナ？」

「支し度たくさせてくれれば」

　外は嵐だぞ、馬鹿かおまえは。と、ここにギーがいたらわめき散らしたことだろう。だが灰色の怪物バスコイは司し祭さい館かんだ。二日も離れたままでいる。

　ミーナは自室へ戻り、分ぶ厚あつい白の毛け織おりの外がい套とうを着こんだ。フードもすっぽりと被かぶる。

　玄関で落ちあったレイヴェンも彼の色に着替えていた。すべてが黒ずくめだ。耳にもピアスが戻り、静かな輝かがやきを放っている。

　彼の外套は踝くるぶしまですっぽり覆おおうようだったが、フードはなかった。あっても被らないのではという気もしたが。

「風か邪ぜ引くわよ」

「そのときは、おまえに看みてもらう」

　レイヴェンはあしらった。あとで熱を出すことなんて、ささいな問題なのだろう。

「鼻をつまんで、苦い薬やく湯とうを飲ませるわよ」

「やってみろ」

　片かた眉まゆを上げたミーナに応じて、レイヴェンは玄関を開けた。風にあおられて手からもぎ離され、扉が壁に叩きつけられる。

　まるで大おお槌づちで城門を破られるような音が響ひびいた。ホール中の埃ほこりが舞い上がり、隅すみに飾られた鎧よろいがカタカタと鳴る。

　二人は同時に首を竦すくめ、それから笑いだした。扉を押しつけるように閉め、外へと踊りだす。

　すぐに風が阻はばんだ。ひっぱたかれるように押し戻され、ミーナのフードが脱ぬげる。

　レイヴェンがすぐ被せ直した。ミーナと手を繋つないで、城門への下り坂を下りてゆく。

　風が荒れ狂った。細かな氷の礫つぶては、思いとどまらせようとしているようだ。

「やっぱり、無む謀ぼうだったかしら」

　城門をくぐるまでに、たっぷり二十分はかかったのではないだろうか。いつもはその半分もあれば、城のある丘をなかば下っている。

　レイヴェンはまったく堪こたえていないようだった。やっと城門に辿たどり着いたのを、面おも白しろがっているらしい。

「無謀がどうした。おまえを連つれて村を練ねり歩けるなら、俺はなんだってする」

　真夜中のひそやかな外出ではないのだ。二人の散歩を人々はごく普通に受け止めるだろう。――穏おだやかな天気の日であれば。

　村の家々は、どれも固く扉を閉ざしていた。家か畜ちくたちも小屋に追いこまれ、山や羊ぎの仔こ一匹見あたらない。

「誰も見物してくれなさそうね」

「ふん。じゃあいい。もっと手軽な方法に切り換かえる」

　レイヴェンはミーナの腰に腕うでを回すと、宙へと跳とんだ。たちまち、城の塔とうが眼下へ遠ざかる。

「ふわっ」

　ミーナは顔にまともに風を食らって息を詰まらせた。打ち倒されるかと思ったが、そうはならなかった。小川のせせらぎが石をよけるよう、風は吹き抜けてゆく。

　レイヴェンの髪が、外套の襟えりが、ミーナのフードがはためいた。顔を上げるな、とミーナは横を向かせられる。レイヴェンの胸に、顔を埋うずめるように。

「白しら茶ちやけてるんだな」

　なんのことかと思ったが、グメーラの印象のようだった。季節がら、丘の草は枯かれ、大地は乾かわききっている。ひねこびた低木は黒かったが、数は少なかった。ごつごつした剝むき出だしの岩をミーナなら黒と表現するだろうが、レイヴェンにとっては黒ではない。黒は闇の、夜の色だ。

　だから岩は焦こげ茶とでもいうところだろうか。それらすべてをまとめれば、「白茶けた」でも間違いはない。

「夏は綺き麗れいよ」

　ミーナは教えた。辺り一面が、鮮あざやかな黄色の絨じゆう毯たんになる。

「冬だって悪くない」とレイヴェンが答えた。どこまでも広がる荒こう涼りようたるグメーラを眺め回し、いきなり笑いだした。

　声は荒々しく、けれど冷たく澄すんでいた。ミーナはぎょっとして見上げ、既き視し感かんを覚える。倒れた日に見た夢が甦よみがえった。この場所、この空そら模も様よう。

　あれは夜ではなかったのだ、と初めて気づいた。雲の垂たれこめた昼間だった。同じように風が吹いていた。

　そして、黒衣の男は笑った。レイヴェンのように。あの女性を抱いたまま。ミーナが今されているように。

「どうした？　人に見られるのが怖いか？」

　身み震ぶるいしたミーナに、笑い止んだレイヴェンが訊く。

「違うわ。夢を見たの。これとそっくりだったから」

　どんな夢かを話した。レイヴェンは兄と似た感想を述のべる。

「ジャイナルとマライナか」

「なんだか当たり前みたいに言うのね」

「当たり前みたいにしか聞こえんからだ。その話から、他の何が連想できる？」

「そうかもしれないけれど」

「何を気にしてる？」

　ミーナは目を伏せた。意味もなく風にちぎれそうな低木を見つめ、渦うずを巻まき、白いしぶきを上げる海に視線を移す。

「この状況を。何もかもが繰り返している気がして。今、『繰り返す』っていう言葉にちょっと敏びん感かんになっているから」

「おまえが、正しよう真しん正しよう銘めいマライナだからか」

　レイヴェンはあっさり口にした。彼に、ミーナは話した覚えがない。

　ナリスフレイが話したのだろうか。彼の漏もらした言葉は、ファランドを経けい由ゆしてレイヴェンに届く。聞かせてもいいと判断したことだけだが。

「俺にだって情報源はある。この場合は妖よう魔まだ」

「彼らはあなたに話さなくなったんじゃないの？」

「司教向けの噓を信じるな。やつらは今でも、必要なだけ俺に報しらせを運んでくる」

「教団がわたしをマライナの生まれ変わりと思っていることも？」

　訊たずねると、レイヴェンはほう、と眉まゆを上げた。

「意見の一いつ致ちをみたらしいな」

「どういうこと」

「やつら――妖魔もおまえをマライナだと思っている。あの夏の夜以来な。今頃わき返っているぞ。悲願の成じよう就じゆもすぐそこだと」

　ジャイナル復活。彼らの望みはただ一つだ。

「おまえを護まもっているのは俺だ」とレイヴェンはミーナの後おくれ毛げを弄もてあそんだ。

「レイヴェン・ルシャインの名で知らしめた。おまえに指一本触れようものなら、そいつは誰であれ殺すと。グメーラにちょろちょろ現れやがったやつも、生皮を剝はいで城の城じよう壁へきから吊つるしてやる、と」

　光景を思い浮かべてしまい、ミーナは胸が悪くなった。唾つばを呑のみこみながら納得する。だからなのだ。あれほど多かった怪かい異いが、ぱたりと止んだ。

「じゃあ、妖魔は今何をしてるの？」

「グメーラを指をくわえて眺めている。あるいは、よそで災わざわいを振りまいているだろう」

　よそで災いを振りまくのはともかく、グメーラに手出しができないのはいいことのように思えた。グメーラは古いにしえの契けい約やくにより、妖魔たちに踏ふみにじられる心配はない。ただ、彼らが気にも留とめない、そしてこちらにしてみればぞっとする悪戯いたずらは、頻ひん繁ぱんに起こっていた。

　グメーラはその歴史において、初めて平和を得たのだろうか。ミーナがここにいる限り、妖魔には手出しができなくなった。レイヴェンが睨にらみを効きかせているうちは。

「わたし、少しはグメーラのためになったのかしら」

「ああ。おまえのおかげで、みんなぐっすり眠れるだろう」

「よかった。のよね」

　自信を持ちきれず、訊ねるような言い方になってしまった。なんだろう。心にひっかかるものがある。

「レイヴェン。寒くなってきたわ」

　どのくらい空の上にいたのだろう。風は弱まりつつあったが、指先がかじかんでいた。頰からも感覚がなくなって、キンと冷たい。

「そうだな、戻るか」

　レイヴェンはそう言ったが、つい、と先へ飛んだ。おなじみの断だん崖がいを見回り、村を越えた向こうにまで行く。名残なごり惜おしいのかもしれない。フードが再び脱げ、ミーナは凍こおりつくような風に耐えた。

「おっと」

　だしぬけにレイヴェンが止まる。隣村へと続く丘の連つらなりに、一台の馬車を見つけた。鋭するどく指ゆび笛ぶえを鳴らし、馭ぎよ者しやの注意を惹ひく。

「レイヴェン！」

　制したが遅かった。馭者台の人物は空を見上げるなり転ころげ落ちそうになる。ここからでも、顔が青ざめたのがわかった。レイヴェンは笑っている。相手がファランドだからだ。

「見ろよ。ヨキのやつキゼツしそうだ」

　ファランドでなかったら、とうに気絶しているだろう。彼にとって、今日は厄やく災さいの日に違いない。嵐の中を見回りに行かねばならず、戻ってきたら「魔ま王おう」伯はくが司祭ヴアーリーを連れて昼ひる日ひ中なかの空を飛んでいる。

　ミーナは家か令れいに同情しつつ、小さく手を振った。取りあえず、自分は大丈夫だと知らせたかったのだ。

「ファランドさんより先に帰ったほうがいいわ。それにほら、誰か出てくるかも」

　そう言ってレイヴェンをせっついた。嵐が止んだと思えば、人々は活動を始める。見み咎とがめられたくなかったし、蒼そう白はくになって目を剝むくファランドの視線からも逃のがれたかった。

「ちっ」

　不満そうに舌打ちしたが、レイヴェンは城へ戻った。玄関の内側に入り、扉を閉ざすとほっとした。風がないだけで、天国のように暖かい。

「髪がぼさぼさだ」

　レイヴェンが顰しかめ面つらをした。が、それはフードなしの代だい償しようだ。

「おまえみたいに、結ゆい上げて留めておけばよかった。じゃなけりゃ、三みつ編あみか」

　ミーナは噴ふき出した。特に三つ編みはあんまり似合うとは思えない。

「かっこつけずにフードを被ればよかったのよ」

「ついてないものは仕方がない」

「嫌きらいなんでしょ」

　二人は執務室へ上がった。初めにそこにいたため、自然と足が向いたのだ。

　執務室はもちろんそのままになっていた。今日は通かよいの使用人たちは来ない。食べものはテーブルの隅に押しやられ、飲みかけのカップが散らばり、暖だん炉ろでは炎がまどろんでいる。

　レイヴェンは脱ぎ捨てた外套を手近な椅い子すに放り出した。執務机の椅子に座る。黒ずくめの彼がいると、不ふ思し議ぎな気がした。同じ部屋が違って見える。

　ミーナも毛織りの外套を脱いで、たたんで持った。

「初めて、昼間に外に出てどう？」

「いい気分だ」

「ナリスフレイさまは？」

　そう訊ねると、レイヴェンの上じよう機き嫌げんがやや損そこなわれた。

「兄貴のことなんて、どうだっていい」

「よくないわよ。たぶん怒っているでしょうけれど、それでも気になるもの」

「くそ」

「レイヴェン」

「わかった。わかりました。俺に押しのけられて、機嫌が悪い。ような気がする」

「じゃあ、そこにいるはいるのね」

「忌いま々いましいことにな」

　彼らは決して一人にはならない。悲劇ではあるが、ミーナは安あん堵どした。ナリスフレイが消えてしまったわけではないのだ。

「これから、あなたたちの入れ替わりの時間はめちゃくちゃになるのかしら」

　ミーナも椅子に戻った。脇に外套を置いて、読みさしの物語本をその上に重ねる。

「おまえはどう思う、ミーナ」

「そんなのわからないわ。あなたたちがこうだって、知って三み月つきだもの」

「めちゃくちゃになったら困るか？」

「でしょう？　きっと、わたしよりファランドさんが余計に」

　家令は伯はく爵しやくの指示を仰あおいで動いているのだ。真剣な話し合いの途中でレイヴェンに代わったりしたら、やっていけなくなるのではないだろうか。

「安心しろ。そうはならないはずだ」

　ずいぶん確信を持って言う。どうなるのかを知っているように。

「二度と、こんなふうには入れ替わったりはしないの？」

「ああ、これが最初で最後だろう。やっと願いが聞き届けられた」

「女神に祈いのったの？」

「俺の願いを叶かなえたのはキリヤナじゃない。いつだってジャイナルだ」

　本気とも冗談ともつかぬことを彼は言った。不ふ謹きん慎しんだとミーナが咎めるよりも早く、話を進めてしまう。

「おまえ、俺の名前を知っているだろう」

　知らないはずがないから、ミーナは答えてやった。

「レイヴェン」

「正しくはレイヴェン・ルシャインだ」

　レイヴェン・ルシャイン。ミーナは口中で繰り返した。そうだった、彼は必ずそう名乗る。だがナリスフレイたちはレイヴェンとだけ呼び、妖魔たちはルシャインとだけ呼ぶ。

「ねえ、そのルシャインてどういう意味？」

「初代のグメーラ伯の名だ。俺はそれをもらった」

　初代グメーラ伯は妖魔の血を引く。彼は子孫たちにこの土地と、呪のろわれた血と、狂おしさと絶望を伝えた。古の契約は、彼とジャイナルの息子むすこエナンとの間で交かわされたという。

「ルシャインを継つぐのは、初代と同じだけの力を持つやつだけだ。人の血で代々薄まった、奇行ばかりの『魔王』伯じゃなくてな」

　つまり、レイヴェンのように。

「あとからもらった名なのね」

「ああ、やつらからな。さしずめ『魔王子』ってところだろう」

　おそらく、その名はナリスフレイが伯爵位を継いだときに授さずかったのだろう。先代伯の死により、彼は十代の終わりに爵位を継いだ。表向きは。裏では妖魔が糸を引いていて、先代を用なしと判断して席を明け渡させたのだ。

　妖魔にとって、グメーラの主あるじは兄ではなく弟だ。レイヴェン――ルシャイン。

「その魔王子の願いを、キリヤナが聞くか？　ジャイナルなら聞くがな。というか、代理のエナンが」

「待って」

　ミーナは遮さえぎった。レイヴェンの言葉はこう聞こえる。

「あなた、本当に願いごとをしたの？　妖魔の首しゆ魁かいに」

「悪いか」

　至し極ごく当然という彼の顔に、ミーナは絶句した。立ち上がる。

「悪いかって、レイヴェン！　妖魔とは手を切ったんじゃ……、噓だって言ってたわよね」

「思い出したか。二度言う手間が省はぶけたな」

「何を願ったのよ！」

　咎める声が部屋いっぱいに響いた。レイヴェンは余裕のそぶりで眉をひそめる。

「ちょっと声を抑おさえろ。キーキーわめくな」

「わめくわ。わめくに決まっているじゃない。あなた、妖魔の側には立たないって言ったのよ？　わたしと約束したわ。それなのに！」

「あのあとで事情が変わった」

「変わらないわ。変わってない」

「変わったんだ。おまえが変えたと言ってやろうか」

「フィーンが来たこと？　彼女のことは――」

「司教なんざ放っておけ。おまえだ。おまえは光を集めて妖魔どもを吹き飛ばした。つまり、マライナだと知らしめた」

「またその話!?」

　急所を突かれたミーナは声を高くした。いいかげん、連れん呼こされるのはうんざりだ。

「信じないだろうな、俺がおまえを待っていたのを」

　レイヴェンは頰ほお杖づえをつき、品定めでもするようにミーナをじっと見つめた。

「前に一度、俺はおまえに言いかけたことがある。どこにも行くな、側にいろ、たぶんおまえは、と」

「覚えてる」

　直後にレイヴェンは気を失い、残りはその後取り紛まぎれたままになっている。

「あの続きはこうだ。『たぶんおまえはマライナだ』。今となっちゃ、またか、って感じだろうがな。俺はずっとおまえを待っていた。妖魔たちに聞かされて」

「いつか、マライナが再さい来らいしたら、あなたにとってなんなの？」

「救いの光だ。これだけを願っていたと言ってもいい」

「昼を知ること？」

　レイヴェンは笑った。声に出さずに。

「一人になることだ。こんなふうに」

　ミーナは言われたことが呑みこめなかった。一人に。こんなふうに。

「だってレイヴェン。ナリスフレイさまはそこにいるんでしょう」

「今はな。このままでいれば、やがて消える」

「だめよ」

　思わずミーナは叫さけんでいた。本気の眼まな差ざしにぞっとする。

「だめとはなんだ。俺には、俺一人で生きる資格はないのか」

「そうじゃないわ、そうは言わない。でも、ナリスフレイさまだって同じじゃない」

「ああ、だが身体は一つだ。どちらかが諦あきらめるしかないだろう。俺は諦めない」

「彼だってそうよ」

「そうだろうな。兄貴は負けただけだ。おまえがマライナだったからな」

「待ってちょうだい。どうしてそこで、わたしが出てくるの。納得いかない」

　怒りが膨ふくれあがった。勝手な押しつけも不ふ愉ゆ快かいだが、すべてをそのせいにされるのも我が慢まんならない。

「そりゃ、わたしは教団にも疑われてきたわよ。でも、まだ何もしていないわ。そうでしょう？　祈りで妖魔を吹き飛ばすのは〈闇の聖せい女じよ〉の仕事じゃないわ」

「ああ、あれは〈光の乙女おとめ〉の仕事だ」

「だったら、どうして？　あれ以来、特に何もしていないのに」

「それは認める。マライナ」

　またしても、忌々しく、レイヴェンはそう呼んだ。睨みつける彼女に、髪に手をやる仕し草ぐさをする。

「髪からピンを抜け」

「いやよ。意味もなくそんなことはしません」

「抜け」

　レイヴェンは小さく、目め許もとだけで笑った。意味があるから命じた、と言葉にする代わりに。

　ミーナは髪からピンを引きむしった。結い上げた髪型が崩くずれかかると、強引に手で梳すき下ろす。

　細い髪が滝たきのように溢あふれ、肩かたを流れ落ちた。見守っていたレイヴェンが促うながす。

「見ろよ」

　髪を!?

　ミーナは苛いら立だちと共に髪を握にぎりしめた。顔の前に持ってゆく。

　すっと凍こおりついた。息を呑んだのは、ミーナだったのかもしれない。

　ミーナは闇を摑んでいた。

　春の陽ひだまりの色をした彼女の髪は、漆しつ黒こくに染まっていた。
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　レイヴェンは席を立ち、机の横を回ってやってきた。

「光を吸いこんでいる。似合うぞ黒髪も」

　指で髪を梳すいたレイヴェンがミーナの指を開かせ、優しく撫なでつける。

　ミーナは動けなかった。身体からだが氷の柱に変わったかのようだった。髪が黒く染そまった。ミーナが女神の再さい来らいだと証あかし立てするように。

　予言のとおりに！

　激げき情じようが身を包んだ。ミーナは発ほつ作さ的てきに髪を引き抜こうとする。レイヴェンがその手を押さえた。振りほどこうと、ミーナは腕うでをめちゃくちゃにねじった。

「いつから？」

　ミーナのカン高い声が訊たずねた。レイヴェンは気づいていたはずだ。

「さっきから、だろうな。司教ヴアルプトにもヨキにも何も言われていないなら、そうなんだろう」

「さっき？」

「俺が現れたときだ。そのときはもう黒かった。急に変わったのかはともかく、おまえは俺に呼こ応おうした。もしくは、俺がおまえにな」

「わたしたちが影響しあったっていうの？」

「そうだ。俺が仕組んだ」

　レイヴェンはミーナの首に手を滑すべらせ、首飾りの鎖くさりを指でたぐり上げた。引き出された形かた見みの飾りをよく見えるようにする。

「これ」

　ひとこと漏もらしたミーナは言葉を失った。数日前に預あずかったとき、飾りは六角形だったはずだ。

　だが、引き出された飾りは成長していた。透すきとおった枝が六方向に伸び、それぞれが繊せん細さいで透とう明めいなレースに縁ふち取どられている。

　氷の結けつ晶しよう。ミーナは胸にナイフを押しこまれたように感じた。

　これは妖よう魔まの象しよう徴ちようだ――。

「よく育っている。見事なもんだな」

「お母さまの形見なんでしょう？」

　ミーナは訊ねた。そういう触ふれこみだったから預かったのだ。

「ああ、ハハオヤのな」

「あなたを産んでくれたお母さまのよね？」

　たしかめながら、答えはわかる気がした。どうしてあのときに訊きかなかったのだろう。後悔が押し寄せる。

「その女じゃない」とレイヴェンは言った。なんの気持ちも感じられない声で。

「いわば俺たちのハハオヤのだ。ジャイナルにこれを授さずけられた女の」

　マライナ！

　レイヴェンは飾りをいじくった。

「ジャイナルも、こうやって女神の娘をものにした。氷の欠片かけらを抱いだかせて、少しずつ心を凍こおらせてな。こいつは、おまえの中の〈光〉を食らう。代わりに闇を植うえつける。――意外と気づかんものらしい。おかしいと思わなかったのか？」

　思わなかった。それどころか、見てもいなかった。預かってすぐ倒れたせいだ。ほかのことに気を回せていなかった。

「天、いや、魔が味方したのか。それとも、おまえも周囲も気にかけないよう力が働いたのかもしれん」

　レイヴェンは手を放した。鎖がしゃらんと鳴り、美しい氷の結晶がミーナの胸ではねる。

「騙だましたのね」












　ミーナは信じられない思いだった。司祭ヴアーリーの手によって浄じよう化かされれば母親も喜ぶから。その言葉も、あの笑顔も噓うそだったなんて。

「人聞きが悪いな。これは妖魔のやり方だ」

「あなたは妖魔じゃないわ」

「妖魔だ。半分はな。もしかすると殆ほとんどが」

「違うわ」

「違わない」

　レイヴェンはミーナの言葉に被かぶせるように言った。自じ嘲ちようするように、片かた眉まゆだけ上げてみせる。

「考えてみろ。俺はルシャインを名乗る。誰よりも妖魔に近い」

「近いのとそのものは違うわ。どうしてそんなことばかり言うの、人でいようと思ったんじゃなかったの？」

「思ったさ、思っている。だが、それより前に俺は一人になりたい。かわりばんこじゃなくてな。すべてを俺のものにしたい」

　レイヴェンがミーナを見み下おろす。眼まな差ざしに、わずかに熱がこもった。

「そのためには、おまえが必要だった。おまえの〈闇の聖せい女じよ〉の力がな」

　悔くやしさに、ミーナは空あいているほうの手を振り上げた。彼は避よけもせず叩たたかせる。乾かわいた音が響ひびいた。

「どうしちゃったの!?」

　ミーナは訊ねた。頰ほおを赤く腫はらして平然としているレイヴェンに言う。

「寝ぼけてるとしか思えないわ。あなた、今日は変よ。わたしの知ってるレイヴェンはあなたじゃない」

　彼を揺ゆさぶりながら、じゃあ自分は何を知っていたのかとミーナは思った。見えていなかったのはこちらなのじゃないだろうか。知りたいと思う姿だけを、レイヴェンに求めていたのじゃないだろうか。

　ミーナの自問をレイヴェンは読み取った。肯こう定ていするようにうっすらと微笑ほほえむ。

　彼は握にぎったミーナの手を口に持っていった。指先に唇くちびるで触れる。

「指が冷たいな。手も冷たい。足も、身体も冷ひえているはずだ。氷みたいに」

　レイヴェンの唇が手の甲をかすめる。ミーナの髪に鼻をうずめるようにしてうなじを探し当て、そっとついばんだ。耳たぶを捉とらえる。

　冷たい身体は、妖魔の証あかし。

　ミーナは感情を呑のみこんで目を閉じた。ミーナを冷たいというレイヴェンも凍こごえている。ミーナよりずっと。

「失望させないで」

　ミーナは言った。目を開き、髪に手を滑らせるレイヴェンの視線を捉える。

「あなたは、あなたなのよレイヴェン。妖魔の思いどおりに動かないで」

「これは俺の意志だ。俺がおまえを必要としている。やつらには知恵を借りただけだ。おまえが〈闇の聖女〉になれば、ルシャインを呼ぶ。俺の中の妖魔の血をな。おまえに導かれ、俺は目め覚ざめる。ほかの誰でもなく、ただ俺としてだけ」

「ナリスフレイさまは――」

「やつのことは諦あきらめろ！」

　レイヴェンがミーナの髪を握って強く引いた。何色をしている、とミーナに見せつける。

「おまえは俺に応こたえたんだ。マライナ、俺だけを見ろ。俺に希望の光を与えろ。俺をやつから切り離せ！」

「できないわ！」

　レイヴェンに、同じ激しさでミーナは返した。レイヴェンの目が怒りでぎらついた。それをはねつけるように繰くり返す。

「できないわ。やらない。わたしはそんなことしたくない！」

「いいや、おまえはする。『する』と言うように俺がしてやる」

　ミーナはレイヴェンに引き寄せられた。あごを摑つかまれ、顔を上うわ向むかせられる。

　ミーナは睨にらみつけた。こういう扱あつかいは大だい嫌きらいだ。

「簡単に言うことを聞くなんて思わないでちょうだい」

「ほう」

　レイヴェンの口の端はしがわずかに上がった。面おも白しろがるのは、服従させる自信があるからだ。

「女神の光で俺を擲うち据すえるか司祭」

「こんなときばかり司祭なんて呼ばないで！」

「マライナ。おまえはもう歌えないはずだ。喉のどが保もたんだろう。おまえを蝕むしばむ闇が、それをさせない」

「――わたしが倒れたのは、だから？」

　呆ぼう然ぜんとミーナは訊ねた。うなずきに痛みを覚える。

「違うと言ってほしかったわ」

「だろうな。だが、あいにくそれが真実だ」

「すべてはあなたが仕組んだのね」

「そうだと言っている。おまえがどう否ひ定ていしようと、俺がやった」

　ナリスフレイを消すために。

「それほどまでに、一人になりたいのね」

　ミーナはつぶやいた、訊くまでもなかった。レイヴェンもあえて答えなかった。

　身体も心も自分だけでいたい。そうに決まっている。もどかしい入れ替わりの呪じゆ縛ばくから逃のがれたくて当然だ。

　願いは、きっとミーナには理解できないほど切実で重い。兄を見殺しにすることよりも、自由に恋こがれる気持ちのほうが強い。

　たまらなくなってミーナは目をそらした。どうして彼らはこんなに苦しまねばならないのか。呪のろわれた妖魔の血を引く。それだけでは足りないというように。

　救いを求め、思考が祈いのりの言葉を辿たどる。その途と端たん、胸がむかついた。嫌いやなことを思い浮かべたかのように苦しくなる。

「どうした。そんな顔をして、俺が浅ましいか」

「いいえ。あなたを助けてあげたいと思う。なんとかしてあげたいと思う。でも、わたしにはできない。しないわ」

「ミーナ！」

「あなたは、わたしにナリスフレイさまを殺せって言ってるのよ？　わかる!?」

　声を荒らげてミーナは言った。レイヴェンが気け圧おされる。

「わたしの髪は黒く染まったわ。それはわたしが闇に傾かたむいているということなのでしょう？　だから、昼間なのにあなたが出ていられる。でもそれは、ナリスフレイさまを追い詰めることなのよ。違う？　あの人はこうしている間にも死にゆこうとしているんじゃない！」

　ミーナが、マライナだからだ。女神の娘の再来。自分では半はん信しん半はん疑ぎでも、状況がそうだと言っている。

　情けない思いでいっぱいだった。歌おうとしただけで吐はき気けがする。身体が光を拒こばんでいる。

「おまえは、あいつが大事か？」

　レイヴェンに訊かれた。当たり前だ。応えるものかと意地を張ったが、口を結んだせいできっと知れた。

「俺より、兄貴が残るほうがいいか？」

「馬ば鹿か言わないで！」

　ミーナは拳こぶしでレイヴェンの胸を殴なぐった。なんて質問をするのだろう！

「恥を知りなさい、レイヴェン・ルシャイン！　誰がそんなことを思うの！」

　二発目の拳は受け止められた。蹴けろうとすると、させまいとレイヴェンが身体を寄せた。

「だったら聞いてくれ、ミーナ」

　レイヴェンがささやいた。

「俺を選んでくれ。兄貴という枷かせを外はずしてくれ。頼むから」

　声が頼りなく震ふるえた。捨てられまいとする子供のように。

「ずるいわ」

　ミーナは泣けてきて横を向く。頼ってくる誰かを、ミーナは決して放り出せない。

「ずるくていい。罵ののしりたければ罵れ。身体は一つしか、一人分しかない」

　ミーナはレイヴェンを抱きしめた。渦うずを巻まく感情を整理できず、それしか気持ちを伝える術すべがなかった。

　ナリスフレイさま、と心で語りかける。あなたにもこれが聞こえているのだろうか。どう思っているのだろう。何を感じているのだろう。わめいているのか諦めているのか。

　弟に生を譲ゆずる覚かく悟ごを決めているのか。

　彼なら譲ってしまうかもしれない。ミーナはだめだと言いたかった。そんなのは間違っている。どちらかが消えねばならないなんて、間違っている。

「やってくれるか、マライナ」

　レイヴェンの声が影のように忍びこんだ。ミーナはぞくりとする。

「いいえ」

　反射的に突っぱねた。レイヴェンを突き放すと、その目に苛いら立だちが宿る。

「やめて。そんな顔されたって従えない」

「これ以上、まだ何か言わせようっていうのか」

「どんな言葉も必要じゃないわ。わたしの答えも変わらない」

　レイヴェンがミーナを見つめる。途と方ほうに暮くれたように、かすかにかぶりを振った。

「どうすればわかってもらえる」

「その言葉、そのまま返すわ。どうしたらわかってくれるの」

　レイヴェンがミーナの髪を一ひと房ふさすくい取った。

「ミーナ。おまえはマライナなんだ」

「そうね。かもしれない」

「おまえは闇に染まった。俺はジャイナルと同じ手を使った。もう戻れない」

「やってみてもいいわよ。本当に二度と歌えないかどうか」

　賭かけてみようかと、ちらりと思う。無理を押しとおせば、あるいは――。

「俺に手間をかけさせるな」

　レイヴェンはミーナの髪を放り出し、長なが椅い子すに音を立てて腰を下ろす。両りよう脚あしを投げ出して、背もたれに深く身体を預けた。

「いつまでも保もつと思うなよ。力ずくで言うことを聞かせたってかまわないんだ」

　やれば、という言葉をミーナは呑みこんだ。レイヴェンの挑ちよう発はつに、逆に落ち着こうという意識が働く。ミーナはこれを、なんとか切り抜けなければならないのだ。

　気持ちの整理すらついていないのにと思うと忌いま々いましかった。女神の娘なんて、くそ食らえと言いたい！

「わたしたちは、影響しあったってあなたは言ったわよね」

　ミーナは訊いた。

「そうだ」

「あなたが、まず仕掛けた。お母さまの形見だってわたしを騙して、首飾りを身につけさせて。それでわたしが闇に染まった。少しずつ歌えなくなって、身体も冷たくなった」

「ああ」

「そうしてわたしの準備ができたから、あなたは目覚めた。あなた一人になるために」

「なんのつもりのおさらいだ？　時間稼かせぎか？」

　そうじゃない、とミーナは首を振る。その必要はないのだ。すでに意思は伝えた。

「違うの、知りたいと思って。パラデールはわたしを、やがて〈闇の聖女〉になると警けい戒かいしたわ。なぜなら、それがジャイナル復活の前まえ触ぶれとなるから。ジャイナルがどう復活するかは予言されていない。だから実は、あなたにも注意が向けられている。あなたは一番妖魔に近くて、歴れき代だいの伯爵を超こえる力を持っているから」

「……。気に入らん話が始まったと思うのは、俺の気のせいか？」

「いいえ、あってると思う。わたしが知りたいのは、このあとのことよ。あなたの望みが叶かなったとして。あなたがレイヴェン・ルシャインただ一人になって。そのとき、どうするつもりなのか。『魔ま王おう伯はく』になるの？　それとも『魔王』になるの？」

　レイヴェンは乾いた笑い声を立てた。

「その二つは違うのか」

「違うわ。『魔王伯』は、どんなに困こん難なんでもグメーラを治おさめようとする人のことよ。『魔王』は、妖魔。彼らを治める人――いいえ――もの、ね」

「マライナ、おまえ、どんな答えがほしい？」

　ミーナは黙ってレイヴェンを見つめた。まっすぐに。

　レイヴェンは目を細める。霜しもが降おりるように、周囲の空気が冷えた。

「あとのことなんざ、考えていない。おまえも訊いてどうする。兄貴の代わりも務つとめると言えば満足か」

「いいえ」

「は。おまえの返事はそればかりだな」

　絡からむような台詞せりふをミーナは聞き流した。静かに言葉を継ついだ。

「マライナはジャイナル復活を導くのだそうよ。レイヴェン、わたしはあなたを魔王にするの？　ジャイナルは、あなたに甦よみがえるの？」

　レイヴェンが絶句した。顔色を変える。

「カンがいいな、司祭」

　感情を抑おさえているのか、目め許もとを引きつらせるように彼は笑う。

「そうだ、と認めたらどうする。少なくとも妖魔はそう期待していると言ったら」

「あなたはどうしたいの」

　さっきから、訊ねあってばかりだ。急所を突くのを怖おそれるように。

「考えていない。そう言ったろう。おまえはどうだ」

　ミーナは、答える前に首飾りを外はずした。しゃら、と床に落とす。

「させない。わたしもそう言ったわ」

　そのまま素す早ばやく息を吸いこんだ。歌声を逬ほとばしらせる。




　恵み深き光よ　われらを――




　全身に激痛が走った。喘あえいで歌が止まった。無理に先を続ける。




　――癒いやし――給たまえ――




「おい！」

　レイヴェンが腰を浮かす。ミーナは剣を振りかざすように歌った。




　闇を抜け　辿り――ついた――われらを――




　目の前に光がゆらりと現れた。炎のようにひらめいて、ミーナに斬きりつける。

　手の甲に朱しゆ筋すじが走った。血が滲にじみ出す。

「やめろ！」

　レイヴェンが叫さけんだ。近寄らせるものか。ミーナは決意をあらわに歌い継いだ。




　恵み深き光よ　われらを――濯そそぎ――




　喉がぐっとしまった。目が眩くらみ、息ができなくなってミーナは身をかがめる。

　汗が額ひたいに噴ふき出した。声が出ない。

　闇に囚とらわれた。そのことが実感として迫せまる。力を振り絞しぼれば、祓はらえるのではないかと考えたのは、甘かったのだ。

　悔くやしい。ミーナは荒い呼吸を繰くり返す。悔しい。予言され、気持ちなどおかまいなしに流されてゆく……！

「だから言っただろう。もう戻れない、と」

　レイヴェンがミーナを抱き起こした。軽々と長椅子に運び、横たえる。

「つくづく強気なんだな。嫌きらいじゃないが、おまえは馬鹿だ」

「放っておいて！」

　頰にかかる髪を払う手を、邪じや険けんに押しのけた。

「放ってはおけん。おまえが傷つくのを許すわけにはいかない」

　身を起こそうとすると、レイヴェンに押しとどめられる。

「それに、どんなに忌々しいかわかるか。この期ごに及んで、おまえはまだキラキラしている」

　キラキラ。噓だとミーナは思った。光は、ミーナを敵とみなして斬りつけた。

　レイヴェンの手が、ミーナの頰を冷たく包みこんだ。子供を寝かしつけるように、髪を撫でる。

「この前で懲こりたと思ったんだがな」

　そう言った彼の瞳ひとみが、ふいに力を帯おびた。たやすくミーナは捉えられる。目をそらせなくなる。

　力ずく。その意味がこれだと悟さとった。レイヴェンの妖魔の力は、人を操あやつることができる。

「俺に刃は向むかうことなど忘れろ。おまえは俺の希望となれ。導くんだマライナ」

「ミーナよ」

　呼び方を使い分けるレイヴェンに釘くぎを刺すように言う。マライナ。そう呼ばれるたびに、さだめに囚われる速度が増してゆく気がする。

「そうだな、おまえはミーナだ。だが、すぐに牙きばなんて溶とける。持っていたことすら忘れる。われらが聖女さまのようにな。最後には、ジャイナルを護まもってハハオヤにナイフを投げた」

「わたしは、そうはならない」

　ミーナは自分で選んだのだ。ナリスフレイを消させはしない。レイヴェンをジャイナルの器うつわなんかにしない。

『恵み深き光よ』の歌の続きを思い浮かべた。焼けた鉄の塊かたまりを呑みこんだように感じる。喉が裂さけそうだ。

　心は今にも、レイヴェンに膝ひざを折おりそうになっていた。喜んであなたのものになる、と言葉がせり上がってくる。

　言うまいと食いしばる歯を、レイヴェンは眼差しでこじあけようとする。従うほうが楽だとそそのかす。

　そらせない目から涙が流れた。眦まなじりを伝った涙は、耳の上をかすめて髪の中にもぐりこむ。

「強ごう情じようで扱いづらい女だ。ミーナ。折れちまえ」

　折れるものかと反発を覚えた。レイヴェンはミーナをねじ伏せようとする。髪一筋傷つけずに。

　ミーナは、意思とは無関係にレイヴェンに手を伸ばしていた。肩に触れ、背に滑らせる。反面でちくしょう、と口を動かした。声になったかはわからない。だがレイヴェンは笑った。どちらにせよ聞こえたのだ。

　どこか遠くで物音がした。あるいはそれは、空耳だったのか。

　曖あい昧まいになりかかるミーナは、レイヴェンの舌打ちをはっきりと聞いた。

　毒づいたレイヴェンが離れる。視線が解とかれ、ミーナは糸の切れたように手を下ろす。

「ミーナ！」

　鋭するどい声に呪縛が打ち破られた。はっと飛び起きたミーナは光を感じた、と思った。

「フィーン」とつぶやく。彼女が来てくれた……。
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　フィーンに続いてギーも飛びこんできた。ミーナの髪を見るなり口をあんぐりと開ける。

「おまえ！　髪！」

　悲痛な、この世の終わりを見たかのような声だった。ギーが空気を切り裂さくように飛んできた。皮ひ膜まくの張った翼つばさでレイヴェンをはじき、二人の間に割りこむ。

「なんてことだ、ミーナ。おまえの、あんなに綺き麗れいだった髪が……」

「わたしは大丈夫よ、ギー」

　ミーナの二の腕うでを摑つかんだギーが目を剝むく。そう、たしかに見た目は大丈夫じゃない。

「少なくとも、中身はまだわたしよ。特別、何も変わってないし、ジャイナルも崇すう拝はいしていない」

　実のところ、〈闇の聖せい女じよ〉となることを、ミーナはそんなふうに考えていた。すべてを忘れ、ただ操あやつり人形のようになるのだと。それから徐々に、人間らしさを忘れてゆくのだと思っていた。目の前で誰かが殺されても、薄い微笑ほほえみを浮かべ続けていられるような。

　だが間違いだったようだ。変化が訪おとずれたのは身体からだのほうで、心にまでは届いていない。そう思いたい。

「よかった。大丈夫なんだな」

　訊たずねるフィーンにミーナはうなずいてみせた。笑顔も作ってみせる。

「ミーナ、俺が悪かった。離れるんじゃなかった」

　ギーは泣かんばかりだった。彼女の髪が染そまったことに責任を感じているようだ。

「俺はキリヤナに誓ちかったんだ。必ずおまえを護まもる、時がくるまでは余計なことを言わないと。でも時はきていたのかもしれん。それを認めたくなかったんだ」

「いいのよ。わたしこそ、あんなふうに出るべきじゃなかった。ずいぶん心配させたわよね、ごめんなさい」

　彼に対するわだかまりが解とける。素す直なおに詫わびの言葉が出た。

「ミーナ。本当に悪かった」

　ギーが額ひたいをミーナの腕に押しつけ、手の甲に滲にじむ血に気づいた。

「貴様がやったのか」

　バスコイはレイヴェンに凄すごんだ。今にも飛びかかりそうな彼をなだめながらミーナは否ひ定ていした。

「光よ。わたしを闇と思ってはじいたの」

「くそっ」

　ギーが吠ほえ、フィーンが床ゆかから首飾りを拾い上げた。

「ぞっとする冷たさだ。これはあんたのものか？」

　フィーンはレイヴェンにそれを差し出した。なかば苛いら立だった顔で見ていた彼は、暖だん炉ろに投じるよう仕し草ぐさで示した。

「そいつの用はすんだ。ミーナの中の光を食って育ち終わったからな」

「レイヴェンに預あずかった形かた見みよ。それが罠わなだったの」

「パラデールの司教と怪物バスコイがいて、気づかないとはな」

　レイヴェンがせせら笑った。鎖くさりを指にかけ、勢いよく回した首飾りを、フィーンは暖炉目がけて放した。

　透とう明めいな輝かがやきが炎へと飛ぶ。焼けた石に水をかけるような音がし、もくっと黒こく煙えんが上がった。いやな臭においが立ちこめる。

「返す言葉もない」

　フィーンが応じた。レイヴェンに向かって肩かたを竦すくめる。

「邪じや気きは感じていたんだけどね。上う手まく辿たどれなかった」

「こんなに近くにあったのにな」

「正直、あんたの残り香かと思ってたよ。今も危あやういところだった。忠告をもらわなければ、ここに間に合わなかったかもしれない」

「ちっ。ヨキか」

　レイヴェンはすぐに察した。独り言を漏もらす。

「合図するんじゃなかった。おまえらにたれこむなんて」

　ミーナはファランドの仰ぎよう天てんした顔を思い出した。あのとき、すでにミーナの髪は黒くなっていたのだ。それで異変を察し、報しらせてくれたのだろう。

「その裏切り者のヨキはどこだ？」

「司し祭さい館かんに残ってもらった。あんたに、新たな人質を与えたくないからね」

「それは賢けん明めいだな」

「だろ？」

　フィーンはテーブルに近づき、パサパサになった菓か子しを食べた。ミーナたちどちらかの飲みかけの茶で流しこむ。

「たいした余裕だ」

　レイヴェンが呆あきれた口ぶりになった。ミーナも、少しだけそう思った。

　フィーンは口の端はしについた食べかすを指で払った。何がおかしい？　という顔をする。

「顔を合わせるなり、剣で斬きりかかるとでも？　それですむ話じゃないだろう？」

　ミーナはほっとした。援えん軍ぐんがフィーンでよかった。ほかの司教ヴアルプトなら、今頃刃やいばをレイヴェンに突きつけていた。そしてきっと、即そく座ざに血まみれになって転ころがったはずだ。そんな振る舞いを、レイヴェンが許すとは思えない。

　それでもフィーンは「ちなみに剣はここだ」と仕し込こみ杖づえを示してみせた。武ぶ器きはある、ただ抜く気はないというために。

「あんたをそこいらの妖よう魔まみたいに扱あつかえれば楽だったんだけどね。そうしたら今頃、わたしはぬくい布団ふとんにくるまっていられたのに」

「それほどの腕があるのか」

「まあね。じゃなけりゃグメーラに派は遣けんされたりしない」

　フィーンは椅い子すの肘ひじに腰かけた。世間話でもするような調子で切りだす。

「で。ミーナを返してもらえるだろうか、伯はく爵しやく弟てい」

　レイヴェンは面おも白しろがった。

「司教、あんた冗談が上手いな」

「残念ながら本気だ。それに、つまらないやり取りに時間をかけたいほど寛かん大だいな気分でもない」

「なるほど。ならば答えてやる。ふざけるな」

「それは交こう渉しようの余地のない答えか？」

　訊ねられ、レイヴェンは意外そうな顔をした。

「俺と取り引きをするつもりなのか」

「できるなら、平和的に解決したい」

「今すぐ焼き殺したいところだけどな」

　ギーが毒づいた。フィーンがミーナに、怪物バスコイの口を押さえておくよう合図する。ミーナは言われたとおりにした。ギーを猫のように抱かかえこんで、両手を口くち輪わのように嵌はめる。

「ミーナを返せと言うのが、あんたの要求か？　応じたら、そっちは俺に何を寄よ越こす？」

　レイヴェンは興味を惹ひかれたようだった。申し出の中身を知りたがる。

「あんたのほしいものが渡せればと思ってる。言ってみてくれないか」

「交渉にならんな。俺のほしいものとあんたの取り返したいものは同じだ」

　フィーンとレイヴェンの視線がミーナに集まった。そうか、とフィーンがつぶやく。

　ミーナは訊きいた。

「フィーン、わたしに代わりの案が出せるかもしれない。パラデールの力は、レイヴェンとナリスフレイさまを一人ずつにできたりする？」

　彼の望みは自由を得ることだと明かす。レイヴェンが睨にらみつけた。その話は切り札として取っておきたかったのかもしれない。

　だからこそ牽けん制せいするつもりでミーナはすべてを話した。知恵を借りられればとも思った。誰も失わず、彼らが幸せになれるならその方法を知りたい。

「お人ひと好よしめ」

　ギーが口輪の隙すき間まから声を押し出す。この一件を仕組んだやつに手を差しのべるのかと言うのだろう。

「だって、つらいのはわかるもの。わたしの理解なんて、ほんの少しかもしれないけれど、それでもわかるわ」

　レイヴェンが鼻を鳴らした。彼はこの手の「聖職者ぶった」発言が嫌きらいだ。

　けれど、事実なのだから仕方がない。ミーナは気持ちの根こん拠きよを口にした。

「わたしだって、ただのミーナだけで充じゆう分ぶんよ」

　影のようにどこまでもついてくるマライナなんていらない。

「力になれるかどうか、調べてみることはできる。けれど時間がいる」

「一つ訊いてもいいか？　身体はこれしかないのに、どうやって可能にするという」

「だから調べるんだ。そもそもこの状況に神の意思が働いているなら、解決法が人の力を超こえていても不思議はない」

「だからちょっと待ってろって？　断らせてもらう」

「レイヴェン」

「もう一瞬だって待てるか。それにミーナ、すでにことは成された。俺は二度と引っこむつもりはない」

「まだ巻まき返せそうだけれどねぇ」

　椅子の背もたれに肘をついたフィーンは、こめかみを揉もみながらレイヴェンを見つめる。

「伯爵閣かつ下かは消えたわけじゃないんだろう？　そしてあんたは、ミーナに依い存ぞんしている」

「何が言いたい」

「要は、ミーナがこちら側に戻ればいいわけだ」

「だめだったわ、フィーン。わたし、歌えなかった」

　ミーナの言葉にギーが振り向こうとした。怪物バスコイの目に、怒りと悲しみが入り混じる。

「そんな身体で無理したのか、馬ば鹿かめって言いたいのね。そうよ馬鹿よ」

　自覚はある。同じくらい強く、流されるものかと思っている。

「というわけで、残念だったな司教」

「そう？　気軽に司教って呼ぶわりに、あんたは忘れてると思うよ。結局、司教の仕事はなんだろうね？」

　世界に光を絶たやさぬために祈いのる。人々に尽つくす。

　妖魔を祓はらう。

　表情をこわばらせたレイヴェンに、フィーンはのんびり続けた。

「浄じよう化かって、何もミーナの専売じゃないんだって知ってた？」

　フィーンにもできる。そうか、とミーナは理解した。彼女に任まかせればいいのだ。フィーンの歌がミーナを清めれば。

「フィーン、やれそうなのね」

「自信はある」

「させると思うか」

　訊ねたレイヴェンの目め許もとが引きつる。

「おまえがどんな立場にいるか知りたいか、司教？　俺はおまえを、この手の一振りで吹っ飛ばせるんだと覚えておけ」

「だったらあんたは、無理だってことを学んだほうがいい」

「だめよレイヴェン。フィーンもやめて」

　ミーナはぴくりと動いたレイヴェンの手を押さえた。発言の自由を取り戻したバスコイがフィーンをけしかける。

「ごたくはいいから、さっさとすませちまえ」

「俺もそうしたい気分だ」

　ミーナはレイヴェンを目で止めた。フィーンが傷ついたらと思うと、自分の行動に予測がつかない。

「お願い二人とも。イライラさせないで、怒ど鳴なりそう――」

　両手で口を覆おおう。感情が波のように揺ゆれているのがわかった。闇に引っぱられ、不安定になっているのかもしれない。

　フィーンとレイヴェンが睨みあった。先に目をそらしたのはフィーンで、彼女は月の光を紡つむいだような髪に手を突っこみ、乱暴に掻かきむしった。

「ミーナ。あなたはこいつを助けたいんだよね」

「ナリスフレイさまと、二人をよ」

「わかってる。わたしもそれには賛さん成せいだ。気の毒だとは思うが、あなたたちにはしばらく二人で一人のままでいてもらいたい」

「おまえらは、俺から昼を奪うつもりなのか」

　レイヴェンが目をすがめる。攻撃を警戒してギーが背をたわめた。

「奪うなんて言ってない。時間がほしいの、そうよねフィーン」

「そういうことだ。脅おどすわけじゃないが、この状況が続くと困ることになるよ」

「俺はいっこうに――」

「ミーナが死ぬよ」

　鋭するどく言ったフィーンが、というか、と言葉を継ついだ。

「というか、わたしが殺すことになる。パラデールは〈闇の聖女〉を野放しにはできない」

「――司教。おまえはたった今、俺に葬ほうむられる理由を作った」

「覚かく悟ごのうえで言ったんだよ。だからこそ、よく考えてもらいたい。わたしを始末しても、後任が現れるだけだ。パラデールはミーナを始末するまで、幾いく人にんでも送りこむだろう。最後には、派兵だ。いくらあんたでも、戦闘職は相手にしたくないよね？　あいつらの光の歌を浴あびるのは、地じ獄ごくの苦しみだって話だ。ナイフで切りきざまれるほうがマシらしい」

「おまえならそうはしないと？　俺たちが元に戻ればそれでいいのか？」

「でなけりゃ、取り引きを持ちかけるか」

　不意にレイヴェンが声を立てずに笑いだした。すくい上げるようにフィーンを見る。

「そうか。つまりおまえにミーナは殺せないのか。もっともらしいが、迷いがみえみえだぞ」

　裏を返せば、だからミーナを戻せと言っているようなものだ。

「選びたくない道であるのはたしかだ。だが」

　みなまで言わせず、レイヴェンはフィーンをぴしゃりと封じた。

「ならば選ぶな。――選ぼうと知ったことじゃないがな。ミーナは俺が護る。おまえだろうとパラデールだろうと、手出しはさせん」

「それがあんたの答えか？　退ひくつもりはないと？」

「俺は断ったぞ、とっくにな」

　ミーナは空気が啼なくのを聞いた。急激な冷ひえで氷の華はなが生まれる。

「出ていけ！」

　レイヴェンが吼ほえた瞬間、力の波動がフィーンを襲おそった。テーブルの上の菓子を薙なぎ払って道ができる。テーブル自体も、あとを追うように砕くだけ散った。

「フィーン！」

　ミーナは叫さけんだ。龍りゆうのようにうねる波動にフィーンは言い放つ。

「光よ！」

　彼女の前に光の盾たてが現れた。波動をはね返す。

　はじかれた力に置物が叩たたきつけられて壊れた。窓ガラスが砕け、室内中に書類が舞う。

「だから言ったろう？」

　フィーンは椅子の肘に座ったままだった。乱れた前髪をさっと払う。

「やめてって言ったでしょうレイヴェン」

　ミーナは伯爵弟を振り向いた。まずい。レイヴェンの顔つきが違う。

　怒りが妖魔の血を呼び覚ましたに違いなかった。こうなると、彼は抑おさえが効きかなくなる。

「ミーナ」

　ギーが避ひ難なんさせようとした。レイヴェンの視線がバスコイに移った。警けい告こくする。

「死にたくなければ動くな」

「けっ。俺が怖がると思うか魔ま王おう」

「レイヴェン。ギーも、お願いだから挑ちよう発はつに乗らないで」

　ミーナはどちらにも顰しかめ面つらを向けた。喘あえぐように息をする。フィーンの光の盾が思ったよりきつい。目は射いられたようで、奥のほうがキリキリ痛む。頭痛になりそうだ。

「くそ」

　フィーンが言った。はからずもミーナを傷つけたと悟さとったのだ。

「頭が痛いって、こういうことなのね」

　ミーナはレイヴェンの袖そでを摑つかんだ。祈りの歌声は、妖魔にはこんなふうに作用するのだ。

「なんて皮肉」

　自分が苦しむ側に回るなんて、考えてもなかった。そして、これを耐えきらねば浄化はされない。

　業ごう火かに焼かれる。そんな言葉が浮かんだ。それでも、とミーナは思う。

　わたしがこのままでいてはいけない――。

　取るべき道は一つだった。ミーナはレイヴェンを救いたい。けれどナリスフレイを見殺しにはできない。

　ミーナは素す早ばやくフィーンを見た。気き性しようを呑のみこんだ幼おさななじみ。ミーナが今何を考えているか、彼女は察しているはずだった。

　フィーンは盾。ミーナの味方だ。取ろうと思う姿勢にも賛成してくれている。

　フィーンがミーナの視線を捉とらえた。青い目に、理解が走る。

　やって。ミーナは目で言った。立ち上がったフィーンが言葉で応こたえる。




　天よ捌さばきの雷いかずちもて　擲うち据すえよ

　地にある罪びとを　懲こらしめよ




　言葉そのままのことが起こった。現れた光の鞭むちがミーナとレイヴェンを叩きのめす。

　どちらも悲鳴はかろうじて堪こらえた。だがミーナは、声が出なかったといったほうがいい。

　斧おので身体を断たち割られたかのようだ。歌えなくなったときの比じゃない。

「生きては帰れんぞ、司教……」

　レイヴェンが立て膝ひざから身を起こす。足元にうずくまるミーナを庇かばう位置に立った。

「いいえレイヴェン、わたしが言ったのよ。これしか方法がない」

「やかましいマライナ。おまえは黙っていろ」

「黙らないわ。そんな女じゃないってわかってるでしょ。――フィーン！」

　ミーナは声を張りあげた。応じようとするフィーンをレイヴェンが阻はばむ。

「殺す！」

　耳をつんざくような音を立て、空気が割れた。無数の氷の刃がフィーンを切り裂こうとする。

「光よ！」

　ミーナはフィーンと声を合わせた。レイヴェンが身を竦すくませる。それが狙ねらいだ。

「やめろミーナ！」

　ギーはわがことのように身を捩よじっていた。宙へ舞い上がり、頭を抱える。

「壊れるぞおまえ！」

「くそつまらんことをするな、マライナ。聖職者ぐせが抜けないか」

「抜けるもへったくれもないわ。わたしはまだ司祭です」

「この黒髪はなんだ！」

　レイヴェンが怒鳴り散らした。今にもミーナの首に手をかけそうになる。

「髪なんてただの容いれ物の色よ！　わたしはそうとしか思わない！」

「――この！」

　激げつ昂こうしたレイヴェンの意識が、完全にミーナに向く。その瞬間をフィーンは逃のがさなかった。仕込み杖を抜き放ち、逆さか手てにかまえた。彼らのほうに踏ふみこんでひらめかせる。

　銀の刃はミーナを捉えようとしていた。とっさに、レイヴェンが手を出す。

　細い刃はレイヴェンの腕をかすめた。痛みに身じろぎしたレイヴェンが、ぎくりと身体をこわばらせた。

「くっ、な――」

　言葉がもつれた。それほどの深手ではないはずが……。

「あいにく、ただの刃じゃない。こういうのは戦闘職の流りゆう儀ぎなんだが、こいつは光を纏まとっていてね」

　さっと血を振り払って、フィーンは抜き身を杖に納おさめた。

　光の祈りをこめた武器だ。妖魔向けの毒を塗ぬってあると言ってもいい。ほんのひとかすりでも効果は絶大だった。光が、傷口から体内を駆かけめぐる。

「あんたは、ミーナを庇うと思ったよ」

「ち……」

　舌打ちしたレイヴェンの腕は、傷口が腫はれ上がっていた。今にも膝をつきそうだ。

「ごめんなさい」

　ミーナは立ち上がりながら彼を支えた。ミーナにはわかっていた。フィーンが見せかけに狙ってくると。

「時間をちょうだい、レイヴェン。きっといい方法を探すから」

「兄貴にとってのだろ？　俺には、これで充分だった」

　レイヴェンは脂あぶら汗あせをかいていた。声がぐっと弱々しい。

「このままなら、たしかにあなたは一人になれる。でも、すぐ二人に戻るわ。今度はあなたは、神話に乗っ取られる」

〈闇の聖女〉はジャイナルを呼び覚ます。レイヴェンはその器うつわとなるかもしれないのだ。

「魔神になれば、きっとあなたは消える。そうなってからじゃ遅いのよ」

「知ったことか」

「知ったことよ。わたしはあなたとナリスフレイさまの力になるって決めたの」

　ジャイナルこそが知ったことかだ。

　レイヴェンの眼まな差ざしが揺れた。敗まけを感じたようだった。

「おまえを、何も考えられなくなるまで凍こおらせるべきだった」

「愛あい想そうも振りまいちゃだめだったのよ。浮かれて外に出たり、ね」

「は、勉強になったな」

　覚えておくとレイヴェンは強がる。ミーナは応じて言った。

「また、夜に逢あいましょう」

　ミーナにのしかかるようにレイヴェンが崩くずれた。よろけてミーナは長椅子に倒れこむ。

　レイヴェンの頭を胸に抱きかかえ、ミーナは彼の額の汗を拭ぬぐった。気を失ったようだ。そのほうが楽だろう。

「いいわよ、フィーン」

　ミーナは覚悟を決めた。痛みの先にある光を想う。

「ミーナ、その格かつ好こう……」

　フィーンが言いかけた。黒い翼のように広がったミーナの髪が、青ざめた、腕を投げ出したレイヴェンを屍し衣いのように包んでいる。

「なんでもない」

　司教は気を取り直した。浄化力の高い曲を選ぶ。

　フィーンの歌声が執しつ務む室しつに溢あふれる。目を閉じたミーナは、光の羽は根ねが舞い散るさまを思い描いた。フィーンの声が染しみとおる。全身に錐きりをもみこむように。

　ミーナは歯を食いしばって耐えた。護るように、レイヴェンを抱えこむ。

　祈りの言葉を辿った。当たり前だが一緒に歌える。いいことなのか悪いことなのか、と苛さいなまれる頭の片かた隅すみで考えた。確実に痛みの増す行為だ。

　かまうものかとミーナは思っていた。きっと気が高ぶっているせいだ。さだめに逆らっているのだという意識のほうが強かった。ざまあみろと思う。

「司祭」

　小さなうめき声をあげ、目を開けた彼が懐なつかしい声で呼んだ。

　フィーンが祈りを止めて口をつぐむ。

　朦もう朧ろうとする頭から霞かすみを振り払いながら、ミーナは彼を見た。

「ナリスフレイさま――」

　彼はうなずくのと大きく息をつくのを同時にした。胸元が震ふるえる。

「髪が黒いよ」と彼は泣き笑いの声でつぶやいた。ミーナの手を借りて起き上がる。

「ずっと、あなたの声が聞こえていた。わたしを呼んでくれたね」

　そうだったろうか。ミーナにはよくわからなかった。呼んだかもしれない。もしかすると、彼の言うのは、心でという意味かもしれない。

「レイヴェンは？」

「……ヘンな感じだ。すぐ横にいる。横なんて、あるわけないか」

「まだ戻りきってないってことか。違います？」

　フィーンが訊ねた。ナリスフレイは判断しかねるような首の捻ひねり方をした。

「なんとなく。普段の昼、ここまで気配を感じることはないんだが」

「わたしが完全じゃないからね」

　ミーナは自分を見み下おろした。髪の色は戻らないままだ。

「フィーン。もっと、やり抜いてもらわないと」

　ミーナは言ったが、これ以上は無理な気がした。耐えきる前に身体が砕け散りそうだ。

　ここで起きている何もかもが遠い。目は眩まぶしくて涙が滲むし、聞こえる声は水の中からのようだ。

　それでいて、すべてが研とぎ澄まされているようだった。椅子に座る自分を、上から見下ろしているような錯さつ覚かくもする。

〈憎にくい〉

　だしぬけに、胸の中に言葉が生まれた。炎のようだ。

　どこからきた感情なのかにミーナはまごついた。ちょっと待って。憎いって、なんだろう。

〈わたしの安らぎを、奪った〉

　その「わたし」って、わたしじゃないとミーナは思った。違う、これはミーナの気持ちじゃない。他の誰かのものだ。

「司祭？」

　目を瞠みはるナリスフレイをミーナは押しのけた。吐はき気けがするように口を押さえる。

「これ、……まずいと思う」

「ミーナ!?」

　ギーが腕にしがみついた。焦あせりのままに揺さぶる。

「フィーン、離れて」

　言いながらミーナは破れた窓のほうへ急いだ。少しでも距離を取らなくてはという気持ちが働いたのだ。

「わたしが言うんじゃないの」

　前置きしながらも、生まれた憎しみは野の火びのように広がっていた。その気持ちがフィーンへと向かっている。

〈やっと、これでいいと思えたのに〉

　恨うらめしげな言葉が浮かぶ。彼女の決意を、すべてを台無しにしたのはフィーンだという思いが募つのる。

　混乱しているとミーナは思った。ミーナの決意は台無しにされていないし、フィーンは協力してくれた。

　けれど彼女はフィーンを責せめようとしていた。憎しみをぶつけようとしていた。

「これ、マライナのような気がする」

　かつて、ジャイナルは傷つき倒れた。マライナはそれを庇い、母女神に立ち向かった。

　そのときの感情が紛まぎれこんだように思えてならない。あるいは記憶が甦よみがえったように。

「どうしよう。わたし、おかしい。マライナがそこにいるように思うの。乗っ取られそう」

　細かな冷や汗が噴ふき出した。視界が急速に塗ぬり潰つぶされてゆく。

「逃げて！」とミーナは言った。言葉とは裏腹に、右手が上がる。

「よけろ、フィーン！」

　ギーが叫んだ。ミーナは右手を振る。そこに生まれた闇色のナイフをフィーンに放っていた――！
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　幸さいわい、ナイフはフィーンを逸それた。高い音を立てて飾り棚の側板に刃やいばがもぐりこむ。

　ナイフは、その場で炎へと変わった。黒く、蝶ちようのように揺ゆらめいて燃え、一ひと筋すじの煙けむりだけを残して消える……。

「こっちに来い！」

　ギーがナリスフレイを椅い子すから遠ざけた。廊ろう下かに追い出しにかかったが、彼はそれを拒きよ否ひする。扉ぎわで踏ふみとどまった。

「どういうことなんだ」

「閣かつ下かの弟さんが、けっこういい仕事をしたってことですかね」

　油断なくミーナを見つめたままフィーンが言った。左手の親指が、仕し込こみ杖づえの柄えのとばにかかっている。

「思っていたより、ミーナは重じゆう症しようだったわけです。心はあの子のままだが、身体からだが言うことを聞かなくなりかかっている」

「そのとおりだ」とミーナは思った。声にするのは難しかった。何かに邪じや魔まをされている感じだ。ナリスフレイはさっき、レイヴェンに押しのけられていた。こんなふうだったのではないだろうか。

「司教ヴアルプト。今、ナイフを投げたのが司祭ヴアーリーじゃないなら、誰なんです」

「わたしにはなんとも。マライナ、もしくは残された思い、あるいはそれ以外の何か」

　ミーナにもはっきりとはわからなかった。たしかなのは、憎にくしみに突き動かされようとしていることだ。レイヴェンが夜に追い戻されたのが気に入らないのだ。それと傷つき倒れたジャイナルへの想いが、奇妙に入り混じっている。

　すべてをはっきりと摑つかめるわけではないのだが、彼女はフィーンをキリヤナかバヌルに見立てているらしかった。フィーンが聖職者で、光を纏まとうからだろう。

　的まとを外はずしたことに、彼女は逆上していた。今度こそ、と二投目、三投目を放つ。

　二投目はふたたび逸れ、三投目をフィーンは杖ではじいた。瞬時にきなくさい臭においが立ちこめ、杖の鞘さやの部分が焦こげた。刃が骨のように覗のぞく。

「司祭！」

　ナリスフレイが声をあげた。鞘を捨てたフィーンが眉まゆ根ねをきつく寄せた。

「せっかくの特別あつらえを……。細さい工く師しのジイさまに怒られるな」

　伯はく爵しやくが口を開きかける。何を悠ゆう長ちようなと言いたいのだろう。

「なんてこった、ミーナ」

　ギーは辺りを飛び回っていた。羽は音おとがうるさくこだまする。

「ミーナ、ミーナ、ミーナ。どうしたんだよ、おまえ。あんなに負けん気が強かったのに、なんて簡単に明け渡しちまうんだよ」

　まだ明け渡してはいない。そのつもりもない。

　ミーナはわめいた。感情を表せたのか、フィーンが小さくうなずく。

「あの子はまだ粘ねばってる。たぶん、重しを取とり除のぞいてやればいいんだろう」

「どうするっていうんだよ馬ば鹿か野や郎ろう。マライナが降りてきてるんだぞ。それだけ吹っ飛ばせるのか」

　降りてくる。そうなのだとミーナは理解した。ミーナ自身もまた〈器うつわ〉なのだ。マライナを宿すために、磨みがかれ、育てられた――。

『予言は気持ちと関わらない』。フィーンの言葉を思い出す。本当にそうだ。予言はミーナなんてどうでもいいのだ。

「バスコイ。おまえ、ラバトに戻ったらどうなる？」

　フィーンが訊きいた。本ほん性しようの雷らい精せいは、怪物バスコイよりも神話上の位置づけがずっと高い。力もある。

「マライナだけを連つれてゆくのは無理だ。ミーナまでさらっちまう」

　それはミーナの死を意味するのだろう。

　やり取りを聞きながら、ミーナはなんとか彼女の邪魔をしようとしていた。実際は、夢の中でもがいているようなものなのかもしれない。それでも、動きを封ふうじているつもりだった。攻撃なんかさせるものか。

「マライナ」

　ナリスフレイが呼びかけた。ギーが制止する。

「よせ！　注意を惹ひくな」

「女神の娘よ、それはわたしの友人です。このグメーラになくてはならない大切な人だ。どうか返していただけまいか」

　聞こえないふりで続けたナリスフレイを彼女が見た。初めて気づいたようだった。

　次の瞬間、ミーナは自分の身体が恐おそろしい速さで――まるで風のように――移動したのを感じた。

　窓際にいたはずが、扉の前に立っていた。ナリスフレイを追い詰めるような位置に。

「マライナ。そいつに手を出すなよ」

　ギーの声を彼女は無視した。目の前のナリスフレイに釘くぎ付づけになる。伯爵は緊張で頰ほおを白くしていたが、退ひく様子は見せなかった。

「わたしの声が聞こえておいででしょうか。司祭をお返しください」

　凜りんとした声を彼女は全身で聞いた。身体に染しみこませようとするかのように。ミーナは彼女の花のほころぶような期待を感じたが、一瞬後、それは失望に転じた。

〈あなたではないのね〉

　ナリスフレイの姿につぶやく。

〈こんなに似ているのに、あなたではないのね〉

　ああ、彼女は〈闇の聖せい女じよ〉なのだ。ジャイナルを思い浮かべたときの切なさが、ミーナにまで伝わる。

　聖女は恋をしている。あるいは、していた。始まりは、意に反していたかもしれない。けれど、どこかの時点でそれは変わった。この聖女は、夫である魔神を求めている。

　そして「甦よみがえる」とは、あのときの続きを始めることなのだろうか。〈死〉で失った身体を、こんなふうに取り戻したあとで……。

「ジャイナルを探しているの？」

　ミーナは訊いた。さっきから、もどかしくてならない。なんとか会話が通じないものだろうか。

　だが、聖女の意識がミーナに向けられることはなかった。聞こえていないのかもしれない。

「ねえ。ジャイナルはいないのよ。あなたが亡なくなったすぐあとに、眠りに就ついたの。どこにいるか誰も知らないし、いてもここじゃないわ。ここは人の土地よ。妖よう魔まのものじゃない」

〈あなただったらよかったのに〉

「だめよ、触さわらないで！」

　ミーナは手を伸ばそうとする聖女に抗あらがった。ナリスフレイに離れてほしかった。今、聖女は懐なつかしさのような気持ちを抱いだき、彼に触ふれようとしている。けれどその手が、いつ喉のどに回されるかわかったものではない。

　聖女はあまり安定していないように思えた。思考を、途と切ぎれ途切れに感じるせいだろうか。

「フィーン！」

　そして幼おさななじみは何をしているのだろう。レイヴェンを押し返したように、歌ってくれないと。

　フィーンに動く気配はなかった。ギーもだ。

　ナリスフレイは、自分に向かって伸ばされた手を拒こばまなかった。頰に触れるのを許し、一歩近づいた聖女に――尖とがった何かを突きつける！

　誰もが予想だにしていなかった行動だった。フィーンたちは言葉を失い、聖女もぎくりと動きを止める。

　彼が突きつけているのは、割れたガラスの欠片かけらだった。元は置物だったのだろう。フィーンとレイヴェンの余よ波はを食らい、壊されたそれを拾い上げていたらしい。

「おとなしく、ミーナの身体から出ていただけますか。さもないと、わたしはあなたの大事な容いれ物を傷つけねばなりません」

　脅おどしと共に、ガラスの先がミーナの喉をつついた。そのまま横に引けば、首を切ることができる。

　ナリスフレイはすべてを知っているわけではない。しかし、状況を正確に把は握あくしている、とミーナは思った。ミーナの身体に怪け我がを負おわせるのも辞じさない、と眼まな差ざしが言っていた。弱らせることで反撃を封じ、フィーンを有利に立たせて聖女を追い払えれば、ミーナを救うチャンスもまたある。

　おそらく、フィーンたちの会話からそう判断したのだろう。ためらいは、まったく覚えなかったかすぐに捨てたかだ。これまでにも、ナリスフレイは伯爵として、幾いく度ども決断を迫せまられてきた。同じように選んだに違いない。

　これを上う手まく活いかせれば。

　ミーナに希望が生まれる。内側から掻かき乱してやったらどうだろう、とふっと思いついた。もう一度歌うのだ。彼女が〈闇の聖女〉であるなら、愉ゆ快かいではないだろう。

　ミーナは呼吸を整えた。つもりになる。

　真っ先に浮かんだ祈いのりの句を、ミーナは歌声に乗せた。




　傷ついた子よ　その削そがれた耳をすませ

　傷ついた子よ　その顔をあげよ




　鎮ちん魂こん歌かだった。死者を安らがせ、天に続く光の道を教えるためのものだ。

　無意識に選ぶ祈りの句は、そのとき一番必要なものであるとミーナは教おそわった。つまりわたしは、聖女をそう考えているのだと意外に感じる。聖女はさまよえる死者なのだと。

　ミーナの裡うちに甦り、ミーナを消そうとする神話時代の亡ぼう霊れいではなくて。

　聖女が胸を押さえた。息苦しさを感じたのだろうか。

　逆に、ミーナの痛みは噓うそのように退いていた。なくなったわけではないが、量でたとえるなら半分ほどだろうか。最後まで耐えきれないと思った、身体をバラバラにされるような感覚は消えている。

　身体を乗っ取られると、少しはいいこともあるらしい。

　ミーナは歌い継いだ。うめいた聖女が膝ひざからくずおれ、床ゆかに縮ちぢこまる。

「あっ」

　ナリスフレイが手を引いたが、間に合わなかった。ガラスの切っ先が頰に引っかかり、皮ひ膚ふを裂さく。

「司祭！」

　ガラスの欠片を捨てたナリスフレイが抱かかえ起こそうとしたが、間違いだった。もがいた聖女の指が、彼の肩かたに食いこむ。

　みし、と嫌いやな音がした。ナリスフレイが顔を歪ゆがめた。見る間に青ざめる。

　彼は声を殺し、肩から聖女の手を引き剝はがした。聖女に煩わずらわしげにはね飛ばされる。

「やめろマライナ」

　ギーが聖女の腕うでに飛びついたが、怪物バスコイでは軽すぎて振り払われる。彼らから距離を置こうと立ち上がった聖女が、右の頰の、あと少しで目という辺りを手の甲で拭ぬぐった。

　目じゃなくてよかった、危ない。ミーナは気をつけてよ、と聖女に思いながら歌声を膨ふくらませた。聖女が身を捩よじる。確実に効きいているのだ。

　逃げ場を求め、聖女が室内を見回す。破れた窓に目が行った。一飛びで移動する。

「出すなフィーン！」

「光よ！」

　フィーンの声が宙の聖女を打った。彼女は椅子の上に膝をついたが、体勢を立てなおして窓を目指す。

　刹せつ那な、ギーの姿が揺らいだ。ラバトの本性を現す。漆しつ黒こくの膚はだに炎の髪の雷精は、ものを言わずにマライナを目で追った。












　彼女が窓まど枠わくから身を乗りだしかかったのを狙ねらうかのように、外で雷いかずちが落ちる。

　垂たれこめた雲を切り裂く一撃だった。あまりの近さに、空気がびりびり震ふるえた。

　焦げくささが漂ただよう。庭の何かに当たったのだろう。

　聖女は己おのれの両肩を抱きしめ、窓際に立ち尽つくしていた。言い表しようのない恐怖が足元から這はい上がってくる。

　雷が怖いのだ。なぜなのか、ミーナにはわかる気がした。聖女は軍神バヌルの、雷の鉄てつ槌ついによって命を落とした。

　遙はるか遠くで狼おおかみが吠ほえた。びくりとした聖女が顔を上げる。

　耳を澄すませ、悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんだ。迎むかえが来ているのに、行けないのか。

　もう一度遠吠えがあがった。最後はかすれて尾を引き、風に散らされる。

〈マライナ。もう帰るんだ〉

　静かな、けれどよく響ひびく声がどこからともなく聞こえた。男性のようだとミーナは感じた。そして、どことなくギーの声に似ている。

　聖女がくるりと振り向き、それが当たりらしいと知った。

　人間であるミーナと雷精は住んでいる「高さ」が違うため、言葉を交かわせない。だが、ミーナは今聖女でもあった。だからだろう、ラバトの「声」が聞こえてくる。

〈ここはおまえの居場所じゃない。それも、おまえの身体じゃない〉

〈お黙り！〉

　聖女は反発した。ラバトを目にした瞬間、彼女の中に怒りが溢あふれた。

〈消えなさい裏切り者！　わたしの前に二度と現れないで！〉

　裏切り者。ミーナは目を瞠みはった。ラバト――ギーが？

〈おまえが立ち去るんだ。そうすれば、この姿を見ずにすむ〉

〈行きなさい！　それともまたわたしの邪魔をするの!?〉

〈そいつから離れれば、何も不愉快なことは起きない〉

〈いいえ、すでに不愉快よ。消えて！〉

　聖女は繰くり返した。口調が次第に幼くなる。ちょうど、子供時代からの知り合いを相手にするように。

　彼女は、マライナは〈光の乙女おとめ〉だった頃、ラバトに護まもられて過ごしたのだろうか――。

　好奇心をそそられたが、満たすための時間はなさそうだった。ラバトは聖女の動どう揺ようを誘っている。これを使わずに、何を使うというのか。

　ミーナは鎮魂歌を続けた。雷に竦すくみ、ラバトに揺れた聖女が、声にならない叫さけび声をあげた。ラバト、否いな、ギーが、聖女の中のミーナを見た。視線が合ったとミーナは思った。

〈ミーナ。いるんだな。歌ってるんだな〉

　いる。ここにいる。歌っている！

　答える代わりに、声を張る。身体の影響を受けているのか、モヤモヤし始めた。また息が詰まりそうだ。やはりそうなのだ。ミーナも、まったく毒されていないわけではない。

　だからとやめるわけにはいかなかった。時が過ぎれば過ぎるほど、ミーナは身体の中で押しのけられてゆくはずだった。今はまだ、聖女も甦りきってはいない。身体に馴な染じんでいないようでもある。

「返してもらうわよ、聖女さま」

　ミーナは光を意識した。呼びこむような気持ちになる。




　傷ついた子よ　その削がれた耳をすませ

　傷ついた子よ　その顔をあげよ

　戦いは終わった　終わりを告つげた




　息を殺し、じっとミーナを見つめていたフィーンがはっとした。笑みが顔をよぎり、それはすぐに厳げん粛しゆくなものに変わる。




　手にした剣を捨てるがよい

　槍やりを置き　兜かぶとを外はずせ




　フィーンが歌に入った。音もなく寄り添うように。ほんのわずかのずれもない。

「あっ」と声をあげたのは聖女だ。ミーナは「ああ」と安あん堵どを感じた。よく知っている、懐かしいフィーンの気配。彼女の声が、ミーナを枷かせから外したようだった。

　久しぶりの、歌に包みこまれる、ふわりと浮かび上がる感覚だ。

　執しつ務む室しつの空気が変化した。あちらこちらがもぞもぞとする。春だ、春のようだとミーナはいつも思う。厳きびしい冬に耐え、注そそがれる光に応こたえて木々が、草花が動き出す。

　ほら。光がいっせいに芽め吹ぶいた。だが小さい。そしてすぐに萎しおれてしまう。

　ミーナがミーナでないからだ。闇に染そまった聖女がいる。彼女は悪態をつき罵ののしり、耳を塞ふさいで身体を丸める。

〈させるものか！〉

　渾こん身しんの力を振り絞しぼり、聖女がフィーンを仕し留とめようとする。彼女の投げた黒いナイフは、ラバトが腕の一ひと振ふりではじきとばした。フィーンには届きもしない。

　フィーンはナイフに注意を払うそぶりも見せなかった。ラバトが始末すると確信していたのだろう。

〈あなた〉

　聖女がナリスフレイを探す。鎖さ骨こつを押さえたその姿に罪悪感を覚えたようだ。

〈ごめんなさい。許して。傷つけるつもりじゃなかったの〉

　目で訴うつたえたらしいが、きっとナリスフレイには伝わっていない。

　こわばった彼の表情を、聖女は拒きよ絶ぜつと受け取ったようだった。何とか誤解を正そうとするが、もう足が動かない。一歩たりとも進めない。

　女神の娘はその場に両膝をついた。どたりという音を聞いて、それが自分の立てた音だと気づく。

〈ミーナ。おまえの髪の色――、薄くなってる！〉

　ラバトの声がはずんだ。闇が抜け落ちてゆこうとしているのだ。




　たえざる光が　その傷を濯すすいでくれる

　たえざる光が　その痛みを癒いやしてくれる




　聖女が自分の両手に目をやった。まるで無数の傷が消えたかのように呆ぼう然ぜんと。

　それから迷い子のような気持ちを感じたようだった。何もかもを忘れてしまったように。

〈あなた……？〉

　彼女はナリスフレイを頼ろうとし、できないことに困こん惑わくしていた。身体は痛みで麻ま痺ひし始めている。そして、これがあなたなら駆かけつけてくれるはずなのに、あなたは動かない。

　どうして？

　鎮魂歌は進み、部屋には幾度も光が芽吹いた。だが、上手く溶とけてゆかない。大きく巡めぐる、環わを描く流れにならない。

　あと一つ、欠かけているものがあるのだ。鎮魂歌では足りないのかもしれないとミーナは思い始めていた。『祝しゆく降こう歌か』に転じようか。打ち合わせもなしに可能だろうか。

　歌が乱れたら、すべてが水の泡あわだ。せっかくの効果が切れてしまう。

　目め配くばせ一つでいいのに。それだけでフィーンには通じる。キリヤナ光こう臨りんを喜ぶ『祝降歌』には、鎮魂歌とは比べものにならない魔を祓はらう力があるのだ。

　ミーナは焦じれたが、踏み出せなかった。ミーナの〈声〉が喉を通って出る声として届いてないのは明らかだ。あんな、食い入るように見つめてから歌に入ったフィーンなんて初めてだ。二人の仲では、その必要はない。

　無茶をするべきじゃない。けれど、上手く光を紡つむげない。

　どうすればいいのだろう。判断ができなかった。失敗は許されない。

　と。

　ナリスフレイが行動を起こした。彼はまっすぐ、驚いているミーナと聖女の元へ歩み寄り、膝をつく。

　ぐったりしたその手を、自分の両手で包みこんだ。見つめる。

　ジャイナルその人ではないと知りながら、聖女が喜びに震えた。活力が戻ってくる。

　逆効果だ。ミーナは力の揺り戻しを感じた。ナリスフレイさま、何を――。

　彼はしていることをわかっている。そんな顔をしていた。

　そのまま、鎮魂歌を諳そらんじた。

「『傷ついた子よ、その削がれた耳をすませ。傷ついた子よ、その顔をあげよ。戦いは終わった。終わりを告げた』」

　それは歌ではなかった。だが、間違いようのない祈りだった。フィーンの歌を邪魔せず、乱すこともない。大きくもないのに、朗ろう々ろうと響く。

　さあっと、ミーナの中に光が射さした。曙しよ光こう。あれに似ていた。夜に投げかけられた、朝の初めての光。一瞬で空を染め変える。

「『手にした剣を捨てるがよい。槍を置き、兜を外せ。たえざる光が、その傷を濯いでくれる。たえざる光が、その痛みを癒してくれる』」




　照らす光を頰に受けよ　頰に受けよ

　古い殻からを脱ぬぎ捨てるがよい

　目を開き　天への道を探せ




　突とつ如じよ光がはじけた。ミーナを、フィーンを、ナリスフレイとラバトを包みこむ。

　光は環となって巡り始めた。彼女たちの歌声は、そうして天にまで昇のぼってゆくのだ。

〈ここには、いられないのね〉

　ようやく聖女は悟さとったようだった。それでも立ち去る気配を見せない。

　ナリスフレイが気にかかるのだ。この人は「あなた」になるはずなのに、と。

　鎮魂歌は終わりへと向かっていた。あと一節だ。




　わが子よ　天への道を辿たどれ

　帰り着け　わが子よ　母の胸に




　触れた手から、聖女の思いが伝わったのだろうか。歌と同時に暗あん誦しようを終えたナリスフレイがかすかに首を振る。

　それから言った。強くミーナの手を握にぎって。

「ミーナ。ここに戻ってこい」

　ミーナはその声に引きずり出された。

　マライナの悲ひ嘆たんの声をミーナは聞いたように思った。入れ替わるような奇妙な感覚。聖女は消える。

　衝しよう撃げきに、ミーナは床に手をついて前のめりになった。身体が――重い！

　頭がうなだれたはずみで、髪が肩を覆おおった。陽ひだまりの色……。

　戻った。戻れたのだ。実感し、安堵と痛みと疲れがごっちゃになる。

　それでもミーナは顔を上げた。最後の締しめくくりを。




　わが女神よ、われらを変わらず慈いつくしみ給たまえ




　ミーナの、彼女自身の声がさらなる光を呼んだ。空で、垂れこめていた雲が切れ、太陽が覗のぞく。

「ミーナアアアア！」

　バスコイに戻ったギーが飛びついた。力を出しきったフィーンが、傷だらけになっている執務机で身体を支える。

　ミーナはナリスフレイの腕の中へ崩くずれた。鎖骨にぶつかり、顔を顰しかめさせてしまう。

　詫わびたかったが、もう声が出なかった。山ほどの感謝も伝えたいのに。

　必死に目を上げるとナリスフレイはうなずいた。言葉はいらないのかもしれない。

　けれど彼は言ってくれた。

「お帰り」

　と。
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「もういっぺん言ってくれるか、ミーナ」

　レイヴェンが顔をひきつらせて言った。感情を抑おさえるのに必死という形ぎよう相そうだ。

「だから。フィーン司教ヴアルプトは女性」

　ミーナの寝そべる長なが椅い子すの側に肘ひじ掛かけ椅子を寄せたレイヴェンは、ぴたりと瞼まぶたを閉じた。おとがいをそらし、天てん井じようへ顔を向ける。どうやら十まで数えているようだった。

　百かもしれない。

「で、みんないつから知ってたって？」

　気持ちを鎮しずめると、レイヴェンはまた訊たずねた。何度訊きくつもりだろうとミーナは訝いぶかしがりながら答えてやる。

「ナリスフレイさまは、握あく手しゆした辺りだそうよ。顔を合わせてから、まあ十分位かしら」

「ヨキは？」

「初めから、ああ。って」

「ああ？」

「身体からだつきを見てってことだろう。別に、わたしはゴツくない」

　ミーナに茶を差し出したフィーンが口を挟はさんだ。身体を捻ひねって、ほら腰なんかもさ、などと体型をレイヴェンに見せつける。

　レイヴェンは再び目を閉じた。さっきの倍の時間をかけてからファランドに訊く。

「どうして言わなかった、ヨキ」

「失念しておりました」

　彼らの夜食を切り分けながら、しゃあしゃあと言った。慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに一礼。誰が見ても、噓うそだと丸わかりだ。

「あんたもだ、司教」

　レイヴェンは責せめる相手を変えた。フィーンは紐ひもをゆるゆるに結んだ靴くつで、踵かかとをドタドタいわせながら席に戻る。

「間違えられるのはしょっちゅうだから。だいたい、言わなくても普通は気づくし。まあ、今回は身を守るためだ。あんたはたいそう手が早いらしいって聞いてたから」

「おまえなんざに興味を持つか！」

　とうとうレイヴェンが怒ど鳴なり散らした。誇ほこりを傷つけられたかのように真っ赤だ。

「おや」

　フィーンはひょいと肩かたを竦すくめた。彼女は妖よう魔まの血を引く伯はく爵しやく弟ていを、適当な爪つめ研とぎができたくらいに思っている。

「見み境さかいなしだってほうが嫌いやがるのは、それはもうあれだな。負け惜おしみ」

「何だと」

「手に入らないものは、いらなかったんだ、ってさ」

「おまえ。本気で死にたいか司教」

　フィーンはにやにやした。「寿じゆ命みようで」、もしくはそれのバリエーションの答えを思い浮かべたに違いない。

　――あれから、十日が過ぎた。今日のグメーラは空の高く澄すんだ晴れ日だった。夜も更ふけた今も、見上げれば星々が煌きらめいている。

　彼らは伯爵城の一室に集まっていた。誰の部屋でも執しつ務む室しつでもない部屋だ。かつては娯ご楽らく室しつとして使われていたらしいここを、ファランドは使用人を指さし図ずして新たに掃そう除じさせた。

　場所は東館だ。城門に面した、伯爵城の顔にあたる。

　百歩譲ゆずって、ここまでは司教の入城を許すとレイヴェンが言ったためだ。勝手に締しめ出されて勝手に許されてもねえ、とフィーンがぼやいたのを、ミーナは内ない緒しよにしてある。

　娯楽室でミーナだけが寝そべっているのは、ようやく起きあがれるようになったところだからだ。一度闇に傾かたむいた身体を引き戻されるのは、さすがに相当な負ふ担たんだったようだ。だるさと吐はき気けと頭痛に苛さいなまれ、いっそ殺してと叫さけびたいほどだった。

　だがそれも数日前からようやく治おさまり、こんなふうにお喋しやべりを楽しめるようにもなった。

　といっても、時間を決めて起きていられるわけではない。目が覚さめたときに気分がいいようだったら、その時刻に現れているほうとお茶を飲む。

　今夜、フィーンが来ているのはファランドが招まねいたからだ。会えそうなときがあったら教えてくれと頼んであったのだという。

　フィーンとはまだ、あのことを殆ほとんど話せていない。フィーンのほうも色々確かめたいようだったが、果はたせていなかった。

　ただ、教きよう皇こうに報告を上げるつもりだということだけは聞かされていた。あともう一つ。フィーンは変わらず味方であることもだ。

「早く、菓か子しを寄よ越こせヨキ！」

　レイヴェンがわめいている。思いきり、フィーンからそっぽを向いた。

　あの後夜が来て、レイヴェンは戻ってきた。ミーナが顔を合わせたのは三日前だが、その間も、以前と特に変わらなかったという。

　自分が何をしたか、忘れているような調子だったという。だが、忘れてはいない。

　二人だけになった瞬間、レイヴェンはぽつりと言った。

「あんまり待たせるなよ」

　それでいて、しらばくれて謝りもしないのは、いかにも彼らしかった。謝れないのかもしれない。

　謝りたくないのかもしれない。

　一人になりたいという願いは、切実なものだ。チャンスがあれば、もしかしたら彼は繰くり返さないとも限らない。

　ミーナは気をつけるつもりでいた。だが、警けい戒かいしたり避さけようとは思わない。

　酷ひどい目に遭あわされたのは間違いないが、憎にくむ気にはなれなかった。一つには、よそに怪け我が人にんが出なかったからだ。

　そして、幾いくつかのことがわかり始めた。

　ああやって闇に染そまりかけたからこそ、ミーナは自分がどういうさだめを負おわされているかを、まがりなりにも知ることができた。ミーナは女神の娘の器うつわであり、マライナは、ミーナの裡うちに甦よみがえる。甦れば、身体を奪われる。

　けれど彼女を宿すには、ミーナは〈闇の聖せい女じよ〉でなくてはならない。

　ミーナが司祭ヴアーリーでいるうちは大丈夫そうだ。パラデールいわく〈光の乙女おとめ〉であるならば。

　だが、今回のようなことがあれば、確実にジャイナル復活も導くだろう。

　マライナは消えたというよりも、出ていっただけなのだ。彼女は夫を探している。

　頰ほおの傷が疼うずいた。癒いえるのにはしばらくかかりそうだという。

「ミーナ、菓子だ。食えるか」

　レイヴェンの肘掛けを止まり木代わりに、ギーがフォークを突きだした。焼き菓子が刺さっている。

「そういうのは、俺の――」

「黙れ魔ま王おう」

　バスコイに一いつ喝かつされ、レイヴェンは口をつぐむ。世話を焼きたいらしいが、ギーに譲るつもりはなく、多少は後ろめたいらしいレイヴェンも、強くは出られないようだ。

　マライナは、ラバトを「裏切り者」と呼んだ。

　雷らい精せいであるラバトは大勢いる。彼女が雷精全体を指したのか、ギーだけに言ったのかはわからない。

　どういう意味なのかミーナは訊いてみた。だがギーは「答えたくない」とはっきり言った。

　それは昔のことで、マライナとの問題なのだと。彼はごまかさず、濁にごさなかった。「いつか気が向いたら教えてくれるか」という問いにもうなずいた。

　そんな日がくるかはわからないが、今はよしとしようと思う。

　ギーについては、発見もあった。彼はどんなときもマライナとミーナをわけていた。そして、案じたのはミーナばかりだ。

　ずっと護まもってきたという言葉は、噓じゃなかったのだと、今は信じられる。

　難点は過保護になったことだろうか。ぐうたら駄だ眠みんをむさぼっていたギーが恋しい。

「おまえ、俺を鬱うつ陶とうしがってるだろ」

「だって鬱陶しいもの」

　知ってるなら放っておいてほしいとミーナは思うが、ギーにその気はなさそうだ。

　これで終わりではない。

　むしろ始まったばかりと言っていい。フィーンの報告は、教団に次の動きを起こさせる可能性がある。

　妖魔も黙ってはいないだろう。あの日、彼らはマライナの兆きざしを感じたはずだ。

　考えなければならないことも多い。

「ふう」とミーナはため息をつき、レイヴェンに聞き咎とがめられた。

「面おも白しろくなさそうだな」

「違うのよ。ナリスフレイさまに会いたいと思って」

　拗すねてうるさいし失礼かとも思い、大抵は黙っているのだが今回は言ってみた。小さな「お返し」だ。

　レイヴェンが息を吸って目を閉じる。

　嫌がらせにちくっと刺さしたわけだが、噓ではなかった。あのとき、ナリスフレイはミーナをすくい上げてくれた。気持ちの深い部分を摑つかまれたようで、思い出すたびに鼓こ動どうが速くなる。

　伯爵兄弟はミーナを挟んで左右にいる。互いに引っ張り合っている。

　彼らの関係をそんなふうに捉とらえるならば、ナリスフレイはたんにバランスを元に戻しただけなのかもしれない。

　それでも彼の言葉は響ひびいた。お帰り。あんなに嬉しかった言葉はないように思う。

「しっかりして、わたしは司祭ヴアーリーでしょ」とミーナは雑念を追い払った。根性で平静を保たもとうとしているレイヴェンと目が合ってしまう。

　なぜか、マライナの感じた切なさが甦った。俺を選べと縋すがりつくようだったレイヴェンと重ねてしまう。

　必ず、必ず助けるわレイヴェン。あなたも、――ナリスフレイさまも。

　ミーナはひそかにつぶやき、そんなことなど考えたこともないような笑みを浮かべてみせた。

「観念したら？　今夜はあなたが肴さかななのよレイヴェン」

　レイヴェンが苦虫を嚙かみつぶす。ほんのわずかだけ、騒さわぐのも悪くないと思っている彼が覗のぞけた。はしゃぎたいのを隠かくしているらしい。

　にぎやかな夜は飛ぶように過ぎ去る。




　そしてまた、長い冬の夜が明ける。




「司祭？　そんな身体で徹てつ夜やなんて。――いいから早く寝なさい」








終わり
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　すっかり春ですね。桜前線もどんどん北上中です。

　なのに作中ではこれから冬を迎むかえます。突風荒れ狂うグメーラ……。

　すみません、気持ちのいい窓まど辺べでお読み下さい。違い和わ感かんも楽しめます。




　などと自じ虐ぎやくぎみに始めてしまいましたが。

　あらためて、こんにちはあるいは初めまして。響ひびき野の夏か菜なです。「女神の娘の恋こい歌うた」略してメガレンの二巻をお届けできることになりました。二巻だよ、わぁい。

　前巻でニコイチ（二つで一つ）伯はく爵しやく兄弟の秘密が暴あばかれましたので、今巻はミーナにスポットを当ててみました。一応ヒロインですし、いろいろ事情持ちですし。

　しかし、書けば書くほど気が強いですねこの子。作者の初期設定では、もう少し控ひかえめだったと思うんですが……あれ？

　二冊分彼らと付き合って、意外な人がもう一人いました。寡か黙もくな家か令れいファランドさん。作中の態度はたいして変わってませんが、この人、本ほん性しようはけっこうお喋しやべりなんじゃないかと思うことがちらほら。酒場とか友人とか適切なシチュエーションを与えれば、わりと普通に楽しいおじさんみたいです。公私がきっちりわかれてるだけらしくて、なぁんだ。

　壊こわれた滅めつ私しな美中年だったらよかったのにぃ。とはいえ、ニコイチ（ひどい）の面倒を見ながらあの領地の切り盛もりしているわけですから、常識的な人ですよね。ちえっ。




　今回初登場の人の紹介なども。

　フィーン司教ヴアルプト。ミーナの幼おさななじみで、先輩。部署も上司も一緒で、ミーナのあんなこともこんなことも知っております。

　執しつ筆ぴつ時じのコード・ネームは「ものぐさ太郎」でした。おおざっぱな人です。靴くつの紐ひもをほどかずに強引に穿はこうとするため、靴はつねによれよれ。あー、たぶん服の釦ボタンとかも取れかかってるだろうなぁ。この人といると、ミーナが世話焼きさんに変身するのが作者としてはちょっとおかしいです。

　設定ノートに書いてあるフィーンを象しよう徴ちようする台詞せりふは「あ～～（濁だく点てんつき）」です。これ言いながら頭を掻かいているというのが、イメージだったりします。行動の基準は面倒かどうか。

　髪かみや瞳ひとみの色は、陽ひを象徴するミーナに対して月を象徴するところから決めました。ニコイチはもちろん夜（闇）。ギーは嵐で、彼には目に嵐の青色、膚はだに嵐の空の灰色を当ててたりします。どうでもいい小ネタです。

　だけどギーは本ほん性しように戻ると髪赤いんだよねー。雷らい精せいだよねえ？　いやまあ、わたしの好み優先の場合もあります。この世界の雷精は、わたしの中では、仕し草ぐさなどがアンコールワット遺い跡せきのアプサラス天女像（を男性にした）なカンジなので。わからんですね、ごめんなさい。




　あとがきのページが結構あるので、裏話も少々。

　見た目が同じなので、実は書き分けの大変なニコイチ兄弟。というか、イラストはダイレクトに大変だと思います。椋くら本もとさますみません。

　二巻の困ったちゃんは、一巻であんなに協力的だったレイヴェンでした。謎なぞめいた人じゃなくなった瞬間、この人はさじ加か減げんで駄だ々だっ子になる危険性があると判明。筆ふで任まかせにすると、ひっくりかえって足ばたつかせそうで、なんて怖い弟なんだ（笑）

　反対に、前回言うことは聞かないわ影が薄いと担当さまにダメだしされるわとさんざんだったナリスフレイさまが今回の救世主でした。

　じつは、このお話は最後までどう決着がつくのかがわかっていなかったのでした。方向がさだまっているだけで、そこに至いたるルートが見えてなかったというか。どうにかして目的地に辿たどり着いてちょうだいねあなたたちーおほほほほ、みたいな気持ちというか。

　わたしはきっちりプロットを立てるタイプ（だと思う）なので、書きながら探さぐるのはわりと珍しかったりします。でもまあ、キャラもストーリーも詰まってないのでいいかー、と放置ゲフっ見守ってましたら、突然ナリスフレイが動きだしまして。

　あらー、とか思っていたらあんなことを。

　伯爵さまの底力を見せていただいた瞬間でした（笑）。なんか摑つかみにくいなーこの人と思っていたのも、一気に解消。

　なので今回の軍ぐん配ばいは兄に上がったかもしれません。勝負させているつもりはないんですが、それでも両りよう雄ゆうって並び立たないものなのね。

　並び立たないと言えば、彼らがニコイチのせいで場面構成にも頭を抱かかえました。同時に存在してくれれば楽なのにぃぃと幾いく度ど思ったことか。せめて同期回路がついてりゃいいのに、とか。秘密がストーリーの中心だったときはよかったよぅ。

　って、設定考えたのはわたしですけど。自じ業ごう自じ得とく。




　グメーラの風景のモデルというか、イメージの元になっているのはスコットランド北西部やアイルランドの海かい岸がんです。行ったことはないので写真だけですが。灰色の海と、海に届きそうなほど低く垂たれこめた分ぶ厚あつい雲。でも資料を読む限り、グメーラよりは温おん暖だんらしい。へー。

　作中に出てくる箱はこ形がた寝しん台だいは、建築の本などでは「ボックス・ベッド」と言う名称で紹介されていることが多いです。アイルランドや北ほく欧おうの家具で、寒さ対策に三方が板で囲かこまれていて、ちょっと穴あな蔵ぐらみたいな感じ。押入の上段にお布団ふとん敷しいて寝るのに似ていて、これ欲しいなーと思いました。秘密基き地ちとか大好きだったので。

　あー、ガーゴイルも欲しいなぁ。石造りの怪かい物ぶつ。ただの吐と水すい口こうだけど素す敵てき。机に飾りたい。




　まったり書いているうちにラストページです。最後になりましたが、お礼などを。

　殺人的スケジュールの中、すばらしいイラストをつけてくださった椋本夏か夜やさま。表紙ラフのレイヴェンの意志ある手つきに悶もん絶ぜつしました。ありがとうございます。

　担当Ｙさま、スタッフさま、とくに校正担当者さま。わたしがミーナにとんまなことをさせずにすんでいるのは、みなさまのチェックのおかげです。これからも安心して暴走しますのでよろしくお願いします。

　この本をお手にとって下さったみなさまにも。感想をぜひ聞かせて下さい。




　それでは。またお目にかかれますように。





響野夏菜







著者

響野夏菜

Kana Hibikino




11月20日、埼玉生まれ。蠍座、Ｏ型。

友人たちと呑みに行ったとき、片手で軽々と４つのジョッキを運んできた店員さんにときめいてしまいました。ビール満タンを軽々。

振り返ると両手で８つ運んでいる店員さんも。

きゃー。どんな居酒屋さんですかここ！




公式ブログ『響野夏菜のそのひぐらし』

http://www.higurasi-bin.cocolog-nifty.com/

緩急つけて更新中。







イラスト

椋本夏夜

Kaya Kuramoto




残念ながら自分のことではないのですが、友人が「最近ちょっときゅんと来ちゃった」話を熱く語るのを聞いて、ああ、乙女だわあと思いました。恋バナはいくつになってもよいものです。たとえその対象が実在しない二次元のキャラであろうと……。

そんな私も今巻の某二人にはちょっとキュンと来てしまいました。

類友ってやつなんでしょうか。
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